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　　家族を愛する少女は、硝子ガラスの靴くつを履はいてはならない。

　　もっとも、もうこの靴だけは、誰だれの運命も変えることはできない。




　　──ドゥーガルド・ディセント手しゆ記き「靴箱館に訪おとずれる少女のための約やく束そくごと」より
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　舞台が成功したかどうかは、定刻になれば分かる。

　レイはコートの前をかきあわせて、劇場街をゆっくりと歩いていた。懐かい中ちゆう時ど計けいの蓋ふたを開ける。そろそろだ。彼の大事なシンデレラが、ひとりの少女に戻る時間。

　歌劇の余よ韻いんが醒さめやらぬ観客たちが、劇場からいっせいに吐はき出された。

　彼らはまだ夢ゆめ見み心地ごこちだった。足取りはゆっくりで、まるで魂たましいだけが百五十年前の王宮に──シンデレラ存命時の黄おう金ごん時代をさまよっているようだった。

　亡ぼう霊れいと化した観客たちのポケットの中には、舞台「シンデレラ」の半券が入っている。

　レイは彼らの様子を抜け目なく観察した。

　舞台が失敗していれば、観客たちはおしなべてうるさくなる。納なつ得とくいかないシーンをあげつらね、気の済むまで文もん句くを言い合う。

　舞台が成功していれば、観客たちは静かになる。湧わき上がった感動を表現するべき言葉を必死に探して、その間は口を動かすことはない。

　レイの予想通り、彼らは静かだった。どこかで落ち着きたい、落ち着いて今日の舞台について同行者に確かめたいと思っているのだろう。心を揺ゆさぶられたのは、自分だけではなかったということを。

（ヴァイオレットは今日もうまくやったわけか）

　レイは、「シンデレラ」はすでに数えきれないほど観みている。回を重ねるごとにヴァイオレットは芸げい達たつ者しやになっていった。もはや彼女以外の女優があの役を得ることはないだろう。第一、誰だれもやりたがらない。自分がいかに無能かをさらすだけだ。

　彼は裏通りを抜け、かびくさい地下の階段を下りた。

　スズランの絵が彫ほられた木の扉とびらを押す。がたついていて、ギィという音が鳴った。

「いつもの席は？」

　レイがたずねると、年老いた店主がただうなずいた。

　このレストラン「スズラン亭」は、レイがここ半年、週に一回のペースで通っているレストランだ。

　キャンドルの甘ったるい匂においと、脂あぶらっぽい異国風の料理の匂いが混じり合っている。このレストランを好んで使うような輩やからは自分と彼女だけだろうな、とレイは思った。

　太陽の光が窓辺から差し込むことのない陰いん気きな店内に、万人受けしない料理。ここを見つけたときはしめたと思ったものだ。密会にこれほど適した店はない。

　ヴァイオレットは今や押しも押されぬ大女優。彼女の色いろ恋こい沙ざ汰たはゴシップ誌が喉のどから手が出るほど欲しがるネタである。レイは、雑誌などに不用意に書き立てられて目立つわけにはいかないのだ。その生まれのために。

　店主が無言で料理と酒をテーブルに並べてくれる。そして、向かいの席にコースターをひとつ置いていった。

　店主の口が堅かたいのも、この店の数少ない長所のひとつかもしれない。

　いい加か減げん食べ飽あきたフライの残ざん骸がいをフォークでつつく頃、待ち人が現れた。

　つばの広い帽ぼう子しを深くかぶったヴァイオレットは、レイの座っている席に迷まよわずに向かってくる。舞台のメーキャップを落としてすぐにかけつけたのだろう、息がはずんでいる。

「待たせたわね」

　レイは彼女のために酒を注文しようとしたが、ヴァイオレットは首をふった。

「お酒はしばらくやめるわ。煙草たばこもね」

「今日は声が伸びなかったのか？」

「たまたま体調が優すぐれなかったのよ」

　子どものように頰ほおをふくらませると、ヴァイオレットはレイの皿を見て顔をしかめた。

「やだ、また魚のフライ？」

「ここはこれしかまともな料理がないだろう」

「それすらまともじゃないわよ。ここのフライ、衣ころもが厚くて嫌きらいよ」

　レイは皿をヴァイオレットの方に押し出す。ヴァイオレットはそれを指で戻す。また押し出す。

　皿の押し問答をしていると、ヴァイオレットは「いい加減にしてよ」とうんざりした顔をした。

「いいから食べてごらん。何か腹にいれた方がいい」

「食欲がないのよ」

「珍めずらしい」

「今週は何かあった？　私はいつも通りだけど」

　週に一度会って、お互いの近きん況きようを確かめ合う。それがここ半年のふたりの習しゆう慣かんだった。

　ヴァイオレットは手紙を好まない。毎日送るカードより、週に一度会って顔を見る方がよほどいい、と以前彼女は言った。

　レイも手紙は好きではない。何を書いてもくだらなく思えるから。

　レイは鞄かばんから資料の束たばを取り出した。

「それは？」

「僕がこれからクジュラ国へ渡るための資料」

「クジュラ国って、あの内ない紛ふんが絶たえない国でしょう？　本気なの？」

　レイは曖あい昧まいに笑ってみせた。

　国というものは、一度崩くずれてしまうと以前のように機能するまでに、気が遠くなるほどの時間を要する。

　クジュラ国も同じだった。かつての繁はん栄えいが土の下へ埋うまると、次の優秀な頭首はなかなか現れなかった。王が立ったと思えばすぐに殺された。そのうち、命知らずか操あやつり人形だけが王おう候こう補ほとなり、ますます収拾がつかなくなった。

　そんな中で、民たみの秩ちつ序じよなどあったものではない。窃せつ盗とうや殺人は当然のごとく行われたし、病やまいは蔓まん延えんし、正直な人間はだまされて死んでいった。

　それでも、レイは平然と生き残り、権力者のもとでぬくぬくと研究を続けられた。

　その身に宿やどる強大な魔力のおかげで危険からは身を守れたし、そんなレイを手元に置きたがる者は多かった。

　また、戦乱の国に進んで渡り研究をするレイのことを、彼の正体を知らないこのオルハラ国もありがたがった。クジュラ国の遺い物ぶつには高値がつく。貴き石せきがとれる鉱こう山ざんが豊富なことも、魅み力りよく的だ。

　クジュラ国とつながりの深い人間を、どの国も欲しがっている。内部情勢が落ち着けば、そういった人財は必ず活かつ躍やくすることになるからだ。

「驚おどろくことじゃないだろう。僕があの国に渡るのははじめてじゃない」

「でもこれまでとは情勢が違うわ。新聞で読んだもの。王朝が変わって、跡あと継つぎ問題でもめているって──とっても物ぶつ騒そうな国なんでしょう」

「きみ、新聞なんて読むんだ？　芸能記事以外は興味がないと思っていた」

「それは……」

　ヴァイオレットは唇くちびるを嚙かんでから言った。

「あなたに関係していることくらいは、興味のない新聞でも……単語くらい拾って読むわよ」

「喜んで送り出してくれると思ったけど」

「行ってはいけないわ」

　ヴァイオレットはやけにきっぱりとした口く調ちようで言った。

「あなたの研究は、明るみに出れば消されるわよ。どうせもっともらしい理由をつけて行くんでしょうけど、実際に調べるのは魔ま術じゆつのことなんでしょう」

　レイは眉まゆ根ねを寄せた。

「魔術師狩がりについて、私が知らないとでも思った？　シンデレラの役を得てから少しでも彼女の時代に関連することは調べたわ。でも、ある資料だけは焚ふん書しよされて手に入らない。魔術師たちがどこからやってきたのか、彼らが迫はく害がいされた決定的なきっかけはなんだったのか──」

　ヴァイオレットはジュースが運ばれてくると一度口をつぐみ、そして声を落として続きを話し始めた。

「シンデレラは表向き魔術師たちに『利用された』被害者ということになっている。あなたはシンデレラ存ぞん命めいの時代について調べていたけど、魔術のことについてはいっさい触ふれないまま、研究を終えるしかなかったのね。魔術師とシンデレラの関係は、暴あばくことはできないタブーの世界なんだわ。あなたは一度研究から手を引いた。そして今度はクジュラ国の研究を始めるんでしょう」

「おっしゃる通りだけど、大女優さん。僕が何を調べようときみには関係ないだろう」

「クジュラ国は昔、世界中のどの国よりも豊かで恵まれていた。世界の英えい知ちはクジュラにあると言われていたこともあった。でも滅ほろんだ。あなたが教えてくれたわね」

「ああ、前に教えてあげたっけ」

「なぜ滅んだか気になったの。戦争で滅びたんですってね。でもそのときに使われた武器は見つかっていない。どこかの遺い跡せきに埋まっているのか、それとも──」

「それ以上はやめておいたほうがいいね、ヴァイオレット。きみは今核心に迫っている」

　クジュラ国はなぜ世界で最もつとも栄さかえた国でありながら、世界で最も悲ひ惨さんに崩れ去ることになったのか。

　魔術は人を最も幸せにし、そして最も不幸にする。

　遠い異国の歴史とこのオルハラ国の歴史は、実は同じ道筋をたどっている。

「そうまでしてシンデレラについて知りたい？　この国が隠かくしている事実を暴けばただではすまないわ」

「僕には目標があるんだ。そのためには足りないパーツが多すぎる」

「ここに残って、別の時代の研究をすればいい」

「お互い、保身には生きないって約束だろ」

　昔、ふたりはシエルナで誓ちかった。お互い後ろ指をさされるような無む謀ぼうな夢を抱いだいても、世の大半の大人のように、諦あきらめたりはしないと。

　それからたびたびこうして顔を合わせては、胸むねの内の炎ほのおが消えてしまっていないかどうか、確かめ合っていた。

「それは、私がまだあなたのことをよく知らなかったから。あなたの研究内容についてだって、何も知らなかった」

「いったい何が言いたいんだ」

「この国に残って、私のそばにいてほしいの。危なっかしくて、あなたのことを放っておけないの。今まではお互い同志のようなものだった。でもこれからは恋人として、そばにいてほしいし、そばにいてあげたい。実際……今は半なかば、そのような関係でしょう。だから難むずかしいことじゃないわ。あなたには、別の夢を見つけてほしい」

　ヴァイオレットは頰を赤く染そめて、いっきに言いきった。

（恋人？　そばにいてほしい？　ましてや、そばにいてあげたいだと？）

　レイは顔を険けわしくして、立ち上がった。

　誰なんだ、この「普通の女」は。

　くだらない恋愛小説に出てくる平へい凡ぼん極きわまりない台詞せりふを、さも人生の大事のように言うとは。

（僕がなんのために命がけで研究をしているのか、知りもしないで）

　しかも、別の夢を見つけろなどと。

　同じことを言われたら、自分だって激げき怒どするに違ちがいないのに。

　目の前で、すがるような目で見てくるヴァイオレットは、まるで知らない女のようだった。

　世の中の大半を占しめる、つまらない女。舞台の上で王おう妃ひシンデレラになれる特別な女性ではない。

「興きよう醒ざめだ」

「レイ」

「きみがそんなことを言う人だとは思わなかった。頭の軽い田舎いなか娘むすめのようなことを」

「私はもともと頭の軽い田舎娘よ」

「これ以上幻げん滅めつさせないでくれ。何千人もの客を魅み了りようしていた君が」

「行かないで、お願いよ。大事な話があるの」

　レイはお札をテーブルに置くと、立ち上がった。こんなに裏切られた気持ちになったのははじめてだ。

　ヴァイオレットは特別だった。週に一回彼女の姿を見るのが楽しみだった。

　でも、もうそんな彼女はどこにもいない。レイの心を照てらしてくれる、彼を救ってくれるシンデレラは消えた。

　虚きよ構こうを現実にすると言いきった、あの少女はいなくなった。

　ヴァイオレットが何かを言っていたが、レイはふりきって店を出た。

　ここは百五十年前の王宮ではない。現代のオルハラ国、夢の醒さめた劇場街だ。

　レイは深く、長い息を吐いた。

　彼女を失って──今まで通りに生きていけるのだろうか。

　普通の人間のふりをして社会に溶とけ込んだ。燃えさかる野望だけを胸に、今まで生きてきた。噓うそばかりの自分が、唯ゆい一いつ彼女のそばにいるときだけ、本心をさらけだしていた。

　今思えば、あまりにも無む防ぼう備びだった。

　ヴァイオレットは追ってこなかった。店に戻ったらさめざめと泣いている彼女がいるのだろうか。死んでもそんなものは見たくない。

　核心があった。もうかつての彼女のように、レイのそばに寄り添そえる女性は現れないだろう。

　これからも、レイにとって大切なのは「過去の」ヴァイオレットだけだ。
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　王妃シンデレラの子孫であるディセント伯はく爵しやく家けが経営する『靴店ガラスドーム』は、靴くつの街カンディナール屈くつ指しの老舗しにせである。

　薔ば薇らとつぐみのアーチに囲われた玄げん関かん口ぐち、ドロップガラスシャンデリアを吊つるしたショーウィンドウには流行の舞ぶ踏とう靴ぐつや革かわ靴ぐつが陳ちん列れつし、ドアマンが扉を開ければ陶とう器き製せいのベルが柔やわらかな音で鳴なり響ひびく。

　シンデレラの末まつ裔えいであるディセント伯爵家の経営するその靴店は、シンデレラが一足の靴をきっかけに人生を変えたことにあやかって、老ろう若にやく男なん女によ身分を問わずに多くの人々が靴を作りにやってくる。

「これからの舞踏会シーズンに向けての対策を打つ必要がある」

　アランの言葉に、職人たちはいっせいに背をただした。

　エデルはカレンダーを見つめた。

　舞踏会シーズン。彼女がガラスドームに勤つとめ始めて、もう一年だ。

（去年はお仕事に慣なれていなくて、みなさんにたくさんご迷めい惑わくをかけてしまった。今年は去年の私より、ちゃんと成長できているといいんだけど……）

　舞踏会シーズンは、一年で最も舞踏靴の注文が集中するときだ。

　特に女性客からの注文が多い。装そう飾しよくの華はなやかな靴のオーダーが大半であるため、製作にも時間がかかる。

　ジジが手を挙げて発言した。

「セスに店長職を明け渡せることになった。私は試し作さく師しに戻もどり、甲こう革かわ作りの指示を出しながら工こう房ぼうをまわしていくことにするよ。全体的な作業工程はセスが管理する」

　セスが前に進み出て、にこやかに言った。

「よろしく。でもまだ本調子じゃないからお手柔らかにお願いします」

　海沿いの街シエルナで再会を果たしたセス。彼は魔術師の足抜けの制せい裁さいにより、記き憶おくを失っていた。

　セスの手は靴づくりの仕事をおぼえていたが、接客やガラスドーム特有のルールは一からおぼえ直しとなった。

　はじめはエデルやジジが彼に仕事を教えていたのだが、やがてその必要もなくなった。彼はおそるべき早さで技術や知識を取り戻していったのだ。

　オーナーのアランは、復職して間もないセスの仕事ぶりをみるなり「これなら予定よりも早く、正規職人のエプロンを渡すことができる」と言ったほどである。

　実際、目の前で挨あい拶さつをしているセスの腰こしには、チョコレート色のエプロンが巻いてある。

　まだ思い出せないことが大半らしいが、堂々とした振る舞いはどことなく、彼の想い人であるカラバ女おんな侯こう爵しやくを感じさせる。セスは彼女のそばで、いろいろと学ぶことが多かったのかもしれない。カラバ女侯爵は疫えき病びように侵おかされたシエルナの街を救い、民から慕したわれた有能な女性だった。

　セスは穏おだやかな口調で言った。

「今シーズンは見習いのみんなは正規職人の技わざを盗めるチャンスだから、意欲のある子はジジのそばで試作師の仕事を見るように。そして正規職人のみんなは、覚かく悟ごしてください。すでに手紙での注文が山盛りです」

　エデルのそばでディックが声にならない声をあげていた。

　アランがひもで縛しばった手紙の束をかかげる。あまりの分ぶ厚あつさに、エデルも面くらってしまった。

「ほとんどが舞踏会用の靴の注文だ。パーティの日程表を用意したので、各自納のう期きを確認してほしい。またお客さまには注文殺さつ到とうのため完成品の納期が例年より遅おくれることを伝え、その上で正式にオーダーするかどうかを決めてもらうこと。確認の手紙の送付作業、見習いがひとりあたりノルマ五十枚だ。それからディック、お前は百枚だな。お詫わびの手紙は印刷せずに手書きだ」

「なんで俺だけ百枚!?　おっさんやエデルは？」
















「甲革師はデザイン作成に時間をとられる。雑ざつ務むはほかの職人たちで手分けしてほしい」

「ペンだこできるだろぉ……」

「ディックくん、私も手つだ……」

「エデル。甲革師は甲革師の仕事をしてほしい」

「は、はい」

　どうやらお手伝いはできないらしい。エデルは気の毒そうな目でディックを見た。

「まずはショーウィンドウの靴の作成、これはセスがデザインし、ジジがチェックと作成。エデルは新規女性客の接客と対応、靴型の作成にとりかかってほしい」

　エデルはあわててメモに書きつけた。ということは、お店での接客対応はほぼ自分がまわしていくことになる。

（だ、大丈夫かな）

　しかし、エデルはお客さまの運命の一足を作るためにガラスドームで働いているのだ。接客は基本中の基本である。

（お客さまにし、失礼のないように……そして、笑顔になっていただけるような靴を作りたいなぁ）

「昨年の靴は──ここにいる人間は全員いたからおぼえているな？　緑を基調にした舞踏靴や革靴だった」

　昨年ショーウィンドウを飾かざっていたのは、漆しつ黒こくのレースパネルを側面にあしらったターコイズグリーンの舞踏靴だ。大人の女性の色いろ香かがただようような、艶つやっぽい靴だった。

「今年の流行色は……とある筋の情報によると、オレンジや黄色になりそうだ。今ご令れい嬢じようたちの間では南国のような色の派は手でなドレスや小物が流行っているらしい。男性用革靴も一応オレンジに対応できるようにするが、こちらはあまり注文は入らないだろう」

「まぁふたりして南国色だったらちょっと笑っちゃうからね」

　セスはそう言って革見本を壁かべに貼はり付けた。

　牛や豚ぶたなどのよく使われる素材はもちろん、柔らかくて人気のある子羊、視線をひとりじめできるワニ革など、多彩な種類がそろっている。

「工房にあった革見本の中で近い色のものを集めてみたよ。くすんだ色から淡あわい色まであるけれど、それぞれと相あい性しようのいい装飾品や刺し繡しゆうは異なってくるので気をつけて。革の色に負けて装飾が目立たなくなったり、逆に相乗効果で派手すぎたりするから、扱あつかいが結けつ構こう難しいんだよね」

　エデルはまじまじと革見本を見つめた。

（たしかに、これは難しいかも。色いろ味みによってはデザインをシンプルにしないとドレスと喧けん嘩かする靴になっちゃうかもしれない。ドレスを持ち込んでもらって合わせてみないと、予想と違った仕上がりになってしまいそう）

　革の染色仕上げのできばえしだいで、ずいぶんと印象が変わってくる。

　ジジが箱に入った装飾品のサンプルを取り出した。革でこしらえた花や蝶ちよう、金色の刺繡糸、真パ珠ー貝ルのボタン。相性のいい宝石飾りは白や黄色が基き調ちようとなったものだろう。

　飴あめ色いろの硝子ガラス細ざい工くをつまんで、エデルは手のひらに載のせてみた。これならどの色の革とも喧嘩しなそうだ。

　ただ、硝子細工はもろいので舞踏靴のヒールやつま先にはあまり使わない方がいい。

　例年通りなら、足を支えるために安定感のあるＴ字型のストラップ靴などが多く出る。

「まずはダンスが問題なくできることが大前提ですから、あまり重みのある飾りは使うべきではないですよね……」

「足さばきに問題がない軽さにすることはもちろんだが、もしお客さまが重たい装飾を望まれた場合は、そのことは説明したうえで作成して構かまわない。ただ、足に問題を抱かかえている人の場合は使用を控ひかえてほしい」

　靴の重みが足の健康に害をもたらすことがある。採さい寸すんする際、足の変形が見られる人には注意しなければならない。特にダンスは過度に足に負ふ担たんがかかるものだ。

　エデルたちは採寸の際、指の形だけでなく爪つめの形や皮かわ剝むけの痕あとにまで気を配る。

　華やかな靴でダンスを踊おどることも大切だが、それ以上に大切なのは足を痛めないようにすること。お客さまの足の健康を守ることが、オーダーメイド靴で一番大切なことだ。

「分かりました。私、装飾品の重さを量はかって表に起こそうと思うのですが、いかがでしょう。今までこれがあったら便利かな、と思っていたんですけれど……」

　アランが目をしばたたかせた。

「それは気づかなかった。ぜひ作ってほしい。任まかせてもいいか？」

「は、はい。もちろん」

「たしかにあった方がいいかもね。これから新しい素材も入ってくるし」

　セスは在庫の一覧表を見て言った。今までエデルも同じものを見ていたのだが、お客さまに説明するときに品名と色だけではどうしても伝わりにくいことがある。素材を切らしていて、取り寄せる場合はなおさらだ。

　イラストに起こしても重さや質感までは伝わらないから、お店の職員以外の人が見てもすぐに分かる在庫表があればいいなと思っていたのだ。

　それに接客の時も表を指して説明すればいいので、話が早く進むかもしれない。

「エデル、いいアイディアだと思う。この調子でがんばってくれ」

　アランがそう言うと、エデルははにかんだ。仕事で褒ほめてもらえると、天にものぼりそうな気持ちになる。

「在庫表の一新はするべきだと思っていたが、接客用にとは考えていなかった。冴さえてるな。……たとえると、今日のお前は猿さるのように知能が高い。誇ほこらしいぞ」

「……は、はい」

　猿……。

　今のは褒めてもらえたのか、それとも……。

　と考えかけたが、アランの機き嫌げんが良さそうだったので、エデルは言葉通りに、お褒めにあずかったことにしたのだった。
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　アランは机の引き出しを開けると、革のブックカバーのかかった三冊の本を取り出した。

　カンディナールの郊こう外がいにそびえるディセント家の屋や敷しき、アランの自室である。

（結局、エデルを父さんたちに紹しよう介かいすることはできなかったな）

　父、アルヴァはエデルを認みとめてくれなかった。彼女が魔術師の末裔で、スキャンダルまみれの女優の娘であること。その生おい立たちを背負ったうえで社交界で生き残るには、エデルが優しすぎること。そして最大の問題は、アラン自身にあると言ってのけた。

「俺が、エデルにふさわしくないからか」

　ぼそりとつぶやいて、本の表紙に触れる。

　妹のルディアが贈おくってくれたこの恋愛指南書のおかげで、この一年、少しずつエデルとの距きよ離りを縮ちぢめることができた。彼女は自分と一いつ緒しよにいることを選び、そばにいてくれている。

　最初はアランのアプローチ──気のきいた褒め言葉や、恋人らしい振る舞いに戸と惑まどっていたエデルも、だんだんと彼を受け入れてくれるようになってきた。

　エデルはうぶなので、ここまでくるのに時間はかかったものの、今ではふたりは将来のことを考えるまでの仲になったのだ。

　彼女を守りたいと思った。身寄りがなくいつも不安そうにしていた彼女を、自分の手で大切にしていきたいと。自分が彼女の保護者になり、本当の家族になって……。

（俺に彼女を守りきる力がない、と父さんは言ったが、諦めるつもりはない。どうにかしなければ）

　扉をノックする音と共に、ルディアがすさまじい足さばきで部屋に入ってきた。

　銀ぎん糸しの刺繡が入った濃のう紺こんのドレスに、シルバーで華やかに装飾したデコレーティド・パンプスを履はいた彼女は、するどいまでに冷たい美しさであった。

　最近、彼女はふとした表情が母親に似てきたような気がする。髪かみや瞳ひとみの色はお互い父親譲ゆずりだが。

「ルディア、俺はまだ入っていいとは……」

「お兄さま。ご一緒にお散歩でもいたしましょう。エデルさんのことで」

　アランは立ち上がった。おそらく、彼女は父親から話を聞いたのだ。

　屋敷を出て、靴箱館へ続く道のりをたどりながら、ルディアは淡たん々たんと話し始めた。

「お父さまは、エデルさんのことを認めてくださいませんでしたのね」

「ああ」

「最初の反応としては当然でしょう。諸もろ手てをあげて歓かん迎げいされるほうが、うさんくさいというものですわ」

　妹があっさりとそう言ったので、アランは眉根を寄せた。

「どういうことだ？」

「まぁ、お兄さまったら。離れて暮くらすうちに、お父さまの性格をすっかりお忘れになってしまったのね。お兄さまが欲しがっていた本が手に入らなくて悲しんでいたとき、お父さまはさんざん笑っていたじゃありませんの。『うちの子にしては素直すぎる！　面おも白しろいなダリア！』と、お母さまの肩を叩たたいてお喜びになっていたでしょう」

　ルディアが父親の口まねをしたところで、アランは噴ふき出してしまった。

「……そんなこと、あったか？　俺は覚えていないが」

「動物の図ず鑑かんですわよ。思い出しまして？　叔お父じさまがお兄さまに買ってきてくださると言っていたのに、すっかり忘れられて」

（そういえば……）

　幼おさない頃の話だ。たしか十歳になるかならないかくらいの。

　当時のアランは楽しみにしていた図鑑が手に入らず、部屋で鬱うつ々うつとしていたのだ。

　メイドが「お食事ですよ」と部屋まで呼びにきてくれたのに、かたくなに拒否をして……使用人たちに心配をかけた。

（今思えば、たかだか図鑑ごときで……）

　だんだん思い出してきたが、アランは記憶を封ふうじることにした。

「ルディア、余計なことばかり覚えていなくてもいい」

「わたくしはわたくしで、いただいたばかりのリボンをペティにあげてしまったので、やっぱりお父さまに笑われましたけど」

　叔父はルディアへのプレゼントは忘れていなかった。だがベルベットのリボンは趣しゆ味みに合わなかったのだろう。ルディアは「わたくしよりあなたの方が似合うわ」と愛犬の首輪につけてしまったので、場の空気が冷え込んだのだった。

　父は「さすがうちの子だな」と笑っていた。

「お父さまは、素直なお兄さまが婚約を認めてもらえずにショックを受けているところを想像して、ニヤニヤしているに違いありません」

「最悪じゃないか」

「でも、お父さまだって悪魔ではありませんわ。あのときも、あとから図鑑を買ってくださったでしょう」

「しかしだな……」

　図鑑は図鑑、エデルはエデルだ。子どものときの話とは重みが違う。

「だってお兄さま、エデルさんとの結婚が認められないなら駆かけ落おちするとまでは考えていなかったのでしょう？」

　駆け落ち。その選せん択たく肢しは、たしかになかった。

　アランはしばし考えた。

　エデルと手をとり合って、行き先も決めぬまま汽き車しやに乗って……。

　ふたりで粗そ末まつな食事を分け合いながら、どこかに落ち着きたいと話したりして……。

　なぜか想像の中の季節は冬で、ふたりともひもじい労働者のような格かつ好こうをしている。

　エデルは「寒いですね、アランさま」と言いながら体を寄せてくるのだ。

（だめだ。一いつ瞬しゆん悪くないような気がしてしまったじゃないか。第一、駆け落ちは計画性がなさすぎるだろう）

　アランはかぶりをふった。

「駆け落ちというのは、つまりは逃にげるということだろう。エデルの存在が世間に顔向けできないと認めるようなものだ。彼女のためにも絶対にそんなことはできない」

　芝しば居いの物語のように駆け落ちしても、ふたりには暗い影がつきまとうことになる。お互い不自由に生きることを余よ儀ぎなくされる。駆け落ちして幸せになるのは、最初のいっときだけだ。

　アランは、エデルを幸せな花はな嫁よめにしたいのだ。

「まぁ、お兄さま。一瞬駆け落ちも悪くないと思われたのではなくて？　今少し間がありましたわよ」

「そ、そんなことは……」

「もちろん、そうですわよね。エデルさんは手に職がありますけれど、お兄さまが身分を失ったら、ただの偉えらそうな無職になるわけですから。男性としての価値が……見た目くらいしか残りませんものねぇ」

「……」

　何がなんでもこの地位だけは死守しなければならないと思ったアランであった。

「とにかく、俺は逃げるつもりは毛頭ない。彼女は認められるべき女性だ」

「お父さまは、自分が反対したからといってお兄さまが強硬手段に出るとは考えていらっしゃいません。さんざんお兄さまをじらして、結婚への意志がどれくらい固いものかを確かめるつもりなのでしょう」

　本当にルディアの言う通りなのだろうか。

　アルヴァは、やけにはっきりと、アランにその資格がないと言ったが。

「だが……父さんは、認められない原因は、俺にあるという」

「たしかにお兄さまは配はい慮りよに欠かけ、包ほう容よう力りよくが足りないと思うところはあります」

「うっ」

　妹の言葉に傷つけられ、アランは苦虫をかみつぶしたような顔になった。

「……そんなことはないと思うが」

「そうですわね。お兄さまは基本的には鈍どん感かんですのに、どうでもいいところに敏びん感かんなので、少し感覚がずれていらっしゃるのかもしれませんわね」

　アランはかちんときて、妹にたずねた。

「俺にはまったくそのつもりはないんだが、具体例は？」

「エデルさんの髪のリボンの色、三日間分答えられます？」

「一昨日おとといはグリーン、昨日きのうはピンク、今日は白だ」

　彼女のリボンの色なら、当たり前に答えられる。

　エデルの灰桃色ローズミストの髪に蝶のようにとまるリボンは毎日色が変わるのだ。

　彼女の腰にとまるエプロンのリボンも好きだが、髪のリボンの方が変化に富んでいる。午後になったらゆるんできたリボンをたまに直してやるのもいい。

「エデルさんが昨日、頭痛で苦しんでおられたのはご存じ？」

「なんだそれは。知らないぞ」

「ほら、お兄さま。リボンの色に気づいてあげるのも大切ですけれど、肝かん心じんなところがまるでなっていないじゃありませんの。そんなことですからシエルナではお父さまが先にエデルさんを助けてしまい、お株を奪うばわれてしまったのですわ！」

　アランは衝しよう撃げきのあまり立ち止まっていた。

　エデルが頭痛……？　昨日……？

　まったく気がつかなかった。いつも通り元気に働いているように見えたし、彼女は早退することもなく定時まで工房で作業をしていたはずだ。

「出勤前のエデルさんにお会いしたのですわ。額ひたいを押さえていらっしゃったので、体調をおたずねしましたの。お仕事をお休みするように言ったのですが、どうしても出勤なさりたいとおっしゃるので、わたくし彼女にお薬を持たせましたわ。朝食も、いつも以上に進んでいらっしゃらなかったですし」

「朝食が、いつも以上に……？」

　たしかその日の朝、アランは忙いそがしかった。早い時間に取引先との会議の予定が入っていたため、簡単に食事を終わらせて新聞を読むのに夢中だった。

　エデルが食事を残していたのを見落としていたのか。

「お兄さまが心配なさらないように、エデルさん、わたくしに口止めなさったのよ。『たいしたことないですから、アランさまには言わないでください。舞踏会シーズンの大事なときですから』って。わたくし情なさけなかったですわ。想い人の体調の変化にすら気づけない、鈍感なお兄さま！　リボンがどうこう言っている場合じゃないのですわ！」

　リボンをどうこう言わせたのはルディアなのだが、言い返す気も起きなかった。

　繁はん忙ぼう期きだから具合が悪くとも休むわけにはいかないと、エデルは薬を飲んで耐えていたのかもしれない。もし気づいていたなら、一言言って休ませてやれたのに……。

「こうしてはいられない、エデルは……！」

「もう今け朝さはすっかりよくなっておられましたわよ」

　あきれた声でルディアは言った。

「なんというか、お兄さまって余よ裕ゆうがないんですのよねぇ」

　ずんっと重たい言葉が落ちてきた。

「妻のピンチを察知し、アシストするのが夫の役目。このままではお役目を果たせませんわよ、お兄さま」

「俺は……どうすれば……」

「お兄さま、大丈夫です。どんな問題にも解決方法は必ずあるものです」

　ルディアはハンドバックから本を取り出すと、アランに手渡した。

　もはやお馴な染じみとなった、あれのようだ。

「これは、恋愛指南書か？」

「指南書ではありますけれど、別物ですわ」

　アランは表紙に綴つづられた文字を指でなぞった。

『彼女の心と会場の視線をひとりじめ！　～恋する初心者さんのための手取り足取りダンス講座～』

「……一応、俺は踊れるんだが」

　一般教養として、舞踏会に出ても恥はずかしくない程度のダンスは身につけている。

　最近は面めん倒どうであまり舞踏会には出席していないが。したところでダンスの相手がエデル以外の女性ではまるでやる気が出ないのだ。

「違いますわよ、エデルさんの教本です。というよりも、お兄さまが先生になるための本ですわ」

「は？」

「これから舞踏会シーズンですのよ。今からレッスンすれば十分間に合います。エデルさんの社交界デビューですわよ！」

　アランは注意深くたずねた。

「今までの会話の流れと、エデルの社交界デビュー、なんの関係性があるんだ？」

　アランに余裕がないという話だった。そこで妹がこの本を持ち出す意味がまったく分からない。

「わたくし、考えましたの。お兄さまとエデルさんに足りないもの、それは一体感ではないかと」

「一体感」

「お互いの気持ちが手に取るように分かる。まだそこまでの域に達していないからこそ、お兄さまはエデルさんのささいな変化に気づけないのでは？　普段なら大事にならなくとも、そういうすれ違いはここぞというときに問題になるものです」

　社交界に出れば、エデルはさまざまな思おも惑わくにさらされる。アランはそれに敏感でいなくてはならない。そのためには、エデルの置かれている状況を把は握あくし、うまく立ち回らなくてはいけないのだ。

「我わが家やに嫁とついだエデルさんを守るには、まずはふたりの絆きずながしっかりと結びついていなくては。お兄さまだけの一方通行ではだめなのですわ。そこで、舞踏会です、ダンスですわ！」

　ルディアは教本を指さして言った。

「貴族の一員になるならダンスの教養は必ひつ須す。お兄さまが先生になって、エデルさんにダンスをおぼえてもらうのです。ダンスの練習でお互いの絆が深まり、相手の呼吸をおぼえてしまえばエデルさんのささいな変化にも気づけるようになりますわ。そしてそれは、有事のときには役に立ちます。お父さまとお母さまは、家のことでも魔術師の靴のことでも、息のぴったり合ったパートナーでしょう？」

「まぁ、それはそうだが……」

　この忙しい時にダンスなどやらなくとも、とアランは本を手に困った顔になった。

　仕事から帰ったエデルにダンスまでおぼえさせるなんて、それこそ倒たおれかねない。

　もちろん、彼女とダンスを踊りたくないわけではない。むしろ、彼女と踊れたらどれだけいいかと思っている。

　付き合いで何人かの令嬢と踊ったことはあるが、みな体を必要以上に押しつけてきたり、熱っぽい瞳でアランを見上げてきたものだ。

　あのときは不ふ快かいだったが、エデルが相手ならまったく別物である。自分から強ごう引いんに体を寄せるわけにはいかないが、エデルからしてくれるならなんの問題もない。

　公的な場ではなく、ふたりだけで踊れたらなおのこといい。エデルを他の男の視線にさらすことなく、自分だけが彼女を見つめていられるのだ。安全かつおいしいではないか。

「お兄さま？　ずいぶん深く考え込んでいらっしゃるのね？」

「なんでもない。ダンスがエデルに及およぼすさまざまな影えい響きようについて、考察していたところだ」

　平然と噓をついて下心を押し隠すと、アランは咳せき払ばらいをした。

　以前、アランの目標はエデルと人前で恋人らしく振る舞うことだった。ルディアが言うには、それだけではまだ足りないらしい。

「お兄さまとエデルさん、ふたりの気持ちをひとつに。今回のテーマはこれですわ！　ダンスはふたりの息をぴったり合わせるのにちょうど適しています。それに、実際おふたりが舞踏会に出席なさることで場数も踏ふめますし」

「しかし、エデルが招しよう待たいされるパーティは……」

「まずディナセルク家主しゆ催さいのパーティでしたら問題ないですわよね？　カーレンさまに事情を話せばきっと喜んで招待してくださるでしょう。それにエデルさんと面めん識しきのあるシレーヌさまやビオレッタさまもいらっしゃることですし」

　人の悪い笑えみをうかべたルディアは言った。

「エデルさんもダンスをおぼえられて、お兄さまとの絆も深まり、そして社交界でも問題なく振る舞えたなら──お父さまだって、認めないわけにはいかないですわ。できるところを見せつけてさしあげるのです！」

　アランはしばし考えた。

　たしかに、エデルの気持ちの変化にすぐ気がつけるようになれば、何かあったときに自分が助けに入れる。何より、エデルのことをもっとよく知るチャンスだ。

　アランは、エデルに頼りにされたかった。彼女はまだ自分に対して遠えん慮りよが……ありすぎると思う。

　以前ルディアはエデルのことを『甘あまえ下べ手た』だといったが、その通りだ。

　そんな甘え下手なエデルに手をさしのべるには、察することができる男にならなくてはならない。うまくいけば、それが結婚へのたしかな一歩になるかもしれない。

「分かった。俺はいい先生になれるよう、努力する」

「その意気ですわ、お兄さま。お父さまに負けずに、前進あるのみですわよ！」

　ルディアがほっとしたような顔になった。アランはそれを見て、改あらためて言った。

「ルディア、すまないな。父さんに認められなかったと聞いて、励はげましてくれたんだろう。ダンスの教本まで用意して」

「お兄さまには、幸せになっていただきたいですもの。妹として当然ですわ。わたくし、いつだってお兄さまの応おう援えん隊たいなのですわ」

「お前がついていれば百ひやく人にん力りきだ」

「百人で終わるつもりなんてないですわ。わたくしがついていたら、万人力ですわよ」

　そう言いきると、ルディアは腕うでを組んで言った。

「わたくしとお兄さまは王族を籠ろう絡らくしたシンデレラの末裔です。恋の試練は絶対に乗り越えられます。わたくしは、勝ちを確信した勝負にしか乗りませんわよ」










[image: ]










「いらっしゃいませ。お待ち申し上げておりました」

　エデルがおじぎして出で迎むかえたのは、十四歳の可か憐れんな少女だった。付き添そいの母親と一いつ緒しよに、はじめて来店したお客さまだ。

　おめかししてきたのだろう、花をかたどったレースのドレス姿ではにかんだ様子である。履はいている靴くつは小さな薔ば薇らが乗ったシルクサテンのストラップシューズだったが、おそらくガラスドームのものではない。

　彼女の母ははきはきとした女性で、ブルーグレーの落ち着いた色合いのドレスに身を包んでいる。靴は仕立てたばかりのようで、革かわの色いろ艶つやのきれいなプローグだ。

「この子が舞ぶ踏とう会かいデビューするための靴をお願いします」

「かしこまりました。お部屋へご案内いたしますね」

　ふたりを客室へ通すと、エデルはさっそくカタログを並べ始めた。

「舞踏靴をご希望でしたね。ドレスの色をお伺うかがいしてもよろしいですか？」

「オレンジです」

　エデルはメモに書きつけた。これでオレンジのドレスに合わせる靴の注文は七足目だ。例年よりも圧あつ倒とう的てきに多い。

「ドレスをご持じ参さんくださっていますか？」

「今仕立てている最中なのです」

　彼女の母が代わりに答える。エデルは少し考えてから、革見本を取り出した。

「ドレスの色合いしだいで相あい性しようのいいお色が異なってくるのです。もし、オレンジのドレスにオレンジの靴になさるなら、近い色をお選びになった方がいいかと思います。それか、靴だけはクリーム色やベージュになさってもいいかもしれません。来年も履くことを考えて、そちらをお選びになる方もいらっしゃいます」

　本ほん染ぞめした上質なカーフ、薄うす手でできめの細かい雌め牛うしの皮をなめしたカウ。

　見本の革をいくつか指さして説明してゆく。

　母親が娘にどれにしたいかたずねているが、娘むすめの方は迷まよった様子で、もじもじとしていて答えない。

「お嬢じようさま。どれか好きなお色はございますか？」

「えっと……」

　大人しい方かただ、とエデルは思った。こういうタイプは珍めずらしくない。

　カーレンやシレーヌのようなはっきりしたお客さまだと接客もあまり迷わないのだが、靴を作る本人が自分の好みが分からない、自分に何が似合うのかをまだ知らないような方だと、エデルも一緒に悩なやむことになる。

「ドレスは、どうしてオレンジ色を選ばれたのですか？」

「お店の方が、それが一番だと言うので……」

　つまりは、仕立屋の言いなりだったようである。

　今年流行のオレンジの生き地じを、仕立屋はたくさん仕入れただろう。来年までにその生地を使いきらなくてはならない。翌年に別の色が流行してしまえば、オレンジはしばらく「すたれた色」になってしまう。

　ドレスを新調できる家の娘たちには、率そつ先せんしてオレンジを勧すすめているに違いない。在庫を切らすまではその戦法をとるだろう。

　ガラスドームでは同じ色の革を流行だからといって大量に仕入れることはしない。在庫が余って、お客さまに買い取ってもらうようなことは避さけなくてはならない──とアランは言った。

　しかし、これは注文が常つねに入ってくるガラスドームだからこそできることである。

　注文が途切れがちだったり、舞踏会シーズンでなければまとまった売り上げをあげられないような店は、質を落とさないためにどうしても原価を安くして利り益えきを保たもつしかない。

　たとえば同じ色の生地を安く大量に仕入れて、似たようなデザインのドレスや帽ぼう子しを作るとか。

　ある意味、流行とはそういった店が作り出しているのである。

「仕立屋さんのお勧めだったのですね。でも、最終的にそれに決められたということは、オレンジはお嫌きらいな色というわけではないんですよね。とても元気が出る色ですものね」

「はい……。ひまわりみたいで、かわいいと思ったのです」

　ようやくご令れい嬢じようがそう言ってくれたので、エデルは安あん堵どした。

　彼女の母親は冷たく言った。

「あまり上品な色ではないですから、私は気が進まなかったのですけれど。娘が流行遅おくれだと思われてもいけませんので」

　来店したときから、主導権は母親が握にぎっているようだった。社交界デビューともなれば当然なのかもしれない。貴族のご令嬢は、ダンスを踊る相手を決めるのは母親だと聞く。

　ご令嬢は、将来の夫を見つけるため。母親は、娘に幸せな結婚をしてもらうため。令嬢本人だけでなく、舞踏会は母親たちにとっても大切な問題だ。

　しびれを切らした母親が、エデルにたずねた。

「流行の色はどれですか？　あまりに奇き抜ばつすぎても悪わる目め立だちしてしまいますし、この子の印象がよくなるような色がいいのですけれど」

　エデルは親子を見比べた。

　この靴は、「誰だれのための靴」なのか。それを考えて作らなくてはならない。

「……ガラスドームは、どんな流行にも対応できるよう準備はさせていただいております。ですので、そういった靴をご提案することもできます」

　エデルは緊きん張ちようしながらも続けた。

「ですが……お嬢さまは、社交界デビューの思い出となるような靴を、作られてもいいかと思います。もともとガラスドームの強みは、オーダーメイド靴です。ご本人にぴったりの靴で、舞踏会に出席なさったらきっと……会場でもリラックスできると思います。ひまわりが、お好きなんですよね？」

　令嬢は、小さくうなずいた。ぽつぽつとか細い声で話し始める。

「……昔、タウンハウスに咲いていたのです。今は刈かり取られて、薔薇が植えられています。でも、私は小さい頃……あのひまわりが好きで」

「どうして、お好きだったんですか？」

「ぐんぐん伸びていくさまが、頼たのもしくて。薔薇にはない魅み力りよくが、あると思いました。私もあんなに大きくなれたらって……。昔は、病気がちだったので」

　母親は黙だまって娘の話を聞いている。

　体の弱い娘がようやく社交界に出られるようになったので、失敗しないように支えなくてはいけないと思っているのだろう。

　流行のドレスと靴で晴れの衣装を調ととのえてあげたいのだ。

「今多く出ているセミオーダー靴は、かぼちゃ色の生地にグリーントパーズを載のせたものや、赤に近しいオレンジに、ヒールだけを黒い革にした大人っぽい靴ですね。オレンジはどうしても幼おさなく見えてしまうので、靴で全体のバランスを調整される方は多いです」

　ですが、とエデルは付け加えた。

「お嬢さまはまだ、そういった靴よりもクリームがかったオレンジや、優しい色合いの黄色で……初うい々ういしく、これから女性らしく成長されるようなイメージの靴を選ばれた方がいいと思います。お嬢さまはいかがでしょう？」

　令嬢は迷ったような顔をして、母親の方を見た。

「……あなたの好きな色にしなさい。流行の靴は、あなたにはまだ早いようだから」

　令嬢は革見本を見比べて、オレンジではなく黄色の革を指さした。

　ひまわりのような明るい色だ。

「この子、はじめて私におねだりをしたんです。デビューの靴はどうしてもこの店で作りたいと。王おう妃ひシンデレラに憧あこがれて──ディセント伯はく爵しやく家けの靴店だからと」

　エデルはゆっくりと答えた。

「……はい。素す敵てきな舞踏会になるよう、精せい一いつ杯ぱいお手伝いさせていただきます」

　はじめての舞踏会はきっと緊張する。華はなやかな未知の世界だ。きらびやかなドレスやわくわくするような熱気の内に、さまざまな思おも惑わくが隠かくされている。

　靴職人は裏方の仕事だ。令嬢を魅力的にするために、問題なくダンスを踊おどれるようにするために働く。未知の世界のことは、職人たちにも分からない。

　だから──せめて彼女たちを明るい気持ちでダンスホールに連れて行ってくれるような靴を作って、応おう援えんしたい。

　シンデレラはたしかに硝子ガラスの靴で人生を変えたが、あれは魔ま術じゆつ師しの靴だった。この国の人たちのほとんどが、その真実を知らないけれど。

　代だい償しようを払い、手に入れた幸せだった。

（幸せを願って、靴を作りたい。女の子が、魔術師の靴に頼らなくとも未来を切り開けるように）

　できるなら、彼女たちらしい靴で。ひとの魅力は流行では表せないから。

　エデルはすらすらとデザイン用紙にペンを走らせた。
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　仕事を終えたエデルは自室に戻ると、そっとトランクを取り出した。カンディナールにやってきたときに持っていた、くたびれたトランクだ。

（もうすぐ、お母さんが亡なくなってから……一年経たつんだな）

　母ヴァイオレットは、エデルが以前暮らしていた田舎いなか町フロンデの墓地に埋まい葬そうしてある。

　ヴァイオレットはずっと王都で暮くらしていたから、王都にお墓はかを作った方がよかったのかもしれないが、突然のことでエデルもどうしていいのか分からなかったのだ。

　後から知ったのだが、女優ヴァイオレット・ファーのファンたちは、劇場が催もよおした彼女を偲しのぶ展示に花を供そなえていったらしい。

（お母さんのお墓に、お花を供えに行きたいな）

　神父さんに墓地のことは頼んであるが、もう一年も帰っていない。母も祖そ父ふも寂さびしがっているかもしれない。

　今は舞踏会シーズンで忙いそがしいけれど、休みがまったくないというわけではない。職人たちが無理をおさなくてすむよう、セスが注文を管理してくれている。

　出発前にできるだけ仕事を片付けておけば、遠出をすることは可能かもしれない。

（アランさまに相談してみようかな）

　ディセント家に保護してもらっている以上、出かけるにはアランの許可が必要だ。エデルはトランクを置いて、アランを探して部屋を出た。




　庭先を歩いていると、新しい花がつぼみをふくらませていた。

「リリーローズさま」

　しゃがんで土いじりをしている少女を見かけて、エデルは声をかけた。ふたつに結んだ髪の毛を揺ゆらして、彼女は振り向いた。

「さま、はいりません。私はここの使用人です、エデルさま」

「わ、私にもさまはいらないです。雇やとわれの靴職人ですから」

「奥さまと同じように接するようにと、指導をいただいています。改あらためまして、こんにちは。とてもいいお天気ですね」

　大人びた口ぶりで話す彼女だが、まだたったの十歳だ。以前魔術師の靴である「こびとの靴」を履いていたときの彼女は、憔しよう悴すいしきっていた。

　今では見み違ちがえるように元気を取り戻し、ディセント家の庭師見習いとして新たな人生を歩んでいる。

「でも、私は奥さまではないですし」

「私が叱しかられてしまいます、どうかご容よう赦しやを」

「あの……でも」

「よかったら、お庭を見ていってください。まだつぼみの花が多いですけれど」

　リリーローズは土のついた手を前まえ掛かけのエプロンでぬぐった。

「一年前よりも、ずいぶん華やかになりましたね」

「ディセント家の庭師の方は、毎年テーマを変えて花を植える場所と、同じ景色を保つように手入れする場所を分けているようです。ここは新しく植え直した場所ですね」

「このつぼみはなんの花ですか？」

　大きな緑のつぼみだったが、よく見ればその中に小さな紫むらさきのつぼみがいくつも収まっている。

「シラーです。百ゆ合りの一種ですね。もう少ししたら、紫の花がいくつも花開きます」

　エデルはふと思い出したことを、リリーローズに伝えた。

「今日、ひまわりが好きなご令嬢がご来店くださったのですよ」

「ひまわり。珍しいですね。このあたりではあまり育てる人はいないと聞きました」

　リリーローズは淡たん々たんとした口く調ちようで言った。興味がないわけではなく、もともと感情をあまり表に出さないのだ。

　アランがガラスドームの庭の手入れを頼んだとき、みながリリーローズの歳としのわりに落ち着いた性格に驚おどろいていたが、ディックだけは構かまわずに彼女を質問責めにしたり、お菓か子しをあげたりしていた。

　リリーローズは戸と惑まどっていたが、迷めい惑わくそうではなかった。

　案外、ふたりは仲良くなりそうな気がする……とエデルは思っている。

「珍しいのですか？　そういえば私も、フロンデで見たきりです。お客さまは、タウンハウスでひまわりを見たとおっしゃっていました」

「ならば南方にタウンハウスがある方ですね。カンディナールではあまり元気なひまわりは育たないと思います」

「そうなのですか……。リリーローズさまは、育ててみたいお花はあるのですか？」

「薔薇以外の花を、すべて」

　エデルの胸がつきんと痛む。

　彼女は以前、育ての親のもとで『終しゆう焉えんの薔薇』と呼ばれる、毒の薔薇を育てさせられていた。

「今はそれができます。あなたと、アランさまのおかげで。この子たちもそうです。新しい花の匂においをかぐたびに、季節が移り変わるのを感じることができます。私が以前手入れをしていた庭は、何もかもがでたらめでしたから」

　リリーローズは、シラーの花のつぼみを撫なでる。

　それから、エデルの方を見て言った。

「申し訳ありません。長話をしてしまいましたね。アランさまなら、この道を抜けて靴くつ箱ばこ館かんの方へ行かれましたよ」

「どうして私がアランさまを探していると分かったのですか？」

「だって、この花のようでしたから」

　リリーローズは足元のつぼみを指さして言った。

「この子たちは、水と太陽の光をいつも求めているんです。それがある方に首を向けて、欲しい欲しいと訴うつたえてくるのです。エデルさまも、同じように見えましたよ」

「えっ」

「アランさまと会えたら、きっと笑顔になってぱっとお花が咲きます。花は自分にとって大切なもの、ちゃんと分かってるんですよね。人はよくそれを見失ってしまいますけど。エデルさまは、大切なものをちゃんと分かってるから、花のようにいられるんですね。とてもいいことだと思います」

　エデルは頰を赤くした。

　こんな小さな子にまで、自分がアランに恋をしていることがばれてしまっているとは……。それとも、大人びたリリーローズだから分かってしまうのだろうか。

（いや、やっぱり分かりやすいんだろうな、私が）

　カーレンにも表情が顔に出やすいと指摘されている。気をつけていても、なかなか直らないのであった。

「私もこの庭で、欲しいものが見つかりました。もっと土や花のことを知って、いい庭を作りたいです。今はとても仕事が楽しいんです」

「それはよかったです、本当に」

「この花が咲いたら、エデルさまのお部屋に飾かざります。きっと部屋中いい匂いがしますよ……あ、アランさまだ」

　リリーローズがぽつりとつぶやいた。アランが向こうの道から歩いてくる。ふたりの姿を見つけると、静かに微笑ほほえんだ。

「よかった、エデル。ちょうど話があったんだ。リリーローズ、不自由はないか？　身の回りのものが足りなくて困っていることは？」

「いいえ、アランさま。十分すぎるくらいです」

「俺は君の後こう見けん人にんだ。欲しいものがあったらきちんと言うように」

　リリーローズに言い聞かせると、アランはエデルの手をとって言った。

「行こう。靴箱館で話をしよう。あそこは静かだから」

「は、はい」

　エデルはちらりとリリーローズを見た。彼女は顔の近くで手のひらを広げて、花が開いたかのようなジェスチャーをしてみせる。
















　おそらく、今のエデルがとてもうれしそうにしていたと伝えたいのだろう。水と光を求める、花のつぼみのように。

（うう、困ったな）

　アランにも伝わっているのだろうか。こわごわ見上げてみると、彼があまりエデルの様子に頓とん着ちやくしていないようなので、ほっとした。

「……そういえば、リリーローズはなぜ真顔であんなに面おも白しろいポーズをとっていたんだ？」

「さ、さあ、分かりません」

　エデルは上ずった声でそう答えた。
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「ダンスの練習……ですか？」

　エデルがたずねると、アランはうなずいた。

「忙しい時期に申し訳ないと思っている。だがお前の社交界デビューについて考えていて」

　……社交界、デビュー？

　エデルは戸惑って、アランを見た。

「あの、でも……きっと粗そ相そうをしてしまいます。それに私を招しよう待たいしてくれるような方はいらっしゃらないでしょうし」

「カーレン嬢の家が主しゆ催さいするパーティなら、貴族の出席者も少ないしお前もリラックスできると思う。それにクラウデッド家のパーティに、以前出席したこともあるだろう。カラバ女おんな侯こう爵しやくは、顔が変わっているから表舞台にはあまり出てこないだろうが、彼女の知り合いの家なら……」

「急なことなので、すみません。混乱していて」

　アランはすらすらと話しているが、エデルは飲み込むのに時間がかかった。

　社交界に出るというのは、エデルにとって簡単なことではない。

　作法を長い時間かけてきっちりと勉強したレディだけが出席を許ゆるされる場所なのだ。

　彼女の保護者であるアランの迷惑にならないように振る舞わなくてはいけない。エデルのちょっとした仕し草ぐさや受け答えが彼の品格を傷つけることになりかねないからだ。

　令嬢たちの苦労は、エデルも接客を通して聞いている。今まで、彼女たちの苦労が報むくわれるようにと靴を作って応援してきた。

　今日だって、舞踏会デビューする令嬢の靴を作った。

　……まさか自分の番が、やってくるとは思わずに。

（わ、私が公おおやけの場所に出るなんて……）

　ましてや、舞踏会といえばダンスだ。マナーだけを学べばいいわけではない。

　こんなことを言われるとは思わなかったので、エデルはアランの真意をはかりかねていた。

「何もいきなり公の場所に出て完かん璧ぺきに振る舞えとは言っていない。このイベントの最大の目的は……俺とお前が意志の疎そ通つうをうまくはかれるようにすることだ」

「意志の疎通を……」

「ダンスの練習で、お互い呼吸がぴったり合うようになれば、いざというときにも役に立つと思う。社交界のことだけでなく、魔術師の靴の回収、ガラスドームの仕事……」

「は、はい」

「お前のことをもっと知りたいんだ。知って、手助けできるようになりたい」

「いつも私は、アランさまに助けていただいていますが……」

　アランは、この間のシエルナでの件を気にしているのだろうか。彼の父アルヴァがエデルを助けたことを、以前彼はくやしいと言っていた。

（アランさまは、あのときのことを気にする必要はないのに……）

　仕方がないことだった。たしかにあのときエデルは死にかけたが、助かるためのヒントはあったのだ。それに気づけなかったのは、自分の責任である。

（私も、アランさまの足をひっぱらないように、もっとうまくやれるようになりたい。そしてできれば、アランさまのことをお助けできるように……）

　ダンスがその足がかりになるというのなら、やってみた方がいいだろう。

「あの……ダンス、うまくできるか分かりません。私、とろいですし。でも、私もアランさまと意志疎通、したいです」

「エデル」

「ご迷惑をたくさんかけてしまうかもしれませんが、がんばってみます」

「そう言ってくれてうれしい」

　アランが穏おだやかな顔で言ったので、エデルはほっとした。

「私……どこかの教室に通うんでしょうか？　それとも、先生がここに来てくださるのでしょうか？」

「いや、俺が教える。ガラスドームの仕事が終わったら、俺とダンスのレッスンだ」

「そ、そうなのですか？」

　てっきり、習い事が始まるのかと思っていた。

　ガラスドームにやってくるお嬢さまたちは、みな家庭教師からダンスを教わっていたようだったので、なんとなくそういったことになるだろうと想像していたのだ。

「意志の疎通をはかるのが目的だと言っただろう。俺と踊らなくてどうする。というか、俺以外と踊る必要は、今後いっさいない」

　彼がすごんだので、エデルは「は、はい」と震ふるえながら答えた。




　さっそく屋や敷しきの広間に移動して、最初のレッスンを始めることになった。

「エデル、まずはワルツを覚えよう」

「は、はい」

「カドリールやポルカなどの曲目もあるが、まずはワルツだけでいい」

「ど、どうしてですか？」

「ワルツはふたりで踊るものだからだ。とりあえずダンスの相手は俺に限定されるのだから、当座のところはこれだけおぼえておけば十分だ」

　エデルはどぎまぎしながら、淡々と説明するアランの横顔を見た。彼は何やら教本を取り出して、じっくりと目を落としている。

　ダンス。エデルは、上流階級の人が踊る本物のダンスを見たことはない。お芝居の踊りとはきっとわけが違うのだろう。

　なんとなく、足がもつれたり、パートナーの足を踏ふんづけたりしてしまいそうだ。

　実際、ガラスドームのお客さまの中には「想い人の足を踏んでしまった、みっともない子だと思われたかもしれない」と残念そうに語る女の子もいた。

（緊張して、手に汗をかいてきてしまった……）

　そわそわしながら、エデルはそっとハンカチを取り出して手をぬぐった。

「エデル、準備はいいか？　さっそく始めよう」

「は、はいアランさま。よろしくお願いいたします！」

「ではまず、白はく鳥ちようの気持ちになってもらいたい」

「……」

　エデルはぽかんとした顔になった。

「えっと、あの……聞き逃のがしてしまったみたいです。もう一度……」

「大丈夫、分かるまで何度も教えてやる。まずは、白鳥の気持ちになるんだ」

　どうやら聞き間ま違ちがいではなかったらしい。

　エデルは目を閉じて、少しの間考えをめぐらせた。

　白くてとろりと柔やわらかそうな羽、黄色いくちばし。水の上に浮かんで、するすると泳ぐ白鳥を想像する。

（白鳥の気持ちか……。はくちょうの……）

　──やはり分からなかった。

「あ、あのアランさま。私あんまり、鳥に詳くわしくないというか、鳥の気持ちになるには、難むずかしいのですが。何かヒントは……」

「ダンスはイメージが大事だ、エデル。イメージトレーニングは成功に近づくための最もつとも簡かん易いな方法なんだ。と、この本に記しるしてある」

「は、はい」

「オルハラ国の舞踏会での定番曲は『白鳥と花はな嫁よめと星空のワルツ』だ。だいたいどこの舞踏会へ行ってもこの曲が流れるようになっている」

「あ、白鳥は曲名に入っているのですね」

　それでいきなり白鳥という単語が彼の口から飛び出してきたのだ。

「そうだ。女性は白鳥のように優ゆう雅がに儚はかなく、がポイント……だな」

　アランは再び本に見入ってからそう言った。

「『白鳥になったつもりで、ステップを踏みましょう』……だ。つまり、白鳥になりきることさえできれば、初心者のお前でもこのダンスの根本は掌しよう握あくしたことになる」

「は、はい」

　その白鳥になりきることが、人間のエデルにはひどく難しそうに思えるのだが──。

（立りつ派ぱなご令嬢ならきっと……簡単にやってしまうんだろうな）

　未熟ゆえに分からないことだらけだ。白鳥の気持ちも、そのひとつ……。

「すまないな。男性パートなら自信をもって教えられるんだが、生あい憎にくお前がおぼえるのは女性パートだ。ここは教科書に忠ちゆう実じつにいかせてもらう。それで、どうだ？　白鳥の気持ちには近づけたか？」

「……しばらく時間がかかるかもしれません」

　正直にそう言うと、アランは「そうか」と思案顔になった。

「焦あせらなくてもいい。徐じよ々じよにお前が鳥らしくなれれば問題ないだろう。では、先にステップの型だけおぼえよう」

「す、すてっぷの型ですね。えっと、今メモを」

「とりあえずクローズドチェンジ、ナチュラルターン、リバースターン、ナチュラルスピンターン、ホイスク、シャッセだな」

「ひ、ひぃ」

　メモをとる手が追いつかない。

「よし、俺の腕うでに手を置いて」

「こ、こうですか？」

　エデルは背伸びをしたが、足元がおぼつかない。そういえば、結けつ構こうな身長差があった。アランが背をかがめてくれる。

「もう片方の手は、つなぐ」

「は、はい」

　エデルがやけに体を離しぎみにしていたので、アランはけげんそうにたずねた。

「お前、背中がそりすぎてないか？」

「で、でもこれその……体が、近すぎませんか？」

「白鳥はそんなにそらないぞ。それでも鳥役なのか!?」

「も、申し訳ありません！」

　というか、女性が白鳥の役でいいのだろうか。たしか曲名には『花嫁』が入っていたのだが……と思ったが、余計な口を挟はさまずに、エデルはアランに従うことにした。それでも、背中はまだそっている。

「俺に体を近づけるのが不満なのか？」

「と、とんでもないです」

「なら背筋を伸ばして」

　エデルは思い切って言うことにした。

「あの、私、アランさまが近いとどきどきして、手に汗をかいてしまうかもしれなくて、それが困ったなと思っているんですけど」

「なるほど。近づくとどきどきする。そして手汗をかく。ひとつお前の特とく徴ちようをおぼえられたな。意い志し疎そ通つうの第一歩だ」

「これが、意志疎通……？」

　手汗の特徴は、記き憶おくから消してもらいたいのだが。

「大丈夫。ダンスは汗をかくものだし、どきどきしているお前はかわいいぞ。すべて当たり前のことだ」

「は、はい……」

　エデルはあわててアランに体を寄せた。彼のシャツが頰ほおをかすめて、心臓がうるさく高鳴り始めた。

（これも、い、意志疎通のため……！）

　自然に「かわいい」などと言うので、エデルは照てれくさくて顔を見ることができなかった。そんな彼女に、アランは追加の指導をする。

「よし。俺の方を見上げて、うっとりしろ」

「へ？」

「白鳥のように優雅に、表情を作るべし、だ。教本の挿さし絵えの女性は、うっとりした顔をしていた」

「え、う、うっとり……ですか？　でも、足の動きとか、手の動きがまだその」

　彼がぐいと体を動かしたので、エデルは悲ひ鳴めいをあげた。まるで自分は、アランにぶらさがっている操あやつり人形のようだ。

「そんなものは俺に任まかせておけ。男性のリードがうまければあとはどうとでも……あ」

　エデルがアランの足を思い切り踏んづけていた。

「す、すみませんアランさま。すみません」

「忘れるな、うっとりした顔をしろ！」

「無理です、この状態でうっとりはできません、アランさまの足を踏んでうっとりしてるなんて、へ、変です」

「……それもそうだな」

　アランは体を離すと、息を吐いた。

「少し、休きゆう憩けいをしようか。冷たいものが飲みたいだろう」

「は、はい……」

　エデルはスカートを握りしめて、弱々しく答えた。

　先が思いやられる。アランの指示がさっぱり分からないし、分からないエデルのことが、アランは分からないらしい。
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　アランは難しい顔をしながら、自室のソファにどっかりと腰を落とした。

（初回のレッスンなら、こんなものなのだろうか……）

　アランが予想していたよりも、レッスンの進しん捗ちよく状じよう況きようはかんばしくなかった。

　まずはイメージトレーニングをさせようとしたのだが、エデルは白鳥の気持ちが想像できなかったらしい。ダンスよりも鳥の方が彼女に身近な存在だと思ったのに、そうではなかったようだ。

　仕方がないのでステップから教えることにしたのだが、エデルは手と足の動きをおぼえるので精一杯。もっとリラックスさせなくてはと思った。

　そこでうっとりしろ、と指示をしたのだが……。

　その後もエデルを励はげますために、「もっと鳥らしく！」などと声をかけたが、彼女はますます混乱してステップに集中できていなかったようだ。

（エデルは俺が近づくと手汗をかくことはおぼえたが……この知識はいつ役に立つのだろう）

　アランは頭をふった。まだ始まったばかりだ。手汗だって、エデルが自分にどきどきしてくれている証しよう拠こだし、結構なことではないか。

　むしろワルツを踊っているのにどきどきされなかったら若じやつ干かん傷きずつく。

　思いきり体をそらされたのには、焦ったが……。

　手汗のことを説明されなければ、立ち直れなかったかもしれない。

　そう、彼女は慣れていないだけだ。場数をこなせばアランに体を押しつけてきたり、彼をうっとり見上げたりできるようになるはずだ。

（俺は、エデルに好かれている。なぜなら彼女は手汗をかいているから）

　心の中でぶつぶつとそう繰くり返す。

「あの、アランさま」

　遠えん慮りよがちな声がノックと共に響ひびいて、アランは顔をあげた。

　扉とびらを開けると、先ほどとは装よそおいを変えたエデルがそこに立っていた。コットン地の柔やわらかそうなブラウスと、ふわりとしたスカートをはいている。

「どうした？」

「お休みのところ申し訳ありません。……実は、故こ郷きように、帰りたいのですが」

　アランは固まった。

　しばし、時間が凍こおりついたのではないかと思うほど、微び動どうだにできなかった。エデルの声が遠くに聞こえる。

　故郷に帰る？　だからエデルは着替えているのか？　今すぐここを出て行くために？

「あの……フロンデに少しの間、滞たい在ざいしたいのですけれど」

「……すまなかった。そこまでダンスがお前を追いつめていたとは思わず。また別のやり方を探す。考え直してくれないか？」

　自分でもこっけいだと思うほど、とりすがるような言葉が飛び出ていた。

　エデルが故郷に帰る。──つまり、俺とは生活したくないということか？

　たしかに、ダンスはおぼえることが多いし、つらいかもしれない。けれど一緒に乗り越えていけると思っていた。それは自分だけのひとりよがりだったのか……？

「あ、アランさま。ダンスは私がふがいなくて、申し訳ないと思っていますが、故郷に帰ることとは関係がありません」

　アランはエデルの肩をつかんで、問いつめるようにしてたずねた。

「なら何が問題なんだ、教えてくれ。そんなふうに出かける用意までして」

「な、何も問題ありません。着替えたのは、汗をかいたからです。私、お墓参りがしたいだけなんですけど……」

「墓……参り？」

「はい。母が亡くなって一年になりましたので……祖父のお墓も、心配ですし」

　思わず体の力が抜けた。

「アランさま!?」

「いや……お前に愛想あいそを尽つかされたのかと思って」

　エデルはびっくりしたような顔をして言った。

「そんなまさか！　私こそ、今回のダンスで愛想を尽かされてしまったかと……」

「それは絶対ない。俺はお前としか結婚しないと決めている」

　アランがきっぱりと言うと、エデルは頰を赤くした。その反応を見て、安堵する。

　ちくりと、「お兄さまって、余よ裕ゆうがないんですのよねぇ」と言うルディアの言葉が胸をよぎった。

（そうかもしれない。だが、俺はこれから変わるぞ）

　アランはエデルの手をとって言った。

「では、俺も行こう。フロンデは遠い。お前をひとりで行かせるのは心配だ。ヴァイオレットの墓ぼ前ぜんで挨あい拶さつもしたいし──お前の、将来の夫として……」

「あの、今回はひとりで行きたいと思っています」

　エデルにはっきりと断られ、アランは面くらった。

「フロンデは何もない街ですし、アランさまがいらっしゃっても不自由な思いをされるだけです。私もお墓参りが終わったらすぐに帰るつもりですし」

「だが、一日で帰れる距きよ離りじゃないだろう。あのあたりは列車も近くに通っていないし」

「はい。でも、一年前私はフロンデからこの街へひとりで来られましたので、問題ありません。何より、少し母の墓前で心の整理がしたいですし……」

　心の整理。なんのためにだ。

　アランはだらだらと汗をかいてきた。手汗をかいているが、これはたぶんエデルがかいていたのとは別の種類の汗である。

「今度のお休みに行きたいと思っているのですが、お天気が悪くて馬車が立ち往おう生じようしてしまっては困りますから、余裕を持ってカンディナールへ戻れる予定にしたいのです。仕事のスケジュールを少し、変えていただきたくて……」

　アランはこらえた。

　余裕のある男になるのだ。エデルがひとりになりたいというのなら、そうさせてやるべきだ。余裕のある男は好きな女性を束そく縛ばくなどしないものだ。

「分かった。仕事のことはセスに話しておこう。安心して行ってくるといい」

「本当ですか!?」

「ダンスのレッスンも気にしなくていい。墓参りが優先だ。うちから馬車を出してやる」

「ありがとうございます、アランさま。わがままを言って申し訳ありません」

「わがままではない。ヴァイオレット・ファーやデルタ・アンダーソンも喜ぶだろう」

　アランは精一杯さわやかな表情を作って、エデルに外出の許可を出したのだった。
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　ガラスドームの執しつ務む室しつで、アランはセスを前に顔を険けわしくしていた。

「アランさん、僕をにらんだってエデルが里帰りしちゃうのは変わらないでしょ」

「うるさい。スケジュールはどうなんだ。エデルは問題なく休めるか？」

「そりゃ休ませるよ。お墓参りでしょ？　ジジもエデルもよくやってくれているから、予定していた工程より早く進んでるし、問題ないよ」

　復職して間もないと思えないほどに、セスはしっかりとしている。

　カラバ女侯爵の右腕として働いていたときに培つちかったのか、以前よりも人を扱あつかうことがうまくなっているとさえ思うほどだ。

　職場に復帰してから、彼は正規職人や見習いが、指示ひとつでどう動くかを用心深く見ていた。すぐに反応できる者、時間はかかるが丁てい寧ねいにとりくむ者、指示をしてもあまりうまく動けない者を判断し、それぞれに合った仕事を与え始めたのだ。

　指示通りに動けない者は自分やジジのそばにつけて、職人たちがどういった思考のもとに仕事をしているのかをおぼえさせた。

「見習いも戦力になり始めている。今シーズンは問題ないよ。あとはどれだけセミオーダーの注文がとれるかだと思う。セミオーダーなら、ディックも接客に入れるからね」

「そうか。なら、問題ないな」

　アランは職人たちのスケジュール表を見て、自分の手帳と照らし合わせた。

　今回のエデルの里帰りに、アランはこっそりついていくことにしたのだ。

　エデルは、彼女の父親である魔術師レイ・バーンゼルにねらわれている状態だ。ひとりでフロンデになど、行かせられるわけがない。

　かといってヴァイオレットの墓参りをさせないのも、エデルにとってはよくないだろう。

　そして彼女がひとりになりたいと思っている以上、無理やり同行するわけにもいかない。

（俺は、保護者だからな……エデルのひとり旅を、遠くから見守ることにしよう）

　彼女に内ない緒しよであとをつけるのは、嫌われたかどうか不安だから、というわけではない。あくまで保護者の義務である。

　アランは改まった調子でたずねた。

「セス。……女性がひとりになりたいときって、どういうときだと思う？」

「エデルがひとりになりたいって？」

「ち、違う、たとえ話だ」

　アランは咳せき払ばらいをした。

　なんとなく、一緒に墓参りに行くことを拒きよ否ひされたとは言えなかったのだ。

「まぁ、もともとひとりが落ち着く人だっているでしょ。それか理由があるとしたら、これまでの人生を振り返りたいとか。節ふし目めになると思ったときじゃないかなぁ」

「節目」

「環境が変わったりすると、そこに適応できるか悩んだりして、じっくり考えたくなる人って多いと思うけど。女性って結婚とか出産とか、節目のイベントがちょくちょくあるしさ」

　アランは腕を組んで考えた。

　環境の変化……やはり、社交界デビューをちらつかせたことがきっかけだろうか。

　ダンスの話をはじめてしたとき、とても不安そうにしていたのだ。

「どうしたの。エデルと喧けん嘩かでもしたの？」

「していない。するわけがないだろう。喧嘩なんて……」

「喧嘩するほど仲がいいって言うじゃない」

「……そうなのか？」

　思えば、エデルと口喧嘩をしたことはなかった。すれ違ってしまったことはあるが。

「お互い好きで交際しているのに、そうしょっちゅう喧嘩するものなのか？」

「好きだからこそあるでしょう。極きよく端たんな話、コーヒーに砂糖を入れるかどうかで喧嘩する恋人もいるらしいよ」

「なんでそんなことで喧嘩するんだ。勝手に好きな量を入れればいいだろう」

　セスは女性の口まねをして答えた。

「あなたは甘いもののとりすぎなのよ！　私がなんのために健康管理してあげてると思ってるのよ！　といった具合です」

「……」

「まぁ、つまりは日頃の鬱うつ憤ぷんが一杯のコーヒーにより爆発するということかな。砂糖を入れること自体にそれほど問題があるわけじゃない。好き合って、そばにいるからこそ抱いだく不満なんだよ。普段の行いしだいで避けられる衝しよう突とつではあるけどね」

　アランは考えてみた。

　この間王都から帰ったとき、結婚を反対されて弱気になっているところを見せてしまった。

　忙しくて、一緒にとる食事もだんだんおろそかになり。

　最近は彼女の頭痛にも気がつけず。

　まずい……かもしれない。

　エデルは自分に対する不満を溜ためていたのだろうか。喧嘩するほど仲がいいとは言われたが、それは距離が近くなればなるほど、相手の欠点が目につくという意味では……。

　アランは参考までにたずねてみた。

「お前は、カラバ女侯爵と喧嘩したことはあるのか？」

「何度かあるよ。僕だって、年上の女性だからってなんでもほいほい言うこと聞くわけじゃないし。記憶をなくしてシエルナに流れ着いたばかりのときは、結構荒れてたし」

　意外だった。セスは穏やかになんでも受け流すのがうまいのに。

「彼女は『私の家で飼かってやる』って僕に猫ねこの名前をつけたりするし、僕のこと便利屋みたいに呼びつけたりするし。最初はすごい反発したけど……」

「想像できないな。年上好きのお前が……どうやって解決したんだ？」

　アランがシエルナに着いたときは、セスはカラバ女侯爵に求婚していた。反抗するそぶりすら見せていなかったが。

「だんだん使われることが快感になったから、問題なくなった」

「…………」

「アランさんも、エデルに使われてみればいいんだよ。一度も使われたことないでしょう？　男の甲か斐い性しようは女性に便利屋にされてからが本番だよ」

「いや……それは……どうだろう」
















　エデルに顎あごで使われる自分……。

　想像できないが、意外とセスの言うような結果になるかも……。

（いや、冷静になれ……俺）

　そんなことあるはずがないじゃないか。だいたいエデルは自分に命令してくるような気の強い女性ではない。

「エデルに「酒が切れたから走って買ってこい」って言われたり、「着替えを手伝え」と言われてわくわくしながら向かったら骨折したオッサンの着替えだったり、へたくそって文もん句く言われながらピアノを弾いたりすれば、そのうちなんでも受け止めてあげたい気持ちになるし、エデルが自分以外の誰かに何かを頼もうものなら許せなくなるよ」

「それはカラバ女侯爵の場合だろう。俺はそんな破は天てん荒こうなエデルは嫌いやだ」

　カラバ女侯爵に小間使いをさせられている間に目覚めた（思い出した？）セスの性せい癖へきについて、これ以上話をする気も起きなかったので、アランは話題を変えた。

「ところで、セス。俺とダンスを踊ってほしいんだが」

「お断りします」

　すげなくされて、アランは食い下がった。

「頼む。エデルに教えたが、うまくいかなかったんだ」

　今度こそ失敗はしない。自分のレッスンのどこが悪かったのかを、まずは洗い出さなくては。

　そのためにはレッスンを体験して、忌き憚たんない意見をくれるパートナーが必要なのである。時間がないのでできるだけ手近な人物から選びたい。

「少し踊ってくれるだけでいいんだ」

「それって僕が女性のダンスをやらなきゃいけないってことでしょ。普通に嫌なんだけど。ルディアさまに頼んだら？」

「……立ち直れなくなりそうだから無理だ」

　本まで貸してさしあげたのに、お兄さまったらどうしてこうですの、という小言が飛んできそうである。

　それにルディアはダンスを拾得しているし、できれば未経験の人物で練習をしたいのだ。

「アランさん。失敗したくないなら人選はしっかりしないと。背せ丈たけ的に、ディックの方が合うと思うな。残念だけど、僕では力不足だよ。僕、アランさんより大きいし」

　にこやかにセスが誘ゆう導どうすると、アランは納なつ得とくした。

「なるほど……。ならば今はイメージトレーニングだけ付き合ってほしい」

「はあ」

「白鳥の気持ちになってみてくれ。どうだ」

「……そうだね。目の前に変な人がいるから、一刻も早く湖に帰りたい気持ちかな」

　セスは哀あわれな目でアランを見て、そう言った。
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　エデルがフロンデの地へ降り立つと、砂すな埃ぼこりがあたりを舞っていた。

　リリーローズに持たせてもらった花は、若じやつ干かん元気を失いつつあるが、まだ大丈夫そうだ。可か憐れんに咲く百ゆ合りの花である。

　神父に挨あい拶さつをすませ、墓地に足を踏ふみ入れる。

　ヴァイオレットの墓は、エデルの祖そ父ふデルタ・アンダーソンの墓の隣となりにひっそりと建てられている。芸名のヴァイオレット・ファーではなく、ヴァイオレット・アンダーソンとして。

「お母さん、おじいちゃん、お久しぶりです。長らく来られなくてごめんなさい」

　エデルは花を供そなえて、しばし石せき碑ひを見つめた。

　ここには、どうしてもひとりで来たかった。

　この土地は、昔の思い出で溢あふれている。五歳で祖父にあずけられ大好きな母と離ればなれになったこと、人と話すのがとても怖かったこと、祖父に学び厳きびしい修業にあけくれて心がくじけかけていたこと、家族を次々と失ったこと。──悲しい思い出が、多かったような気もする。

（ここに来たら、昔の私に戻ってしまいそうで。そんな私をアランさまに見てほしくなかった。ただでさえ、アランさまに見合う私にはほど遠いというのに）

　アランがなぜだか焦あせっているのを、エデルは薄うす々うす感じていた。シエルナから帰ってきてからだ。彼はひどく落ち込んでいて、そして悩んでいるようだった。ディセント家の本ほん邸ていで、何があったのか……。

（私のこと……だったのかな。アランさまが悩んでいる原因）

　アランの父アルヴァは、自分のことを見てどう思ったのだろう。息子が求婚した相手だということを知っていたのだろうか。

　もしそうなら、オーガ相手に情なさけなく震えていた自分を、ひどく頼りなく思ったことだろう。

　アランは何も言わないが、なんとなく想像がつく。いきなりダンスをしようなどと言い出し、一いつ生しよう懸けん命めいになっているのも……。

　エデルは供えた花を見つめた。

　花は自分の欲しいものをきちんと分かっている、とリリーローズは言った。人はそれをよく見失ってしまうけれど、と。

　自分が何かを見失いかけていることは、なんとなく分かっていた。

　アランと一緒にいられるのはうれしい。普段は冷たい顔をしている彼が自分に笑いかけてくれると、エデルもつられて笑顔になる。

　それだけで、本当は十分なのだ。

（結婚に……こだわらなくちゃ、だめなのかな）

　認めてもらえなくとも、そばにいられるなら……。

　しかし、エデルは今欲張りになっている。以前は彼の下で働ければそれでよかったのに、今はそれだけでは満足できなくなっているのだ。

　アランの婚約者としてシレーヌが現れたとき、エデルははじめて嫉しつ妬とをおぼえた。

　だが、周りの反対を押しきってまで、自分の希望を貫つらぬいてもいいのだろうか。

　エデルはディセント家やアランの将来をめちゃくちゃにすることは望んでいない。

　結婚とは、本人同士の問題だけではない。家と家との結びつきだ。特に貴族はその血筋を守っていかなくてはならない。

　結婚って、そのためにするもの……？

　エデルはずっと、結婚とは好きな人と結ばれるためにするものだと思っていた。

　お芝しば居いや、子どもの頃に読んだ絵本の登場人物は、愛し合った者同士が夫婦になっていたから。

　もしかしたら、結婚とはそれだけではないのかもしれない、と気づいたのはガラスドームで働き始めてからだ。結婚と恋愛は別、と割りきったお客さまが多かった。

　最初は驚おどろいたものの、だんだんとそういった考えが「普通」であることを理解した。特に身分の高い方々の間では、当たり前のことであるらしい。

　もちろん好き合った者同士が夫婦になる幸せな例もあるし、結婚したあとで互いを尊敬し合う例もある。

　それでも時折、考えてしまう。

　結婚と恋愛は別なら、恋愛とはいったいなんなのだろう。

　恋愛を試練とするのか、生きる喜びとするのかは、すべて生まれが決めることなのだろうか。

　エデルは、ヴァイオレットが生きていたら、とせつない気持ちで墓標を見つめた。きっと相談に乗ってくれたはずだ。

　今のエデルには、相談に乗ってくれる人はたくさんいる。ルディアやカーレンは喜んで話を聞いてくれるだろうし、シレーヌは冷静な意見をくれるだろう。手紙を書けばジュディやカラバ女侯爵が、豊富な人生経験から知恵を授さずけてくれるはずだ。

　それでも、エデルは母にたずねてみたかった。

　ヴァイオレットはレイを愛していたが、ひとりで生きた。

　エデルは両親の思い出の街シエルナで、彼らが夢に踏み出した頃の記憶に触ふれた。

　あのときまでは、幸せになれる未来もあったように思えた。

　ふたりの間に何があったのかは分からない。

　ただ、愛する人と結ばれることが難しいとき、どうすればいいのか──ヴァイオレットなら、よく知っているはずだった。

「私はどうするべきなのかな、お母さん、おじいちゃん」

　彼と共に生きると決めたなら、期待に応こたえるしかない。

　ダンスを完璧に踊おどり、公おおやけの場所でそつなく振る舞う。そうすればアランや彼の家族は満足してくれるのだろうか。そして、それが自分にできるのだろうか……。

（アランさまは意志疎通のためだと言ったのだから、余計なことは考えなくていいのに）

　あとからあとから、想像がふくれあがってくる。将来が見えないからだ。自分の足元があまりにも不安定なので、一歩踏ふみ出せばバランスを崩くずしてしまうのではないかと怯おびえている。暗くら闇やみの中で行われる、サーカスのよう。

　靴は、作れるのかな。これからも……。

　アランさまは何も言わないけど、それがなくなったら、私……。

「エデル」

　名前を呼ばれて、エデルは顔を上げた。

「幸せではなさそうだね、順調に」

　目を見開いた。自分にそっくりの顔をした男が、紫むらさき色いろのフリージアの花を一輪たずさえている。

「レイさん……」

「こうなると思っていた。しばらく放っておけばきみは勝手に不幸になるって。アランのそばで、正当な権利を得ようとすればするほど、きみは追いつめられてゆく」

　レイはヴァイオレットの墓に、リボンを結んだフリージアをそっと置いた。

「この花はクジュラ国でも咲く。あちらでは、憧あこがれの人物にこの花を贈おくる習慣があるんだ。恋人や夫婦ではない、たとえば感かん銘めいを受けた詩人や恩師にね。偉い大だいな人が亡くなったときは献けん花かになる。手の届く人物には、けして贈らない。『彼方かなたの人』に捧ささげる花だ」

　エデルは黙だまって聞いていた。なぜ彼はここに現れたのだろうか。自分が墓参りにくることを知っていた？　それとも、偶ぐう然ぜん？

「きみはアランにフリージアを捧げる側の人間だ。この国の仕組みにとらわれるならね」

「レイさん。どうしてここに？　お墓の場所をご存じだったんですか？」

「ヴァイオレットの遺い体たいがどこへ行ったかは、調べればすぐにあたりはつく。ここ数日ほど、彼女の思い出を集めて回っていた。きみを見つけたのは偶然だよ。彼女は僕に故郷がどこかは教えなかったが、なるほど、辛しん気きくさい町だ。僕の故郷ほどではないけれど」

「レイさんの故郷……」

「魔術師の里だよ。閉へい鎖さ的てきで、ひとつところには留とどまれない」

　エデルは口をつぐんだ。

　逃にげるべきだろうか。でも、どうやって？　大声で叫さけぶ？　まだ何もされていないのに。

「エデル、僕は永遠にヴァイオレットにフリージアを贈り続けたい。彼女をもう一度この世によみがえらせて、特別な彼女で、手の届かない彼女でいてほしい。今度は絶対に間違えない。僕は彼女の同志ではなく奴ど隷れいとなり、そして優秀な魔ま術じゆつ師しであり続ける」

　レイの言葉に、エデルの背せ筋すじは怖おぞ気けだった。

「……あなたは、私がアランさまにフリージアを贈る側の人間と言いましたね。そして、そんな私は幸せになれないと。レイさんは、お母さんをよみがえらせて、フリージアを贈り続ける……それで幸せになれるのですか？」

「幸せだよ。これで魔術師の存在が肯こう定ていされればね」

「魔術師の存在が、肯定される……？」

「ヴァイオレットをよみがえらせて、彼女を第二の王おう妃ひシンデレラにする。そして魔術師たちはこの世に返り咲く。謀む反ほんを起こした愚おろかな一族ではなく、有能で、特別な一族に。魔術師の存在を否ひ定ていし、迫はく害がいしてきた人たちは恐おそれをなして逃げるだろう。だがそこに逃げ道はない。あるのはただ、魔術師が用意した哀あわれな末まつ路ろだけだ。そして僕は、ヴァイオレットに仕つかえ続ける。この命尽つきるまで」

　レイは、復ふく讐しゆうするつもりなのだろうか。魔術師狩りを行ってきた人たちに。そして魔術師の生き残りとして生まれついた自分を、肯定したいのかもしれない。

「エデル、もっと話をしようか。いまいましいシンデレラの末まつ裔えいもいないことだし」

「でも、あの……」

「おなかがすいただろう。何かごちそうするよ。『赤い靴くつ』の話をしてあげる」

　心臓が跳はねた。

　赤い靴。エデルがこの地を出るきっかけになった靴だ。母の遺い品ひんに紛まぎれていた、ひとりでに踊る魔術師の靴──。

　結局あの靴はどうして母の楽がく屋やに紛れ込んだのか、分からぬまま靴くつ箱ばこに封ふう印いんすることになった。

（知りたい。お母さんの死に、レイさんが関わっていたのだろうか。お母さんの最さい期ごは、ただの事故死だという結論になったけど、本当は──？）

　エデルは迷まよって、立ち尽くした。

（でも、アランさまは私をレイさんから守るために、いろいろ手を尽くしてくださっているのに……）

　のこのこついていって何かあったら、申し訳が立たない。

　そんなエデルの気持ちを察さつしたのか、レイは自信ありげに言った。

「僕と話をしてはいけないと言われてるんだろう。アランはきみを分かってくれないよ、エデル。彼がきみに合わせようとしてくれたことがあった？」

「そ、そんなことはありません。アランさまはお優しいし、親切で……」

「お優しく親切に、きみに施ほどこしをくれるんだね。フリージアの人だから」

「ち、違います」

「どうして否定するの？　彼を目上の人間だと思うのは当然だろう、真実なのだから。きみの雇やとい主ぬしで、きみを助けてくれる人だろう。きみの気持ちはあべこべだね」

　エデルはすっかり揺ゆさぶられていた。レイの言うことは、たしかに真実である。

　自分と同じ色だったはずのレイの薄茶の瞳が、昏くらく濁にごっている。飲み込まれそうだ。

　なぜだかその瞳から、目が離せない。

「さあ、一緒に行こうか」

　レイはしゃがんで、エデルの靴に触れた。アランから贈られたライラック色のストラップシューズに、黒い靄もやがまとわりつく。

「えっ」

　足が勝手に動く。ふらふらとおぼつかない。レイはエデルの手をとって、体を支えた。

　操あやつり人形のようだ。同じようなことを、最近感じた。そうだ、アランとダンスを踊ったとき──。

（靴が、ひっぱられているみたい。自分の意志で動けない）

　ふと、考えがよぎった。魔術師の靴にするみたいに、自分の血を使って靴を壊こわせばこの支配から逃のがれられるかもしれない。

　──けれど、これはアランさまからもらった、大事な靴……。

　レイは微笑ほほえんだ。エデルは彼の手の内だ。

　母と祖父の石碑は、どんどん遠ざかってゆく。
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　レイの手に引かれてたどり着いたのは、フロンデの片かた隅すみにある料理店だった。小さな店で、閑かん古こ鳥どりが鳴いているかのようだ。この土地の人間は、あまり外食をしない。

　レイはエデルを座らせると、そこではじめて魔術を解といた。足を締しめつけていた靄が払われて、自由になる。

（ここまできたら、覚かく悟ごを決めてレイさんにお付き合いするしかない……？）

　今抵てい抗こうしても同じ魔術をかけられるか、もっとひどい目に遭あうだけかもしれない。

　レイはつまらなそうにメニューに目を落とすと、エデルにたずねた。

「食べたいものは？」

「い、いいえ。食欲はあまり」

「魚のフライ頼んでもいい？」

「お、おかまいなく」

「お酒は？」

「あまり得意ではありません」

「……？　僕とヴァイオレットの子どもなのに？」

「は、はあ……」

　ほどなくして料理と、飲み物が運ばれてきた。レイの前には葡ぶ萄どう酒しゆが、エデルの前にはジュースが。レイはグラスをかかげて言った。

「乾かん杯ぱいしようか、エデル。はじめての親子の食事に」

「……」

　エデルが戸と惑まどっていると、レイは勝手にエデルのグラスに自分のそれを近づけて、キンと音を鳴らした。

「あの……レイさん。赤い靴のことを、先ほどおっしゃっていましたね」

　レイは魚のフライを弄もてあそぶようにフォークでつついている。

「あの靴は、お母さんの遺体と共に私の手元にやってきました。お母さんの遺品だったそうです」

「それできみはシンデレラ伯はく爵しやく家けのもとをたずねることになったわけか。あれが魔術師の靴だったから」

　レイの言う通りだ。赤い靴の扱あつかいに困り果てたエデルは、はるばるカンディナールまで足を運ぶことになった。

「あれは僕がヴァイオレットの楽屋に持って行ったものだ」

「レイさんが……？」

「あれは履はいた者を思い通りに操る靴だ。持ち主の自由を奪うばう靴。それが赤い靴の魔術」

「お母さんを、操るために？」

「そういうことになるかな。僕の思い通りのヴァイオレットでいてほしかったから。でも、無理だとは思っていた。僕と別れたとき、ヴァイオレットはもう僕の理想通りの女性ではなくなっていたし、人間一度ああなってしまうと、もう元には戻らないものだから」

「お母さんの死因は、赤い靴が原因ですか？」

「ヴァイオレットが死んだのは僕も予想外だった」

　その言葉に、エデルはいくらか安あん堵どした。

　ヴァイオレットはレイに殺されたわけではないのだ。

「無理だと思っていたのに、赤い靴をわざわざ楽屋に持って行ったのは、なぜですか。それもお母さんと別れて十六年も経たってから」

「十六年経ったのは、クジュラ国でようやく研究を終えたからだ。魔術師の発生と、そして消失についての研究はあの国でなければできなかった」

「魔術師の発生と、消失……？」

　かみくだくようにしてレイは言った。

「魔術師の生まれる原因と、滅ほろびる原因について」

　レイはそれを学ぶためにクジュラ国へ渡っていたというのか。クジュラ国は、それを知る手がかりがあるのか。

　エデルは彼かの国のことをよく知らない。たしか二十年にもわたる内ない紛ふんの末ようやく新しい王が立ったと、新聞で読んだおぼえがある。

「この国にとって魔術師は禁きん忌きの存在だ。彼らについて記しるしたあらゆる書物は焚ふん書しよされ、彼らの生きていた痕こん跡せきは徹てつ底てい的てきに消された。すべては王妃シンデレラを正義の存在にするためにだ。僕は禁じられている研究をするために、クジュラへと渡った。ヴァイオレットには、行くなと言われたけれど」

「お母さんが、行くなと？」

「そう。僕に別の夢を見つけてほしいと言った。今にして思えば、その原因が分かる。きみだ」

　フォークの先でエデルを指さして、レイは言った。

　エデルは思わず息をのんだ。レイが冷たい目をしていたから。

「あのときヴァイオレットは、きみを妊にん娠しんしていたんだ。だから僕を引き留とめようとした」

　おなかの子の父親が、禁忌の研究をするために遠い異国へ渡ると知ったから。

　エデルは、はっとした。

　以前ヴァイオレットの知ち己きであるジュディ・リースは言った。母が次々と恋人をかえたのには、事情がある。スキャンダルをわざとジュディに書かせたのは、売名行為以外の目的があると。

　おなかの子どもの父親が誰だれだか分からないようにするため。

　それは、レイが禁忌の研究をしていたからだろうか。エデルを巻き込まないようにするため──？

「十六年間、ヴァイオレットのような女性を探したけれど、やっぱり見つからなかった。こうなったら、ヴァイオレットを操って思い通りにできたらと思った。赤い靴を贈ったのはただの悪あがきだよ。そしてあがくことさえできなかった。彼女に照明器具が倒たおれたとき、僕は観客席にいた」

　レイがポケットから、小さな紙きれを取り出した。

「あのときのチケットの半券を、まだ持っている」

　ぼろぼろの半券に綴つづられた文字は、インクがかすれて読めない。

　──レイさんは、お母さんを思い通りにしたかった。私をおなかに宿やどしていたお母さんは、レイさんの思い通りにならなかったから。

「レイさんは、お母さんをよみがえらせて……第二の王妃シンデレラにするとおっしゃいましたね」

「そうだね」

「それは、魔術師の存在を肯定するため？」

「最終的な目標はそうなる」

「なぜ、それを望んでいらっしゃるのかを、聞いてもいいですか？」

「現在、魔術師は狩かりつくされて、滅びたものとされている。僕たちみたいな生き残りはまれで、人前にはほとんどその正体をさらさない。未いまだに魔術師の悪いイメージは根強いからだ。シンデレラ王妃の成功に欲を出し、謀反の計画を企くわだてた悪党。不思議な力を使う、ヒトではない何か。ここまでならまだ魔術師の本質から離れてはいないと思うけど、吐はく息に毒が混じっているとか、人を無む作さく為いに殺して食べるとか、魔術師狩りが盛んだった当時はそんな噂うわさまで流れていた」

　レイはそう言って、フォークを置いた。

　彼が頼んだ魚のフライは、ほとんど食べられることなく、油っこい衣ころもをべっとりとはがされただけだ。

　なんのために頼んだのだろう、とエデルは思った。

「僕はそんな魔術師の一族に生まれついた。とても大きな魔力を持つ者として、神しん童どうとも呼ばれていた。魔術師の小さなコミュニティの中では神童でも、外の世界での僕は凶悪な化け物だ」

　レイは淡たん々たんと語った。幼おさない彼は隠かくれ里ざとで育ち、教えられた魔術をまたたく間に吸収した。そしてやらされた最初の仕事は、『足抜けの制せい裁さい』だった。

「記憶を消すんだ。魔術師のコミュニティから抜けて、人間になりたいというやつのね」

　彼はこめかみに人さし指を置いて言った。

　この仕事ができるのは、大きな力を持つ魔術師だけだった。魔術師の力は年々弱まっており、記憶を抹まつ消しようすることのできる魔術を使えるものは、ごくわずかになっていた。

「記憶を消すとき、僕も消した記憶を共有する。コミュニティを抜けたい者たちはみな、自分の能力を呪のろっていた。うまく人間社会に溶とけ込めるものはいい。問題なのは、興こう奮ふんすると力のコントロールがきかなくなるタイプだ」

　得え体たいのしれない力で人を傷つけてしまったとき、彼らは「悪魔だ」とののしられる。

　そして、魔術師狩りの風習が再びよみがえる。

　命からがら逃げてきた彼らは、もう二度とこんなことはごめんだ、魔力を手放し普通の人間として生きたいと願う。魔術師であったことを忘れ、故郷を捨てたいと訴うつたえる。

　多くの魔術師の記憶を消しながら思った。

　僕たちはなぜこうして生まれついただけなのに、ここまで蔑さげすまれなくてはいけないのだろうか。

　ヒトと異なる力を持つということは、そこまでおぞましいことなのだろうか。

　そして僕は、そのおぞましい力を、たくさん受け継ついだ者だ……。

　焼きごてを押された者の悲ひ鳴めいを聞き、肉の焼ける匂においを嗅かぎながらレイは思った。

　百五十年前に生まれてさえいれば、僕たちが正義だったのに。

「魔術師が百五十年前の権けん威いを取り戻すには、この国の最高決定権を持つ王族に取り入るほかない。この国の頭首が白といえば、どんなに黒いものでもそれは白になる」

　レイは淡々と語り始めた。

「それには、今までの常識を塗ぬり替えるような革命的な事件が必要だ。いくら権力者が『魔術師は悪者ではありません』と言ったって、誰も心からそれに賛同したりはしないだろう。ただこの国では一度歴史が塗り替えられている。平民の娘むすめが王妃になり、そして歴代の王妃とは比べ物にならないほど政治に深く関わった。そして結婚当初の彼女のそばには、『善よい魔術師』がいた」

　王妃シンデレラが受け入れられたということは、彼女の結婚の足がかりになった魔術師の存在も、受け入れられていたということだ。

　劇的に変わったのは、シンデレラの死後。彼女が側そつ近きんとして登とう用ようした魔術師が職しよつ権けんを濫らん用ようし、自分たちの勢力にとって都つ合ごうのいい政策を推おし進めようとしてからだ。

「人気を得た王妃がいなくなり、そして魔術師たちだけが暴走する。これは人々から批判を受けて当然だ。王族のメンツも潰つぶれてしまう。そうして魔術師は刈り取られ、シンデレラの黄おう金ごん時代は幕を閉じた」

　レイは故郷で王妃シンデレラのことをさんざん悪女だと聞いて育ち、歴史学者の卵として世間に溶け込むようになってからは、オルハラ国の『表』の歴史を通して才さい媛えんの王妃シンデレラを知った。

　彼は、どの時代よりもシンデレラが存ぞん命めいしていた『靴の黄金期』の歴史に夢中になった。都合と魔術にかき消された、名めい誉よと暗黒の時代に。

「この国の人々は未だにシンデレラを忘れられていない。彼女の成功に憧れ、記念日には靴を作る。王都の劇場は彼女の物語を十五年以上もロングランさせた。新しいシンデレラが現れれば、みなが何かしらの強い影えい響きようを受けるはずだ」

　エデルは考えた。

　ここ数代の王妃は、みな貴族出身だ。平民から選ばれた王妃はシンデレラ以降いない。

　もしここでまた平民の王妃が現れれば、これまでになく注目されるだろう。

「でも、ただの平民出身の女ではだめだ。理想を現実にしてくれるような、志こころざしが大きく自由な発想を持っている人間でなくてはいけない。人に好かれる性質を持ち合わせ、かつ気安くない雰ふん囲い気きである必要がある。貴族よりも貴族らしく、大だい胆たんさと美しさを兼かね備そなえ、自分の境きよう遇ぐうにけして満足していない女性でなくては」

「それが……ヴァイオレット・ファーだというんですか？」

「僕は今まで、あらゆる女性に魔術師の靴を履かせてきた。シレーヌ・クラウデッドは、最後に貴族としての自分を捨てきれなかった。リリーローズ・シュタインは、育ての親が植えつけた恐きよう怖ふから抜け出せなかった。あと一歩のところを、どの少女たちも乗り越えることができない。最初はきみを次代シンデレラ候こう補ほにしようと思ったが、きみではヴァイオレットの代わりにはならない。ディセント家のそばで、彼らの思想に染そまりすぎている。性格も生優しく、とても女王向きではない」

　そういえば、彼は以前エデルのことを『次期シンデレラの最有力候補』だと言った。

　魔術師の靴の事件を通して彼女を観察するうちに、その可能性は消したのだろう。

　やはり、レイはヴァイオレット・ファーでなければだめなのだ。

「ヴァイオレットはいつも現状に満足していなかった。虚きよ構こうを現実にしてみせると言ってのけた。そして本当にやりとげた。最初こそずるい手を使ったが、彼女の実力は本物だった。天才と言ってもいい。多くの人は彼女を愛したが、けして軽く扱ったりはしなかった。僕は百五十年前、シンデレラと呼ばれた少女──シャルロッテ・ディセントがどんな人物であったかまでは知らない。けれど、ヴァイオレットのような少女だったのではないかと思うようになった。彼女が僕を変えてくれる。化け物から特別な存在に」

　レイはテーブルの上で、こぶしを握にぎりしめた。

「僕がクジュラ国で得た研究結果はかんばしくなかった。誰かが手を下さなくとも、魔術師はいずれ滅びる運命だった。クジュラでもそうだし、このオルハラでもそうだ。生まれた時代を間違えたのは、不運としか言いようがない。僕が望むのは、百五十年前の栄えい華がを再び見ること。僕のシンデレラのかたわらで。そして新しいシンデレラの隣には、『善き魔術師』がいる」

　長い話を聞き終わってようやく、エデルは飲み物に手をのばす気になった。一口ジュースを飲んだが、味はまるで感じなかった。

（レイさんは、魔術師として生まれ、魔術師のコミュニティで不幸な魔術師の記憶を共有し続けた。そして、ひとりでその記憶をおぼえ続けているんだ……）

　足抜けをしたセスは自身の記憶をなくしていた。つらい思いをした本人はその記憶をさっぱり忘れてしまえるけれど、記憶を消した魔術師の方にはそれが残っているのだ。

　神童と呼ばれ、まだ幼かったであろう彼が悲ひ惨さんな魔術師たちの末路を見続けて、正気でいられるわけがない。

「僕の考えていること、分かってくれた？　エデル」

「……だいたいは」

「きみは幸運だったね。ヴァイオレットが妊娠を隠かくしていたおかげで、魔術師のコミュニティに取り込まれずにすんだのだから。僕の子どもだって分かったら、里の者たちはみなきみを欲しがるよ。きみだって規格外の力を持ち合わせているんだからね」

「里の人に、連絡をとるのですか」

「とらないよ。教えてあげればきみにも人の記憶を消すことくらいはできると思うけど、やりたい？」

　エデルは首をふった。

　そんなもの、やりたいわけがない。

「きみにはほかにやってほしいことがあるんだ。──硝子ガラスの靴を、取ってきてほしい」

「硝子の、靴……？」

「シンデレラ伯爵家が所有している靴だよ。すべての不幸の始まりの靴。あの家に封印されているはずだ」

　シンデレラが履いていた靴は、魔術師の靴だった。ならば靴箱館に封印されているはずだ。

　エデルは硝子の靴がどこにあるのかを、アランやルディアから聞いたことがなかった。

「私、知りません。硝子の靴のありかは」

「あの家は靴箱に魔術師の靴を封印しているんだろう？　ならばそのどれかに入っているはずだ」

「く、靴箱はたくさんあります。数えきれないほどです。それに靴箱に入ったら、もう靴は取り出せないです。魔術がかかっていて……」

「僕たちは、靴箱の魔術くらい壊せる。その靴箱に魔術をかけたのは誰だか知らないが、もうとっくに死んでるんじゃないか？　ドゥーガルド・ディセントが死んでから百年以上が経ってる。誰かが魔術をかけ直していたとしても、たいしたものじゃないだろう。アランはきみよりもずっと弱いよ、エデル。ちっぽけな魔力しか持ち合わせていない」

　エデルは押し黙った。

　はじめて靴箱館を訪おとずれたとき──彼女は赤い靴の靴箱を壊してしまっていたのだ。

　アランは魔術をかけ直せなかった。

「私できません。アランさまを裏切るようなまねは」

　レイは冷ひややかな目でエデルを見ていたが、彼女の言葉に構かまわずに話し始めた。

「死者をよみがえらせるには、道具が必要だ。対象者の体の一部。そして強大な魔力と、そのよりしろとなる存在。僕はこの町でヴァイオレットを手に入れた」

「……まさか」

「きみが花を供えていたあの墓、中身はもう空からっぽだ」

　エデルは思わず立ち上がった。

　だが、足が床ゆかにはりつけられたかのように動かない。よく見れば、レイは指を一本、テーブルの上に置いていた。ちょうど彼女の足の真上にあたる位置だ。
















「話は終わってないよ、エデル」

「返してください。お母さんを返して」

「この世に返す準備のためだ。焦らないで」

　そうじゃない、と叫びそうになったが、レイににらまれてエデルはすくみあがった。

「棺ひつぎの中身は手に入った。残りは魔力と、よりしろ。このよりしろには硝子の靴が適てきしているだろう。シンデレラ伯爵家に封印されて、その後誰も履いていないのだとしたら、硝子の靴にはシャルロッテ・ディセントの魔力が眠ったままになっているはずだ。かつての王妃シンデレラの力は、どの魔術師の靴よりも強力だろう」

「硝子の靴をよりしろに……？」

「そう。そして魔力は僕ときみが。僕が魔力を分け与えて、きみが硝子の靴を履くのが手っ取り早いね。そうすれば驚くほどの魔力を引き出せるだろう」

「協力できません」

「協力する気にさせてあげよう」

　レイはエデルの後ろを、静かに指さした。
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　エデルが教会の敷しき地ち内ないに踏み入ったのを確認すると、アランはこそこそとあとを追った。

（エデルにはいつも俺についてくるように言っていたのに……まさか俺が彼女のあとをつけるはめるになるとは……）

　仕方がない。これも彼女の身の安全を守るためだ。

　シンプルな黒いドレスに身を包んだエデルが、花を抱かかえて墓地の方へと進んでゆく。ヴァイオレットの墓は奥にあるようだった。

　アランは木の陰かげに身を隠しながら、彼女の様子を見守っていた。おそらくエデルはこれが終わったら馬車に乗ってそのままカンディナールに引き返すはずだ。

（先回りして馬車の方を見ておくか……？）

　そう思った、矢先だった。

　アランが最もつとも警けい戒かいする男、レイ・バーンゼルが現れたのだ。

　アランがとった行動は早かった。レイの行く手を阻はばもうと、指先をこすらせて魔術を発動させようとした。

　レイはぴたりと止まって、アランの方を見る。

「うるさい」

　彼が一言そうつぶやくと、アランの足元がふわっと浮いた。

（は？）

　アランは最初、何が起こったのか理解できなかった。

　先ほどまで墓場にいたはずだが──今、彼が立っているのはのどかな牧草地だった。

　豊かな緑に囲まれて、土と家か畜ちくの糞ふんの匂いがたちのぼっている。

　しめった草を靴で踏みしめる。

　アランはしばし、夢を見ているのかと思ったが、すぐに我われに返った。

「どこだ!?」

　あたりを見回すが、墓地や教会などは見あたらない。

　エデルの姿はもちろん、レイの姿もない。というより、人の姿がない。

　もぉぉ、というのんびりとした声がして、アランは振り返った。少なくとも牛はいるようだ。

　瞬しゆん間かん移動させられたのか。いったいどこまで？

　レイはいつも、アランたちの前に突とつ然ぜん現れる。移動の魔術などお手の物なのかもしれない。

　アランはとにかく足を動かした。人を見つけなくては。ここがどこなのかを確かめなくては。

　通りすがりの農のう夫ふが運良く現れると、彼につかみかかるようにしてたずねた。

「おい、ここはどこだか教えてくれ！」

「えっ、はっ？　お貴族さま!?　こんなところに!?」

「頼む、ここはフロンデから遠いのか!?　教会に行きたいんだが、今すぐ！」

「いや、一応ここもフロンデですけれど」

　──よかった。一瞬、外国に飛ばされたのかと思ったじゃないか。

　念のため今日の日付を確認したが、アランが記憶しているもので間違いないようだ。

　胸を撫なで下おろすと、農夫は告げた。

「ただ、教会までは山を下りて、もうちょっとかかりますねえ。歩くと三時間程度かな」

「……は？」

「いや、ここ山の上なんですよ。ほら、空気も薄いでしょう」

　アランはためしに深呼吸を繰くり返した。

「これは、俺が動どう揺ようしているから呼吸が荒くなっているのではないのか？」

「そうかもしれませんけど、まあふもとよりは薄いですよ。というか、どうされたんですか？　まさかそんな格かつ好こうでここまで登ってこられたんですか？」

　心底不思議そうにたずねられる。無理もない。

　アランは脱力しそうになった。ふもとまで三時間。エデルにレイが迫せまっていたというのに、三時間……？

　何時間かかろうが、ここで牛とのんびり過ごすわけにはいかない。

　カフスボタンを外はずして農夫に握らせると、アランは懇こん願がんした。

「仕事中に手を煩わずらわせてすまない。どうかこれで俺をふもとまで、できるだけ早く下ろしてほしい。道案内を頼めるか」

「いや、こんなに高価なもの受け取るわけには……」

「俺のこ……恋人……いや、妻つまになる人が！　ふもとで悪の手先にねらわれているんだ！」

　エデルのことをちゃっかり将来の伴はん侶りよにしたアランだったが、そんな彼の真剣な様子にほだされたのだろう。農夫はカフスボタンを握りしめて答えた。

「分かりました。山や羊ぎを売るための荷馬車があるんですよ。道も悪いですから乗り心地ごこちがいいとは言えませんけど、体力を温存してふもとまで下りれますよ。俺が運びましょう」

「本当か!?」

　農夫は鼻の下をこすった。

「いやあ、昔を思い出しました。こう見えて俺も若い頃はそりゃあモテたんですよ。あなたも色男だからそうだとは思いますがね、女関係ではもういろいろ、語り尽くせないほど事件があったんですよ。それで今のかみさんと結婚したときにひと悶もん着ちやくありましてねえ、ふもとの魚屋のせがれが」

「分かった早くしてくれ」

　荷馬車に揺られている間、アランははやる気持ちを抑おさえきれなかった。

　振しん動どうをやり過ごしながら、精せい一いつ杯ぱい自分をなだめる。

（こうしている間にもエデルが……どうか無事でいてくれ）

　アランは改めて、レイの使った移動の魔術について考えた。

　似たようなものは魔術師の靴でもいくつか存在する。実際に、かかとを鳴らせば持ち主を異空間へ連れて行く『銀の靴』の力はアランも目まの当たりにしていた。

　ディセント家に伝わる魔術にはそのようなものは存在しない。もちろん、使えない──というのも理由のひとつである。

　おそらくアランがいつも使っている拘こう束そくの魔術に比べれば、よほど多くの魔力を消しよう耗もうするに違いない。

　シンデレラ伯爵家の人間が魔術を扱う目的はひとつだ。魔術師の靴を封印すること。その補ほ佐さをするため、代々いくつかの魔術の扱い方を継けい承しようする。

（レイの持つ力は、俺の持っている力とは性質が異なる）

　アランが魔術師の靴を「封じる側」ならば、レイたちは魔術師の靴を「使う側」なのだ。つまり、彼らの力は魔術師の靴とよく似たものになっているのだ。

（せめて靴箱館の封印具を持ち出すべきだったか。多少は役に立ったかもしれない）

　考えても後の祭りだ。今いま更さらカンディナールに戻もどることなどできない。

　ふもとまでは、予定の三時間よりもずいぶんと速かった。だいぶとばしてくれたらしい。

　農夫に礼を言い、何かあればディセント家に連絡するようにと言い伝えると、アランはさっそく教会へ向かった。

（当然か……もういない）

　彼女はまだフロンデにいるのだろうか？　それともレイと共にどこかへ消えた？

　あの移動の魔術を使われていたら、もう太た刀ち打うちができない。

　シエルナの、カラバ女侯爵の事件以来アランは心に誓ちかった。もう二度とエデルを危険な目に遭わせるようなことはしないと。

　その矢先だったというのに。

　アランは目を閉じて、感覚を研とぎ澄すました。

（できるはずだ。俺はシンデレラの末裔。魔術の気配を、感じ取れるはずだ）

　今まで、そういったものはエデルに任まかせてきた。自分の魔力が少なかったから、彼女の方が早く異変に気づけたから。

　エデルと出会う前は、すべて自分の感覚が頼りだった。あの頃を思い出す。

　アランはレイが立っていた場所に、足をつけた。うるさいと言った彼の冷ややかな顔が頭に浮かぶ。

「エデルに何かしたらただじゃおかないぞ……」

　ふつふつと湧わき起こる怒りを抑え、そして違い和わ感かんをおぼえた。

（ここか……？）

　土に、小さな足あし跡あとが残っていた。その足跡から、わずかに魔術の気配を感じた。

　エデルの足は平均よりも小さい。手当をしたことがあるので、アランは分かっている。

　足跡は整備された道が現れて消えてしまっていたが、アランは地面に指先をつけて先ほどの感覚を思い出した。

「こちらか」

　細い糸をたぐりよせるように、ゆっくりと感覚を研ぎ澄ましてゆく。

　エデルは無理やり歩かされたのだ。痛い思いをしたのではないだろうか。

（集中しろ）

　感情を揺さぶられては見失う。怒いかりをぶつけるのはレイを見つけたあとでいい。

　アランがたどり着いたのは、小さな料理店だった。この町に飲食店は少ないようだが、にぎわっている様子はない。扉とびらの向こう側は静かだ。

　懐ふところに拳けん銃じゆうが入っているのをたしかめると、アランは扉を開けた。

　奥の席に、エデルの後ろ姿が見えた。

　ほっとする。同時に、気をひきしめる。

　彼女の向かい側に座るレイは、もちろんアランに気づいている。彼がエデルに合あい図ずして、彼女も振り向いた。

「え、あ、アランさま？　どうしてここに」

　カンディナールにいるはずのアランが現れたのだ。彼女の驚きようは、めいっぱい開かれた薄茶の瞳ひとみを見れば、手に取るように分かった。

「話はあとだ。帰るぞエデル」

　レイはくすりと笑った。

「なあんだ、もう追いついちゃったの。遭そう難なんしたかと思ったのになあ」

　からかうような口く調ちようが、アランの神経を逆なでする。

（こいつ……）

　エデルはわけが分からないようで、ふたりの男の顔を見比べている。

「新しん鮮せんな空気をたっぷり吸って、気分転換できたかい？」

「お前は黙れ」

　アランはレイと目を合わさずに言った。

（魔術の発動には条件がある。こいつがいくら力を持つ魔術師だとしても、条件がなければ魔術は発動しない。おそらくあの移動の魔術の発動条件は、互いの目が合うことだった）

　山へ飛ばされた時の記き憶おくをたぐりよせる。

　レイは指先をひとつも動かしていなかった。「うるさい」という言葉に魔力がこめられていたとしても、対象者をしっかりとらえなくてはならないだろう。

　大きな魔術を扱うとき、対象を固定するのは基本だ。アランが使う魔術は威い力りよくが弱いので、道具を用もちいさえすれば発動することができる。だがレイの魔術は、アランのものとは全くの別物である。ねらったものを遠くへとばす──それも人ひとりをとなると、高等な技わざだ。魔術の術式を組み立てておく必要がある。

　術式を組み立てるといっても、大きな力を持つ魔術師なら呪文を唱える必要はない。動作のひとつで省略できることもあるのだ。アラン以外の物は移動していなかったのを考えると、レイはあのわずかな動作でアラン「のみ」を山へ移動させる魔術を使ったのだ。

　対象を固定する方法はさまざまだ。目を見る、手をつなぐ──魔術師の靴は、女性たちの「足」をとらえている。

　アランは注意深くふたりが座るテーブルに近づくと、エデルの手をとった。

「あ、痛っ……」

「エデル？」

「やめなよ。ひっぱったら痛いよ」

　エデルの顔が苦痛にゆがむ。

　アランは彼女の靴を見て言った。

「……足が動かないのか？」

　エデルは静かにうなずいた。

　思った通りだ。彼女は魔術をかけられて、ここに連れてこられたのだ。

「靴をここに置いていこう、エデル。ボタンをとって脱ぬがせてやるから」

　彼女の耳元でそうささやくと、エデルは迷ったように顔を上げた。

「でも、この靴は……アランさまからもらった……」

　彼女が履いているのは、ライラック色のストラップシューズだ。アランがはじめてエデルに贈った靴である。

　仕事がうまくいかず、混乱して店を飛び出した彼女に、彼は手ずからこの靴を履かせ、ガラスドームへ連れ帰った。

「それで逃げなかったのか？」

「申し訳ありません。どうしても、できなくて」

「靴はいくらでも贈ってやる。だから脱ごう。大丈夫だ」

　エデルは何か言いたそうな顔をしていたが、やがてうなずいた。

　レイは邪じや魔まするつもりはないらしく、ただふたりのやりとりをながめている。

「エデル。僕のお願い、分かってるよね」

　アランがエデルの足元にしゃがんだとき、レイは言った。

　念を押すような口調だ。ふたりの間で何かが取り交わされたのかもしれない。

　手早くボタンを外してエデルを支えると、アランは立ち上がってたずねた。

「願いとはなんだ。彼女に余計な手出しはさせない」

「彼にお願いしてもいいけど、その代わりに彼には死んでもらうことになるかな」

「だ、だめです」

　エデルは上ずった声をあげた。

「エデル、前にも言ったよね、人は不幸のどん底に落とされてはじめて、魔術師の靴を完かん璧ぺきに扱えるようになるんだよ。きみにはまだ、思い切った不幸が足りないようだな」

　レイはアランの腕を思い切りつかんだ。アランは抵抗して彼を突つき飛ばす。まさかレイが直接的に攻こう撃げきしてくるとは思わなかったため、一瞬隙すきができた。

　レイと目が合ったのだ。

（くそっ）

　不快感が体の内からせりあがってくるようだった。レイの薄茶の瞳は、暗く深い沼ぬまのように濁っていた。泥どろの中に引きずり込まれそうだ。

　嫌いやな感覚だ。体が何かに侵しん食しよくされている。

　動けなくなったアランを、レイはやすやすと殴なぐり倒した。エデルが悲鳴をあげる。

「やめてください、アランさまに乱暴しないで」

　レイは残ざん忍にんな顔で笑った。

　アランは必死に不快感に耐たえた。たとえるなら、体中──内臓の中まで何かがかけずりまわっているかのようだった。

（落ち着け。動きが封ふうじられているわけではない）

　胃の中のものを戻したくなるような感覚を抑え、アランは深く息を吐いた。むせながら体勢を整えると、懐からやっとの想いで拳銃を取り出し、構える。

　魔術では勝てない。これを使うしかない。

　指先が震ふるえている。アランは舌打ちをした。

　恐怖心からくる震えではない。にもかかわらず、体の自由がきかない。

「そんなんじゃ撃うてないでしょう。気持ち悪くて耐えきれないはずだ」

「ああ、お前には虫むし唾ずが走る」

　アランが引き金に指先を置くと、レイの目は険けわしくなった。

　彼が撃ち込もうとしている鉛なまりの弾たまは、普通の人間と同じくレイにとっても脅きよう威いなのだ。

（そう。絶対に俺と目を合わせようとしてくる）

　その間、レイの意識はアランの顔に集中するはず。そして、引き金の上に置いた指先の動きに。

　自分の目をとらえようとするなら、彼はちょこまかと動き回ることはできない。ならば撃つことは容よう易いだ。

　アランは自分の体の中で、かけられた魔術が暴れるのが分かった。

「アランさま、だめです、無理されては」

　エデルがとりすがってくる。アランは彼女を自分の背中に追いやると、低い声で言った。

「逃げろ。こいつの言うことを聞く必要はない」

「でも、私」

　手の皮ひ膚ふが破けて、黒い虫が次々と現れた。これは幻げん覚かくなのか、それとも現実なのか。

　エデルがこれだけ動揺しているということは、現実なのかもしれない。頰ほおのあたりにも何かが歩いているような感覚がある。

「すごい精神力だね。普通なら発狂してるよ」

「黙れ」

「無理に引き金を引かない方がいいよ。虫たちが指を食いちぎってしまうかもしれない」

「お前のような魔術師でも、銃で撃たれれば怪け我がをするし、心臓に弾が撃ち込まれれば死ぬ。拳銃を向けられたら、魔術でもなんでも使って防ぼう御ぎよするしかない。そういうことだろう。俺で遊んでいるつもりだろうが、命の危機に瀕ひんしているのはお前の方だ」

　レイが心底気に食わないという顔をして、アランをにらんだ。

　指が食いちぎられようが構わない。アランは歯を食いしばって、引き金を引いた。

　銃声と、煙けむりの匂いがする。

「……エデルの父親だからな。心臓は、勘かん弁べんしてやる」

　腕をねらったつもりだが、弾はかすっただけだった。

　ねらいが外れたのは、やはり痛みのせいだった。

　指先の感覚がまるでない。指は食いちぎられてはいなかったが、おびただしい血が床に散った。

「アランさま！」

　エデルが泣き出しそうな声で、自分の名を呼んだ。

　レイは腕を不ふ愉ゆ快かいそうに一いち瞥べつすると、アランのそばへ近寄って、肩かたを叩たたいた。

「おっしゃる通り、僕でも銃で撃たれれば死ぬ。ここまで根こん性じようがあるとは思わなかった。ちょっと油断してたよ。でも、もう無理だね。立っているのもやっとだろう」

　認みとめたくないが、その通りだ。レイをにらみつけたくとも、目が合わせられない。次に魔術をかけられたら終わりだ。

「エデル。これで分かった？　きみの大切なものは、壊れやすいんだよ。気をつけてね」

「そんな……」

「日付を決めておこうか。一週間後の夜、僕は靴箱館に行くよ。そこで硝子の靴を渡してほしい。でなければその足で、僕は今度こそ彼にとどめを刺さしてしまうから」

　レイはそう言い残すと、おそるおそる様子をうかがっていた店主に金貨を一枚渡し、出て行った。

　店主は店で暴れたことに対する文もん句くを、それで飲み込んだようだった。料理代と壁かべの修理代、合わせたとしてもおつりが出る。

「アランさま、大丈夫ですか？」

「ああ……」

　そうは言ったものの、アランはよろけた。レイが去ったことにより緊きん張ちよう感かんがいっきにゆるんでしまったようだ。

　意識が遠のいてゆく。エデルが何かを言っているが、聞こえない。
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　エデルはディセント家の本ほん邸ていにいた。

　魔術をかけられたアランを医師に見せても、彼を治なおすことはできない。自分の知りうる中で頼りにできるのは、アランの父であるアルヴァのほかになかった。

　カーテンの隙すき間まから射さし込む光が、アランの青白い顔を照らしている。

「……アランさま。暑くないですか？　まぶしくないですか？」

　たずねても、彼の瞳ひとみが開くことはない。いつものように、その唇くちびるで名前を呼ばれることもない。

　ここに保護されてから半日が経たっていた。アランはフロンデの料理店で倒たおれてからというもの意識を失ったまま、エデルが何度呼びかけても目を覚さまさない。

　アランが眠っているのは彼が以前使っていた部屋らしい。必要最低限のものしか置いていないカンディナールの屋や敷しきとは違ちがい、そこかしこに彼の少年時代の思い出の品がある。

　机の上には子ども用の長さのペンがたてられた、細さい工くのきれいなガラスの瓶びん。その横には小さな汽車の模も型けいがちょこんと載のっている。

　本ほん棚だなには分ぶ厚あつい図ず鑑かんがいくつも並んでいた。とりわけ動物の図鑑は数がそろっていた。

　彼の寝ね間ま着きを替える際に気がついたのだが、クローゼットには小さな靴くつがいくつも収まっていた。少年の頃に履はいていたものだろう。すべてにガラスドームの合あい番ばんが押されている。

　小さな革かわ靴ぐつに入った傷はきれいに埋うめられ、かかと部分のすりきれには革を巻いて丁てい寧ねいに縫ぬい止めてあった。

　子どもの成長は早い。足もどんどん大きくなる。このクローゼットに眠る靴たちは、アランが履かなくなっても、捨てられずにきれいに修しゆう繕ぜんされたのだ。思い出を大切に保管しておくために。

（アランさま……このお家うちで、とても大切にされていたんだ）

　彼はディセント家の跡あと取とりだ。当たり前である。

　そんなかけがえのない彼を、自分の問題に巻き込み、傷つけて帰してしまった。アラン本人にもそうだが、彼の家族にも申し訳が立たない。

（アランさま、大丈夫だろうか。体から虫が出てきていた。指も……）

　彼の端たん正せいな顔の皮ひ膚ふが破けて黒い虫が出てきたとき、エデルは血の気が引いた。

　アランを見守っていると、扉とびらをノックする音がした。

　エデルはあわてて立ち上がった。アルヴァだ。

「座ったままでいい。少し君に説明しておかなくてはならない」

　アルヴァは、アランの頰に指先を置いた。虫が食い破った痕あとが赤く腫はれあがっている。

「私が魔力を分け与えた。アランは今、己おのれの魔力で賢けん明めいに魔術に抵てい抗こうしている状態だ。虫が出てこなくなっただろう」

「はい……」

「あの虫は魔術が生み出したもので、生命体ではない。ただ相手を脅おどかすためのものだ。だが、すべてを体から排はい出しゆつするには時間がかかる。数日はこのままだろうな」

　あの虫が毒でなかったのでほっとしたものの、油断は許ゆるされない状態だった。

（本当に、目覚めてくださるのだろうか）

　エデルがどんなに話しかけても、励はげますように手を握にぎっても、なんの反応も示してくれないのに。

　神に祈いのるような気持ちだった。

　お願いだから、彼を助けてほしい。

「アルヴァさま。私の魔力をさしあげることはできないのでしょうか」

　アルヴァは難むずかしい顔をして言った。

「君の力は、私たちとは似にて非ひなるものだ。彼の体内に入ったレイの魔術を増長させてしまうかもしれない」

　エデルは悲しげに顔を曇くもらせる。

（魔力を持っていても、何もできないなんて）

　アランの人さし指に巻かれた包帯を見た。彼はエデルを守るために、拳けん銃じゆうの引き金を引いた。立っているのもやっとだったはずなのに。

「申し訳ありません。私の父、レイ・バーンゼルがしたことです。私の問題に、アランさまを巻き込んでしまいました」

「君が謝あやまることではない」

「いいえ。レイさんは私の母・ヴァイオレットをよみがえらせるために、ディセント家の硝子ガラスの靴を欲しがっています。私が靴を手に入れなければ、アランさまを傷つけると脅しました」

「ヴァイオレット・ファーを、よみがえらせる」

　アルヴァがたしかめるように繰くり返した。

　彼が不思議に思うのも無理はない。普通、死んだ人間は生き返ったりしない。

「それを可能にする方法が、あるようなんです」

　エデルはレイから聞いたよみがえりの条件を説明した。アルヴァはあまり愉ゆ快かいそうでない顔で、その話を聞いていた。

「レイは、君のためにヴァイオレットをよみがえらせるわけではないんだね」

「私のため……？」

「君を見つけたから、あとはヴァイオレットがよみがえれば家族がそろうだろう」

「それは、ないと思います」

　レイの口ぶりから、その可能性はないと言っていいだろう。

　彼が欲しいのはエデルを産む前のヴァイオレットだ。まだ少女だった頃の彼女である。

「ふむ。それは、ますますねじ曲がっているね」

「……はい。硝子の靴には、シャルロッテ・ディセントの魔力が残っているはずだと。レイさんは、それを利用したいみたいなんです」

　レイ自身も相当な魔力を持っているはずなのに、彼は硝子の靴に眠るシンデレラの魔力を欲している。死んだ人間をよみがえらせるには、魔術師の『神童』の力だけでは足りないのだ。

　だから、硝子の靴を手に入れて──エデルにそれを履かせようとしている。レイの助けを借りて、『神童』の血を引いたエデルが靴に願えば、死んだ人間をよみがえらせることも可能なのだろう。

　以前彼は、魔術師の靴を履くには男性よりも女性の方がいいと言っていた。女性の持つ魔力の力はけた違いだと。

　レイ、エデル、そして硝子の靴に眠るシャルロッテ・ディセント、三人の魔力が揃えば、大きな力を得ることは間違いない。

　自分がヴァイオレットの復活を願うことはないが──。

（もし、お母さんをよみがえらせることを条件に、アランさまを助けると言われたら……）

　アランを痛めつけることは、エデルを傷つけるのに最も有効な手段だった。これなら自分に乱暴してくれた方がよほどましだと思うほどだ。

　アルヴァによれば、今のアランは助かる見込みがあるようだが、次はどうなるか分からない。

　何かを引き替えにしても、彼を助けたいと──エデルは思ってしまっている。

「たしかに、硝子の靴にはシャルロッテ・ディセントの魔力が眠っている。靴箱に封ふう印いんされたまま、百五十年前からずっと」

「私はレイさんに協力できないと言いました。でも──」

「アランはまんまとレイにやられたというわけか」

　エデルはつっかえつっかえ言った。

「お願いがあります、アルヴァさま」

「君は私にお願いできる立場にない」

　エデルはぐっと言葉をのみ込んだ。

（当たり前だ。アランさまを傷つけたのは私の父親で──私は本来シンデレラ伯はく爵しやく家けに出入りしていい血筋の人間じゃない）

　今、一緒に保護してもらっているだけでもかなり寛かん大だいな対応なのだ。

　今まではアランがエデルを守ってくれていた。でも、彼はここで眠っている……。

　このまますごすご引き下がるわけにはいかない。

　アランを、レイから守るために。

　くじけそうになりながらも、エデルは口を開いた。

「私に魔術の使い方を教えてください」

　アルヴァは口元をゆがめて笑った。

「ほう。どうして？」

「レイさんを相手にするには、私の力では適かないません。彼の話では、私は魔力をたくさん持っているようです。私は魔力を持っているけれど、魔術の使い方を知らないだけで……技術さえ身に着ければ、戦う力を得られると思うのです」

「戦う力を得てどうする？　殺すのか？　実の父親を？」

　そんなことはできません──と即そく答とうすることができなかった。

　正直なところ、エデルは何度もその問いを自分自身に繰り返していた。

　レイが存在する限り、彼はヴァイオレットをよみがえらせるために何度でも手を出してくるだろう。

　意識を失い、浅い呼吸を繰り返すアランの顔を見ている間中、エデルの心は暗くら闇やみの中をさまよっていた。

　以前、エデルはレイに毒の薔ば薇らを贈おくったことがあった。魔術師の靴を封印するため、仕方なくの行動だった。一輪だけ、良心の呵か責しやくを感じながら届け先に彼の名前を書いた。

　でも今だったらどうだろう。

　──一輪で、いいのかな。足りないかもしれない。

　その気持ちが心の中にぽつりと浮かんだとき、エデルは叫さけび出しそうになった。

　まさか自分がそんなに恐おそろしいことを考えるようになるなんて。

　他人を傷つけたいなんて、思っていないのに。今まで、思ったことなんてなかったのに。

（でもアランさまが、助かるか分からない。アランさままで失ったら、どうしてもレイさんを許せない。どうしたらいいの、どうしたら）

　こうして取り乱せば取り乱すほど、レイの思うつぼだ。

　彼に憎にくしみをおぼえさせられてしまう。

　彼と縁えんを切ってどこか遠くへ逃にげたくなった。自分がいなくなれば、アランは助かるかもしれない。

　それでも逃げきることはできないだろう。エデルの中には半分、レイの血が流れている。魔術師の神しん童どうの血だ。

　そして気がついた。エデルもまた、心の持ちようひとつで恐ろしい魔術師になれるのだと。

　私は……アランさまを守りたい。

　そのためになら、恐ろしい魔術師にでもなんでもなれる。

　エデルは唇を嚙かんで、アルヴァの問いに答えた。

「できれば、そんなことはしたくありません。……母は、悲しむでしょう」

「できればということは、君はフロンデからこの家にやってくるまでに、選せん択たく肢しのひとつとして考えていたわけだ。父親を葬ほうむる可能性を」

　意い地じ悪わるな質問だった。しかしエデルは、ひるまずに答えた。

「……はい。否ひ定ていはしません」

「レイを始末したら、君はいよいよアランと一いつ緒しよになる資格はなくなるが、それでも？」

　エデルははっとした。

　自分は暗くうっそうとした道に、足を踏ふみ入れようとしていた。

　人殺しは彼の妻にふさわしくない。妻どころか、ガラスドームの職人としても一緒にいられなくなるかもしれない。

「私は……」

「この事件の、理想の終わり方はなんだろう。君は本当は何を望んでいるのかな？」

　アルヴァが穏おだやかに、だが低くしっかりとした声音こわねでたずねた。

　エデルはゆっくりと息を吸すった。

　花は自分の欲しいものをきちんと分かっている。

　人はよく、それを見失ってしまうけれど。

　私の、私の欲しい未来は……。

「アランさまが元気になってほしいです」

　エデルはそれから、と続けた。

「レイさんに、母の棺ひつぎを奪うばわれてしまいました」

「ほう。それは取り戻さないといけないね」

「……もう、レイさんが二度とこんなことができないように……したいです」

「そう。君の本来の目的は、それだ。人を殺すことが目的ではない」

　エデルの目からぽろりとひとつぶ、涙がこぼれた。

　アルヴァは葉は巻まきに火をつける。

「アランはこの匂においが嫌きらいなんだよ。わざと吸ってるんだ。怒って飛び起きるかもしれないと思ったが、起きないようだね」

「……あの……」
















「彼が起きない以上、仕方がない。私たちでなんとかしよう。すまないね、煙けむたい思いをさせて」

　アルヴァはハンカチでエデルの目元をぬぐった。

　彼はエデルの涙に気がつかないふりをして、わざと煙草たばこを吸ったのだ。煙けむりに目がしみたことにしてくれた。

「魔術とは心だ。恨うらみに支配されればそのような魔術に、愛を大切にすればそのような魔術になる。君はどちらの魔術を使う、エデル・アンダーソン？」

「わ、私は……」

　エデルは言葉を切った。

「何もできませんでした。アランさまの背中に隠かくれて、震ふるえているだけでした。レイさんが一週間後にやってくる。でも私にはアランさまを守る力がない。それが怖こわいんです」

「君は今恐きよう怖ふに支配されている。そんな君に何も教えることはできない。子どもに銃じゆうを持たせるようなものだ」

　アルヴァは淡たん々たんとした口く調ちようで言った。

「レイの言うことが本当ならば、硝子の靴を渡してしまうといい」

「え……？」

　エデルはまばたきをした。

「硝子の靴を渡すって、ディセント家の大切な靴なのではないのですか？　それに、渡してしまったら……」

「もちろん、大切な靴だ。ディセント家のすべての始まりとなった靴だ」

「それなら、なおさらレイさんに渡すことはできません」

「家族を愛する少女は、硝子の靴を履いてはならない。もっとも、もうこの靴だけは、誰だれの運命も変えることはできない。──ドゥーガルド・ディセントの手しゆ記きだ」

　エデルはアルヴァの言葉を、心の中で繰り返した。

　家族を愛する少女は、硝子の靴を履いてはならない。

　もうこの靴だけは、誰の運命も変えることはできない──？

「だから渡してしまっても大丈夫。問題は少々、取り出すのに手こずるということだ。私でも取り出せたことはない」

　アルヴァは続けた。

「そして、君に魔術を教えよう。ただし約束をしてほしい。恐怖や怒いかりの感情で魔術を使わないこと。魔術がうまく発動しないばかりか、それが自分に跳はね返ってくることにもなりかねない」

「分かりました」

「ディセント家に魔術の手ほどきを受けた以上、ディセント家に一生を尽つくし、けして当主に逆らうようなことはしないこと。できなければ君を追放し、二度とカンディナールの地を踏むことは許さない」

「……はい」

　エデルは顔を上げ、できるだけはっきりと聞こえるように言った。

「ディセント家に忠ちゆう誠せいを誓ちかいます。私に魔術を教えてください」

「たとえ私が君とアランとの結婚を許さなくとも、君はこの家に縛しばられ続ける。ディセント家のしもべとして」

「構かまいません。私は愛する人を救いたい。そのために魔術を使います」

「よろしい」

　アルヴァはいたずらっぽく笑った。

「こちらへおいで。一週間、君をみっちりしごいてあげよう」
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　エデルは馬車を降りたって、久々にカンディナールの地を踏んだ。

　約束の日を迎むかえたのだ。

　エデルを出迎えてくれたのは、漆しつ黒こくのドレスに身を包んだルディアだった。

「お帰りなさいませ、エデルさん」

「ルディアさま。お手紙でお伝えした通りです。靴くつ箱ばこ館かんは危険です。どうか本邸へ移ってください」

　エデルは、王都の本邸からルディアに手紙を送っていた。

　アランがレイに危害を加えられたこと。レイは靴箱館に来て、硝子の靴を奪い取るつもりだということ。

　ルディアが巻き込まれては大変なので、使用人たちと一緒に本邸へ避ひ難なんしてほしいと、はやる気持ちを抑おさえながら、できるだけ丁寧に説明をした。

「わたくしがあなたをおいて？　エデルさん、お兄さまがいない今、わたくしがあなたのお力になるときです。使用人たちのほとんどはすでに避難しております。夜までには全員がこの屋敷を出るでしょう。でも、わたくしは最後まであなたのおそばにおりますわ」

　ルディアが懐ふところから小さな香こう水すい瓶びんを取り出すと、エデルに握らせた。

「わたくしの血です」

「ルディアさま……」

「お父さまから魔術を教わったのでしょう。ご存じの通りあの魔術は、ディセント家の血が必要不可欠なのですわ。わたくしにはなんの力もありませんから、役には立たないかもしれないですけれど……いざとなったら血ち糊のりの目め潰つぶしにでも使ってくださいな」

　エデルのポケットの中には、同じような香水瓶がいくつか入っている。アルヴァと、彼の妻ダリアの血が入ったものだ。

「大切に、使わせていただきます」

「お父さまとお母さまは？」

「アルヴァさまは、もうすぐこちらへいらっしゃいます。私がレイさんとうまく渡り合えなかったときのために。ダリアさまは、アランさまについて本邸に残られました」

「まぁお父さまったら。一緒についていてくださらないなんて」

「アルヴァさまは、私を試ためしていらっしゃるのです、ルディアさま。ディセント家の忠実なしもべとして……。私、お役目を立りつ派ぱに果たします」

　一週間、教えられた魔術でどこまでエデルがレイに対たい抗こうできるのか。

　正直なところ、自信があるとは言えなかった。

　けれど逃げるわけにはいかない。自分が戦えなければ、次に犠ぎ牲せいになるのはアランである。

「あなたはしもべではなくてよ、わたくしのお義ね姉えさまになる方ですもの」

　きっぱりとルディアは言った。

「お父さまは試しておられるとおっしゃいましたわね。試す価値があると思っているから、あなたに靴箱館を任まかせたのですわ。ディセント家の当主の代々の役目は、あの館やかたを守ること。よほどのことがなければ他人に任せるなどありえません」

　エデルはルディアの手をとって言った。

「お気持ちはとてもうれしいです。でも、靴箱館の中は危険です。ルディアさままでお怪け我がを負おわれたら私」

「わたくしもあなたの足をひっぱるつもりはありません。ですから館の外で様子をうかがいます。お父さまがいないときにあなたがピンチになったら、そうですわね──」

　ルディアは不敵な笑みを浮かべて言った。

「とりあえず、レイの後ろから体当たりでもしようかしら」

「る、ルディアさま」

「ヒールで、レイの足を踏んづけてさしあげるのもよろしいわね。わたくし凶きよう器きになりそうなハイヒールはたくさん持っていてよ」

「ええっ」

「あら、こう見えてわたくし結けつ構こうおてんばですのよ。忘れないでくださいね、わたくしがそばについているということ」

　ルディアは励ましてくれているのだ。エデルは緊きん張ちようした面おも持もちを少しゆるめて言った。

「……ありがとうございます」

「さあさあ、一緒にまいりましょう。おなかはすいてらっしゃる？　料理人たちに、元気の出る食事を作らせましたの。レイが来るのは夜ですわね？　少し眠った方がよろしいわ」

　ルディアに手を引かれて、エデルは屋敷へと歩き出した。

　日が暮くれるまで、今は心と体を休めるときだ。
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　靴箱館の中で、エデルは壁かべに収まった靴箱を静かにながめていた。

　色とりどりの硝子細工がはめられた靴箱はきらきらとあたりを照らし、幻げん想そう的てきな雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

　水みな底そこのような薄うすいブルー、燃えさかるほむらの色、花びらのような淡あわいピンク。

　どれも、靴を封印するために施ほどこされたものだ。

　扉が開いて、エデルは顔つきを引きしめた。

　ついに、待ち人が現れたのだ。

「こんばんは、エデル」

　黒い魔術の靄もやが、たちこめていた。

「硝子の靴を取りにいらしたんですね」

　予告通りレイはやってきた。アランが彼の腕うでを銃で撃うったはずだが、かばっている様子もない。ただのかすり傷ですんだのだろう。

　彼はうっすらと笑ってたずねた。

「アランは元気にしてる？」

「……」

「起き上がれないくらいひどくなってるんじゃないのかな？」

「アランさまの魔術を、解といてくださいますか？」

「いやだよ。きみを縛りつける理由がなくなるだろう？」

　分かりきった答えだった。レイはエデルを痛めつけるためにアランに手をかけた。アラン自身に恨みがあるわけではないのだ。

　エデルが存在する限り、レイは彼女を傷つけるために、エデルの最も大切なもの──アランを壊こわそうとする。

「エデル、硝子の靴は？」

「ここにあります」

　エデルは静かに言った。彼女の手の中には、何もない。

　レイがけげんな顔をする。

「何もないじゃないか」

「あります。すでにレイさんは硝子の靴を見ています」

　レイは怒おこったような口調になる。

「エデル、子どもだましはやめてほしいな。僕は──」

「靴のありかを聞いたとき、はじめはまさかと思いました。私ははじめて靴箱館に入ったときから硝子の靴を見ていたし、触さわってもいたんです。硝子の靴は靴箱の中に封印なんてされていなかった」

　カンディナールにやってきて、アランと出会ったのはこの靴箱館だった。

　始まりのときから硝子の靴は、エデルの運命を見守っていたのだ。

　ややあって、レイはつぶやいた。

「まさか」

　レイの目が見開かれる。

　信じられないといったような顔だ。はじめて彼の表情がここまで変わるのを見た。

「この館中の靴箱にはめてある硝子細工が……硝子の靴なんです、レイさん」

　きらめく硝子細工が、大きな窓から差し込む月の光を反射する。

　王おう妃ひシンデレラ──シャルロッテ・ディセントの死後、彼女の息子むすこドゥーガルドは母の遺ゆい言ごん通りの形で硝子の靴を封印した。

　シンデレラの遺言はこうだった。

『この身に残された最後の魔術を使って、硝子の靴を粉こな々ごなに砕くだき、そして封印の魔術をかけること』

　砕かれた硝子の靴は他の硝子と共に溶とかされ、新たな封印具として生まれ変わった。

　もうこの靴だけは、誰の運命も変えることはできない。

　それは靴という形を捨て、魔術を封じる道具になったから──。

　エデルはアルヴァが語った真実を思い出した。

『シンデレラは魔術師たちを愛し、彼らに利権を与えすぎた。そのために、国王の寵ちよう愛あいを失った。彼女はその後古城に幽ゆう閉へいされる──せめてもの救いは、国民の前では愛される王妃のままでいられたことだった。凍こごえるように寒く、牢ろう獄ごくのように暗い古城に移されてはじめて、彼女は長い夢から醒さめたのだ』

　そして、息子のドゥーガルドの手を借りて、硝子の靴に最後の願いをこめた。

　命と引き換えに、魔術師の靴を封ふうじるための力を得る。

　シンデレラは、悪女だった。

　だが落とし前はつけたのだと、アルヴァは語った。

「なら……ヴァイオレットをよみがえらせるための硝子の靴は？　シャルロッテ・ディセントの魔力が残っているはずのあの靴は？」

　大きな魔力が詰まった、よりしろ。硝子の靴は、ヴァイオレットをよみがえらせるために必要不可欠な道具だ。

　レイがしぼり出すようにしてたずねた。

「答えてよ、エデル。僕の硝子の靴はどこにある？　……答えろ」

「ありません」

　エデルはきっぱりと言った。

「あなたはお母さんをよみがえらせることはできません。諦あきらめてお帰りください」

「よくもやってくれたな、と言いたいけれど。これがシンデレラ本人の遺い志しか」

　レイが無数の靴箱を見上げて言った。

「彼女は最後に罪つみを償つぐなうために硝子の靴を使った。僕は知らなかったよ……がっかりだな」

「レイさん」

「伝説の王妃も結局は普通の人だったわけだ。己の罪にさいなまれ、こうして償った体ていだけ取り繕つくろって。魔術師の靴はすでに流出し、多くの魔術師が血を流していたというのに」

「伝説の王妃なんて、いなかったんです」

　エデルは静かに言った。

「シンデレラはもともと普通の女の子でした。時代と、魔術が彼女をとりまいて、大きな存在にしていただけです。第二のシンデレラを作るのは諦めてください。お母さん──ヴァイオレットも人である以上、また同じ結果になるでしょう」

　エデルは一度口をつぐんでから続けた。

「レイさん……レイさんはお母さんに恋をしていただけなんです。恋をした相手が、変わってしまったから……怖くなっただけなんです。だからもっともらしい理由をつけて、自分が恋をしたヴァイオレットをよみがえらせようとしている」

　レイは無言だ。なんの反応もない。

　フロンデで彼の話を聞いている間、エデルはずっとひっかかっていた。

　レイの目的は魔術師の復権のために、ヴァイオレットをよみがえらせること。

　けれどヴァイオレットをよみがえらせたところで──もし、彼女の復活が成功したと仮定して、そう都つ合ごうよく事が運ぶだろうか？

　ヴァイオレットがかつてのシンデレラのように「王妃になること」を望み、今度はヴァイオレットに硝子の靴を履かせ、靴が彼女の願いを叶かなえようとしたとしても、シャルロッテ・ディセントのときのように成功するだろうか？

　魔術師の数は、昔よりもずっと少ない。

　国民には伏ふせられているが、王族はすでに魔術師の靴の存在を知っている。そのためにディセント伯爵家を靴の番人とした。硝子の靴を履いた死し人びとのヴァイオレット・ファーが現れたところで、警けい戒かいされるだけではないのだろうか。

　それが分からないレイではないはずだ。

　ただ彼の心は、壊れている。

　ヴァイオレットさえいれば、自分の心の傷が癒いやされる。傷の発ほつ端たんとなった過去の出来事まで、払ふつ拭しよくされる。それこそ魔法のように。

　そう信じている。信じなくては、もう彼は生きていけないところまで追いつめられている。

　魔術師を追いつめたシンデレラへ、レイは憎ぞう悪おと同時に憧あこがれを抱いだいていた。王妃シンデレラは魔術師を苦しめた存在でありながら、彼らを最も光のあたる場所へ連れて行った存在でもあったのだ。

　そのゆがんだ気持ちが、現代のシンデレラであったヴァイオレットへ向かった。

　だから、ヴァイオレットを「第二の王妃シンデレラ」にしようとする。ただ彼女をよみがえらせるだけでは気が済まない。レイの中で、ふたりの女性の存在が混ざり合って、彼を苦しめている。

　本当はただ──もう一度、ヴァイオレットに会いたいのだ。彼が愛していた、「あのときの彼女」に。

　彼はそれを認みとめたくないのだ。だから、まどろっこしい理由をつける。幼少期に植えつけられたゆがんだシンデレラ像が、彼の心をねじ曲げる。

「でも、人は変わります。きっかけはなんであれ、大人になってゆきます。お母さんは、レイさんより先に大人になったんですね。レイさんは……置いてきぼりになってしまった」

　魔術師の里で、レイは悲ひ惨さんな幼少期を送った。そこから救い出してくれるのがヴァイオレットだと、彼は信じていたに違いない。

　レイにとってヴァイオレットは神に等しかった。そしてそれは彼のそばにいて、触ふれられる神だった。

　理想のシンデレラではなくなったヴァイオレットを捨てたつもりだったのに、失ってはじめて、捨てられたのは自分だったと気づいたのだ。

　レイは、舞台の半券を捨てられないでいた。

　理想のヴァイオレットだけでなく、本物のヴァイオレットが永遠に失われたことは、彼の心に大きな傷を与えていた。

　彼女はレイを置いていったまま、彼が大人になるのを待たずしてこの世を去った。

　どんな彼女も、もう二度と手に入らない。

　フリージアを捧ささげて、祈るしかない。彼女ともう一度会わせてほしいと。彼女が自分を救ってくれるように。

　レイがほの暗い瞳でたずねた。

「それで終わり？　僕を観察した感想は」

「レイさん……」

「そうだよ、僕は置いていかれた。だから彼女を取り戻す。魔術師に生まれた僕ならできる。もしできないなら──魔術師として生まれた、その意味すらない！」

　彼の靄が濃こくなった。館中の靴箱ががたがた揺ゆれている。

　無理だった。諦めて帰ってもらうことはできないようだ。

　エデルはポケットに手を入れて香水瓶を取り出した。エデルがそれに魔力をこめると、ぱりんと割れて血がしたたる。

「アランさまを助けて、お母さんの棺を取り戻す。私はみなさんをお守りするために、魔術を使います」

「飼い慣ならされたのか。よりにもよってシンデレラ伯はく爵しやく家けの人間に」

「自分で選んだことです」

　エデルの手の中に、紫むらさき色いろの鎖くさりが出現した。

『まずは手始めに、アランがいつも使っている魔術を教えよう。必要最小限の魔力で発動できる。ただし鎖を扱あつかうのは慣れていないとうまくいかない。君の場合、自在に扱えるまでには相当な時間を要するだろう』

　アルヴァの言葉を思い出しながら、エデルは鎖を握りしめた。少しの力加減で粉々に砕けてしまいそうだ。

（これは、本来私が扱う魔術ではないんだ。あまりにももろい。シンデレラ伯爵家の血をお借りして、最低限の形を保たもっているにすぎない）

　不思議なことだが、靴を作るとき──革を梳すくときの感覚に似ている。

　指先ひとつの迷いも許されない。息を止めて、一瞬で革すき機の前にすべらせる。少しでも油断すれば革は均一になってくれず、できあがる靴もゆがんでしまう。

　エデルの手の中の鎖も、油断すればほどけてしまいそうだ。アランはいつもこんなものを自在に操あやつっていたのか。

「そんなものを出してどうするの？　エデル」

　レイは首を傾かしげてたずねた。

　これはとある計画を成なし遂とげるための行程のひとつにすぎない。そのためには、レイの拘こう束そくが必要不可欠なのだ。

　エデルはレイをめがけて鎖をふるったが、鎖が彼の指先を触れると、それは粉々に砕け散ってしまった。

（焦あせってはいけない）

　エデルは諦めずに鎖をふるい続けた。香水瓶はいくつも割れて、そのたびにレイはつまらなそうに鎖を壊し続ける。

「もう終わり？　まさかきみの手札はこれだけ？」

　レイがあざけるように言った。

「他人の借り物で僕に対抗できると思った？　いくら魔力をたくさん持っていても、それじゃあ底のない器うつわに水を注そそぎ続けているようなものだ。ディセント家の人間が使う魔術など、たかがしれている。僕を殺したいなら、もっと殺傷力のある魔術を使わないと」

「……私は、憎しみの心で魔術を使わないと決めました」

「僕をやっつけないと、アランが殺されてしまうかもしれないよ？」

「アランさまは、殺させません。あなたのことも、もう恐ろしいとは思わない。たとえ私の力が小さなものでも、心だけは」

　エデルは言葉を切った。

「心だけは、あなたに支配されることはありません。私がたどり着きたい未来の形を、私はすでに分かっているから」

「……意味が分からないな。気持ちが悪いね」

　レイにはああ言ったものの、エデルの体はとてつもなく重かった。

　息があがっている。鎖を出現させるだけでもかなりの魔力を食われてしまう。

（甘かった。私には硝子の靴を「取り出す」ことはできない）

　アルヴァが教えてくれた魔術は、ふたつ。

　ひとつは、アランが使っている「拘束の魔術」。

　そしてもうひとつは、ばらばらになった硝子の靴をひとつにまとめて──硝子の靴を再生させること。

　硝子の靴は粉々になり、この館の靴箱にはめられてはいるが、条件を満たせば靴の形を取り戻せるのだ。

　ディセント家の人間の血液、そして硝子の靴に匹ひつ敵てきするほどの魔力をもって、はじめて靴を再生できる。

　ただし、アランはもちろん、アルヴァや数代前の当主でも、硝子の靴を取り出すことはできていない。

　昔、硝子の靴の魔術は「誘ゆう惑わく」を得意とするものだった。王子を籠ろう絡らくできたのも、靴の力によるものが大きい。

　そして今の硝子の靴には、魔術師の靴を封じるための力──「封印」の力が施されている。

　ディセント家の子どもたちが拘束や封印の魔術に通じているのも、これに由ゆ来らいしているとされている。

　エデルは硝子の靴を再生させるつもりだった。そして、レイの身に宿やどる魔力を永遠に封じる。

（封印の魔術はその使い道を誤あやまれば命まで封じて……つまり相手を殺してしまう。だから、レイさんに邪じや魔まされないように捕つかまえて、確実に彼から「魔力だけ」を封じたい）

　甘あまいと言われるかもしれない。けれど、魔力がなくなればレイはこれ以上悪さはできなくなる。

　恐怖や怒りの感情で魔術を使わないこと、というのがエデルとアルヴァの間で取り交わした約束だった。

　曇りのある心で魔術を使えば、うまく発動しないか、もしくは自分に返ってくる。

　アランを保護してもらうまで、エデルは怒りと悲しみで混乱していた。そして、アルヴァの言葉で冷静になった。

　自分が望んでいるのは、レイを葬ることではない。ただしその答えにたどり着くまでに、心の中にさまざまな迷路があり、なかなか抜け出すことができなかった。

　アランを奪われるかもしれない恐怖、母の棺を盗ぬすまれた怒り。すべてを取り払ったうえで、エデルが求めるものはなんなのか──。アルヴァに手伝ってもらいながら出した結論だ。

（レイさんを魔術師のしがらみから解放したい。人としての人生を歩んでほしい。レイさんはしがらみに縛られている限り、一生大人になることはできない。お母さんはきっと……レイさんと別れた日、一緒に大人になってほしかったんだ）

　結局ヴァイオレットは、おなかの中にいたエデルを守るためにひとりで大人になることを選んだ。

　でももしあのとき、レイが過去を捨ててヴァイオレットと生きることを選んでいたなら、こんなことにはならなかったはずだから。

「もう万ばん策さく尽つきたみたいだね。しばらく付き合ってあげたけど、こんなものか」

　肩で息をするエデルを見下すようにして、レイは言った。

　いっきに距きよ離りをつめると彼女を押し倒し、首に手をかける。

　レイは逆上しているようだ。エデルを殺してもなんの意味もない、むしろヴァイオレットをよみがえらせる材料がひとつ減るというのに、手にこもる力は本気だ。

「死の恐怖を味わえば、人は簡単に屈くつ服ぷくするんだ。魔術師たちは何人も、こんな目に遭あっては命いのち乞ごいをしてきた。きみも同じだよ。無能な人間になぶり殺しにされる運命のもと生まれてきた。恐るべき魔術師の血が流れているのだからね」

　エデルは必死に抵抗したが、力ではもちろん勝てない。

　苦しみにあえぎながら、エデルはちらりと窓の外を見やった。

（ルディアさまが、来てしまう……！）

　ルディアは館の外で様子をうかがうと言っていた。この状じよう況きようを見たら飛び出してくるかもしれない。

「よそ見しないでよ。僕の目を見て」

　エデルの顎あごを強ごう引いんにつかむと、レイはエデルの顔を覗のぞき込む。

　薄茶の瞳は泥どろのように濁にごりきっている。エデルは身震いをした。このまま目を合わせてはいけない。何か嫌な予感がする。

　そのとき、はっと思い出した。まだひとつ残っている。ルディアが渡してくれた香水瓶。

　エデルはポケットに手を入れて、手て探さぐりで瓶の蓋ふたを外はずした。

　そして、瓶を握りしめ、思い切りレイの顔にぶつけた。

　血糊が彼の顔に降りかかる。

「うわっ……」

　彼の腕からまろび出ると、エデルは近くの靴箱の硝子に触れて、願った。

（お願い。硝子の靴……出てきて！）

　反応がない。硝子細工はただきらめくだけで、なんの変化も起こらない。

　エデルの指先に付着したルディアの血が、だんだん乾かわいてくる。

（どうしよう……どうする。このあとは）

　何もない。もう手札は尽きた。いるのは顔を血で真っ赤にしたたらせたレイだけだ。

　アルヴァが出てくるかもしれない。彼は靴箱館をレイの好きにはさせないだろう。そしてディセント家に忠誠を誓ったエデルを、みすみすレイに渡すことはしないはずだ。きっとどこかで見ている。

　──でも、最後まであがきたい。

　エデルは勇気をふりしぼって、顔を上げた。

　レイの瞳が暗く濁っている。黒い靄があたりを覆おおい尽くし、息をするのも苦しいほどだ。

　彼はエデルのことをじっとにらみつけている。

　エデルは必死で硝子の靴が出現してくれることを願い続けた。しばらく、膠こう着ちやく状態が続いた。

「……エデル」

　レイは少しだけ驚おどろいたような顔をした。

「さっきから僕の目を見て、なんともないの？」

「なんともないって、なんですか？」

　彼の目に何かがあるのだろうか。必死すぎて何かを見み逃のがしていた？

「……？」

　レイは自分に何かをしていたのだろうか。そういえば、何度も目を合わせられたような気がする。

「なんでだ？　一週間前は僕の魔術が効きいたはずだ」

　エデルはいけないと思いつつも、彼の目を見つめた。

　よく見れば、紫色の何かが、けぶるようにして輝かがやいていた。

　──わたくしにはなんの力もありませんから、役には立たないかもしれないですけれど……いざとなったら血糊の目潰しにでも使ってくださいな。

（ルディアさまの血だ……。でも、魔術の気配を感じる）

　彼女にそのたぐいの力はいっさいないと聞いていたのだが──。

　今が好機だった。けれど、肝かん心じんのディセント家の血がもうない。自分ひとりでは、硝子の靴は反応しない。

　エデルが唇を嚙むと同時に、背中を向けていた扉が開いた。




　最初は、アルヴァかと思った。

　エデルは謝罪しようと振り返った。そして、目を見開く。

「アランさま……」

　見間違いかと目をこすったが、そこにいたのは紛まぎれもなくアランだった。

　少し瘦やせたようだが、背せ筋すじはまっすぐに伸びて、顔にかかった前まえ髪がみの隙間から覗く瞳は澄すみきっている。

　アランは険けわしい顔をして、エデルの首筋に触れた。いつの間にかシャツのボタンはどこかに飛んでしまっていて、あらわになった首筋には赤い痕あとがついていた。

（首……絞しめられたときの）

　ひりひりと痛むその箇か所しよを、アランは触れるか触れないかのところまで指先を伸ばし、迷ったような様子で手を引いた。

　そして、痛ましい顔をして言った。

「怖い思いをさせたな」

「大丈夫なんですか？　アランさま、寝てなくても平気なんですか？」

「母さんに叩たたき起こされたよ。想い人がひとりで戦いに赴おもむくのに、いつまでものびているのではないとな」

　それでは、彼は完全に回復したわけではないのか。エデルは不安そうな面持ちになった。

「──硝子の靴を、取り出すんだな」

「はい、そうです……でも、うまくいかなくて」

「エデル。あいつは強力な魔術を使うときに、必ず目を合わせる。そうでなくては発動しないようだ」

　エデルはようやく納なつ得とくした。

（それで、レイさんは動どう揺ようしていたのか……。目を合わせても魔術が発動しないから。ルディアさまの血糊で一時的に目の力が封じられているんだ）

　レイは舌打ちをした。どうやらアランの言うことは当たっているらしい。

「エデル。大事なときにそばにいられなくて、すまなかった。せかしたり、焦らせたりして、つらい思いをさせたな」

　エデルは顔を上げた。ダンスのことだろうか。それとも、アランが倒れたあとのこと？

「お前の気持ちをたしかめたい。お前は、ディセント家に忠誠を誓ったそうだな。父さんに強要されてのことか？」

「いいえ。お役に立てるなら、立ちたいと思いました」

　その言葉は真実だった。

　強要されたわけではない。あのときエデルが頼れるのはアルヴァしかいなかったが、アルヴァはエデルのためにできる限りのことをしてくれた。暗闇をさまよっていた彼女に、道はこちらにあると教えてくれた。

　たとえアルヴァに約束させられなくとも、ディセント家に忠誠を誓っていただろう。

　それに今のエデルには、彼女をこの家につなぎとめてくれる「見えない鎖」が必要だった。

　エデルは魔術師の末まつ裔えいだ。いつでも「あちら側」へ行くことができる。それを防ぐために、誓いは必要だった。

「俺は、お前のことを守らなければ、うまく立ち振る舞わなければと必死だった。けれどお前もそう思っていたんだな。俺を守ろうとし、そしてひとりでこの日を迎えた。こうなるまで気がつかなかった俺は、本当に馬ば鹿かだった」

「アランさま……」

「お前がこの家に忠誠を誓ったというのなら、俺も誓おう。一生、この身をお前に捧ささげると」

　アランはエデルの手をとると、その甲こうにくちづけた。

　そしてエデルの手をそのまま、自身の左胸の上に置いた。

　どくどくと、彼の命が脈みやく打うつさまを感じる。

「あ、あの……」

　愛する人を守るためなら、恐ろしい魔術師になっても構わない。守るための力が欲しい。

　そう思っていたけれど、エデルは考えを改あらためた。

　愛する人の隣となりに立つために、ふさわしい力を得たい。

　どちらかがひっぱるのではなく、支え合えるように。

　不思議だった。今ならダンスも、うまく踊れるような気がする。

「共に誓い合った者同士、苦難をのりきろう」

「……はい、アランさま」

　エデルは目の前のレイに向き合った。

　できるだろうか。でも、やるしかない。

　アランはポケットからナイフを取り出して、手のひらを薄く切った。血のにじんだ手でエデルの手を握りしめると、小さくつぶやいた。

「──家族を愛する少女は、硝子の靴を履いてはならない」

　アランにうながされて、エデルは戸と惑まどった。

　続きを言え、と耳元でささやかれる。

（つ、続きって……？）

　アランは、どうしたんだ、という顔をして自分を見ている。

　彼が口にしたのは、ドゥーガルド・ディセントの手記の一説だ。硝子の靴に関する記述のもの。

　エデルはたどたどしく続けた。

「も、もっとも……もうこの靴だけは……誰の運命も変えることはできない……」

　とたん、靴箱の硝子細工が、すべて無色透とう明めいに変わった。

　エデルは目を見開いた。いったい何が起こっているのだろう。

「父さんから教わらなかったのか。硝子の靴を取り出すには、手記の呪じゆ文もんが必要だ」

　エデルは泣きそうな顔で首をふった。そんなことは聞いていない。ただ、魔術を教わったときにアルヴァは繰り返しこの言葉を口にしていた。

（何か考えがあって、言わなかった……？）

　なんのために。考えようとしたところで、靴箱館の天てん井じようから、シャンデリアのような輝きが降ってきた。
















「硝子の靴……」

　エデルが手を伸ばすと、靴はゆっくりと降りてくる。

「あるじゃないか。硝子の靴が！」

　レイは硝子の靴に我われ先さきに手を伸ばそうとしたが、強い力ではじかれてしまった。

　透明な膜まくのようなものが、硝子の靴を覆っている。

「なんで……」

「レイさん。これは以前の硝子の靴ではありません。封印の力を持つ靴です」

　エデルの手の中に収まった硝子の靴は、美しかった。パンプス型で、飾かざりは甲につけられた透すき通った花だけだった。冷たく、光の加減でほんの少し青みがかって見える。

「あなたの力を封じます、この靴で」

　アランは硝子の靴を受け取ると、しゃがんで彼女の履いていた靴を素早く脱がせた。

「……お前に、魔術師の靴を履かせることになるとは思わなかった」

「──曇りある心でこの靴を履かないと、約束します。アランさま」

　これは、シャルロッテ・ディセントの最後の遺志を継つぐ靴だ。

　彼はエデルの足のつま先に硝子の靴をひっかけて、すべらせるようにして履かせた。

　足の裏が、冷えきるようだった。シャルロッテ・ディセントはこんなものを長いこと履いていたのか。体の芯しんから凍えてしまいそうな寒気を感じる。

　靴はエデルの足に合わせてその大きさを変えてゆく。

　エデルの瞳が、青みがかった紫色に変化していた。ディセント家の子どもたちに、代々受け継がれる色だ。沈しずみゆく直前の空の色である。

　先ほどまで感じていた恐怖や不安は、噓うそのように消え失せていた。

　アランが手を握ってくれている。彼の手のひらから流れる血が、彼の命がここにあると確かめさせてくれる。

「私はこの靴に願います。レイ・バーンゼルの魔力を封じ、彼をただの人にしてください」

　硝子の靴がまぶしく輝きだした。レイは顔を引きつらせる。

　彼は手のひらをかざして、黒い靄をつくりだし、己の姿を覆った。

　硝子の靴から放たれる光の猛もう攻こうがレイを襲おそうが、彼を覆った靄をなかなか払うことができない。

　エデルは無意識に、つま先に力を入れていた。靴の中で血がにじむ。

　アランはエデルと手をつないだまま、もう片方の手でナイフを握り込むと、太ふと股ももに思いきりそれを突き立てた。

　刀身が体の中に埋うもれている。

「あ、アランさま……!?」

「いいか、エデル。ディセント家の血はこの館が味方する」

　アランがナイフを引き抜くと、おびただしい血が流れた。

　そして、そのナイフを靄を切るようにして投げつけた。ナイフはレイの頰ほおをかすり、壁にぶつかって落ちる。

　レイを包んでいた靄はゆがみ、そのゆがみへ硝子の靴の光が進入した。あっという間にレイは光に取り込まれ、床ゆかに倒れ込んだ。

「虫のお返しだ。互いの血は毒のようだな、レイ」

　アランの言葉に、レイはくやしげに顔を向けた。立ち上がる気力はすでにないらしい。

　レイの瞳はすでに薄茶に戻っていた。靄は消え失せ、そしてエデルには分かった。

　履いている硝子の靴の中に、レイの魔力が封じられたことを。

「……レイさん。あなたはシレーヌさま、リリーローズさま、そしてお母さん……彼女たちの運命を弄もてあそびました。そして私の大事な方を、傷つけました。許せない、という気持ちを抱いたのはもしかしたらはじめてかもしれません」

　エデルの言葉に、アランは眉み間けんに皺しわを寄せた。

　エデルはこれまでの人生で、滅めつ多たに人を恨みがましく言うことはなかった。自分に不親切な人が現れれば何かしら自分に悪いところがあるせいだと思ったし、カンディナールに来てからはたいていの人がエデルに優しくしてくれた。

「あなたに会ってから、とても考えさせられました。本当はこれまでのことをすべて許して、分かり合うというのが最善の選択なんです。でもそれをしなければと思うと苦しくて、たまらなかった。今まで大切な人にされたことをすべてなかったことにするなんて、できそうになかった。許すというのはとても難しい。そして私たちは、他人ではありません。それでも……」

　エデルは声を震わせて言った。

「それでも、レイさんと私は他人にはなれない。ならばあなたの罪を受け入れて、これからのことを考えるのが、前に進むということなのだと……私は、ようやく答えを出しました。レイさんの罪は私がこの靴に封じました。これでもうお母さんをよみがえらせることはできません。もしあなたから魔術を奪うことに成功したら、あなたをそのまま解放してもいいと、アルヴァさまに許可をいただいています」

　アルヴァは約束してくれた。レイが脅きよう威いでなくなれば、彼を捕まえたりすることはしない。そのまま見逃してくれると。人として、人生をやり直せるようにしてくれると。

「あなたもまた、魔術師として生まれ運命を弄ばれたひとりです。シンデレラの存在にとらわれ、そこから抜け出せなくなった。でも……ただの人になってしまえば、もうその恐ろしい道から、別の道へ抜けていくことができます。あなたは、お母さんのいない……シャルロッテ・ディセントもいない、あなたの人生を歩んでください。私のことは、許さなくても構いません」

　自分はなんて残ざん酷こくなことを言っているのだろう、とエデルは思った。

　彼から力を奪い、目標を奪い、そして命だけを残した。

「いっそ、殺してくれた方が親切だった」

　レイが口にした言葉に、エデルは胸がえぐられるようだった。

　家族を愛する少女は、硝子の靴を履いてはならない。

　──その通りだ、とエデルは思った。

　今エデルの唯一の肉親は、己おのれの運命を嘆なげいている。

（こうするしかなかったと思う。でも私も……人の運命を弄んでしまったのかもしれない）

　エデルはぎゅっとブラウスを握った。

　レイの魔術を残したままにしてしまえば、被害者が増える。そして彼自身も魔術師としての人生にとらわれる。

　でも、魔力を奪ったところで、何も変わらなかったなら──。

　エデルは頭をふった。

　それでも、愛する人を守るためにこの力を使うと決めたのだ。

　私にできる最善の選択は、これしかなかった。

「きみも、あのときのヴァイオレットと同じ顔をするんだね。また僕は、失敗したのかな」

「レイさん……」

「僕を許そうと努力したことで、きみの心がひとつ成長したわけだ。僕の力を奪い、自分を許さなくていいと言うことで折り合いをつけた。すべての人に好かれることも、すべての人に正しいと言ってもらうことも、不可能だときみはおぼえた。大人らしく」

　レイはぼんやりと続けた。

「シャルロッテ・ディセント、ヴァイオレット・ファー……理想の少女はすべて彼方かなたの向こうへ行ってしまう。そして永遠に手が届かない。長年がんばってきた、答えがこれか」

　アランが厳しい声で答える。

「手が届かないからこそ、美しい。そういうものもあるだろう。お前はそれをずっと追いかけ続けていただけだ。でも、そろそろ潮しお時どきだろう。夢はいつしか醒めるものだ。この靴箱館は、夢から醒めたシンデレラが残した現実だ」

　エデルの足から、硝子の靴が消えた。光の粒りゆう子しとなり、無数の靴箱の硝子へ吸い込まれてゆく。

　硝子細工が色を取り戻したとき、本当に夢から現実へと引き戻されたかのようだった。

　エデルはため息をついた。

　これで終わったのだ。すべて。
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「どういうつもりだったんですか、父さん」

　アランは怒おこったような顔でたずねた。

　太ふと股ももの傷がずきりと痛む。レイが魔力を失ったことにより、自分の中に巣くっていた彼の魔術は消しよう滅めつしたものの、傷つけた足は治なおらない。

　松まつ葉ば杖づえでの歩行を余よ儀ぎなくされたアランだが、便利な車くるま椅い子すは使っていない。この父に見下ろされるのは、どうにもしゃくだからだ。

　父・アルヴァはしばしカンディナールの屋や敷しきに滞たい在ざいしていた。足に怪け我がを負おったアランを気き遣づかって──というわけではない。

　本当の目的は、力を失ったレイを監かん視しするためだった。あのあとレイは意識を失い、ディセント家で身み柄がらを預かったのだ。

　魔力を封ふうじられたレイはしばし昏こん睡すい状態まで体力を落としていたが、徐じよ々じよに体力を取り戻もどし、やがて問題なく日常生活を送れるようになった。

　アルヴァはたびたびレイの状態を確認した。彼が無害であると判断すると、ようやく屋敷の外に出してよいという許可を出したのだ。

　エデルは彼を送り出すために、付き添そって駅まで出かけた。

　アランはついていくようなまねはしなかった。

　すでにレイは脅きよう威いではなくなった。彼をとりまいていた底知れないほどの暗い雰ふん囲い気きはすっかり息をひそめ、長らくベッドに寝ついた病人のように弱々しくなっていた。

　レイのことは、これで終わった。

　父アルヴァがこの屋敷に滞在する理由もなくなった。彼が本ほん邸ていへ戻る前に、確かめたいことがあるのだ。

　靴くつ箱ばこ館かんで硝子ガラスの靴くつを呼び出したときのことである。

　アルヴァはひょうひょうとした様子で言った。

「どういうつもりとは？」

「エデルに肝かん心じんの硝子の靴を出現させる言葉を教えなかった。しかも、あのときあなたは靴箱館の近くにいたんでしょう」

「ああ、ルディアと一いつ緒しよにな」

　アルヴァは涼すずしい顔だ。

　まったく悪びれない様子で、あろうことか葉は巻まきを取り出している。アランはあの匂においが嫌いだというのに。

「ルディアが飛び出していこうとするのを止めていたんだよ。兄きよう妹だいそろってあの魔術師にやられてしまうわけにはいかないだろう」

「エデルは硝子の靴を取り出せないまま、死ぬかもしれなかったんですよ」

「お前が来るから大丈夫だろうと思ったまで。ダリアは役立たずを嫌きらうからなぁ。しかも飽あきっぽい。ベッドで寝ているだけのお前にがっかりして、殴なぐるなり蹴けるなりして叩たたき起こすだろう」

　実際、ダリアは手が早かった。手のひらにありったけの魔力をこめると、アランの頰ほおを叩いて起こしたのだ。

「おはよう、私のかわいい息子むすこ。頰がぴりぴりする？　ちょっとしたショック療りよう法ほうよ」と微笑ほほえんでいたが、威い力りよくが「ちょっとした」を超えていたのは頰に残った手のひらの痕あとでありありと分かった。

　ダリアは息子に文もん句くを言う暇ひまを与えず、こう続けた。

　ところで、あなたの想い人がたったひとりで父親と戦うそうだけれど、寝ね間ま着きのままでいいのかしら、と。

「あれに任まかせておけばどんな病傷人でも選せん択たくを迫せまられるだろうな。飛び起きるか、今すぐ死ぬかだ」

「……」

「私もせいぜい看かん病びようされないように気をつけなくてはいけないな。まぁ、お前も母親のおかげで元気にカンディナールまで駆かけつけられて結けつ構こうだっただろう」

　元気に、というわけではないのだが。

　意識を失う前より体の不ふ快かい感かんはましになっていたものの、時折内臓がぞわぞわしたり、意識がくらむときがあった。

　それでもエデルがひとりでレイと戦うと聞いては、多少の不調など些さ末まつなことだ。

「それにしたって、エデルに加勢もしないとは、意地が悪いのではないですか」

「本当に危険なら私も出たよ。だが正直、あの魔術師の力は私の力を凌りよう駕がしていたからね。私が出たところで犬死にしたかもしれない」

　アランは驚おどろいた顔をした。

「こればかりは本当だ。内に秘めた魔力の量が違ちがいすぎる。靴箱館の外からあの魔術師をちらりと見たが、けた違いだった。あの魔術師がまっとうな心で魔術を使っていれば、たとえ硝子の靴を使ったとしても封印できなかったかもしれない」

「まっとうな、心で……」

　レイはおかしくなっていた。エデルにあとから聞いたが、魔術師の里の因いん習しゆうが彼の心に深い闇やみを落としていたようだ。

　彼の心を救えるかもしれなかったヴァイオレットが不ふ慮りよの事故で亡なくなったことで、レイの心は闇の中をさまよっていた。

　彼はなまじ力があっただけに、ヴァイオレットをよみがえらせるなどという荒こう唐とう無む稽けいな夢を現実にしようという妄もう執しゆうを抱いだいてしまったのだろう。

「エデル・アンダーソンが強大な魔術師と渡り合えるのか、予想はつかなかった。私が考えるべきはどの段階であの子とルディアを屋敷から逃にがすか。機を待っていたんだ」

「最初からレイに挑いどむつもりはなかったということですか？」

「あの魔術師の親子のことは、本来私たちが関わり合うべきことではない。ふたりで勝手に争えばいい。ただエデルはディセント家に忠ちゆう誠せいを誓ちかっている。私は娘むすめと、使用人は守らなくてはいけない」

（使用人……エデルのことか）

　アランはこめかみをひくつかせた。アルヴァに言わせれば、彼女は使用人にすぎないということなのだろう。

　アルヴァはマッチをこすって、葉巻に火をつけた。

「硝子の靴は、大きな魔力を持っているからといって、呪じゆ文もんを知っているからといって、おいそれと取り出せる代しろ物ものではない。本人の心が研とぎ澄すまされたときに、靴はその気持ちに応える。ただし、あの子はいろいろな意味で例外だ。ひとりで硝子の靴を取り出すことができてしまうかもしれない。私があの子を保護したとき、彼女は怒いかりと悲しみで、父親を殺すことも考えていた。そんな状態で魔術師の靴を履はけば、どうなるか分かるだろう？」

　紫し煙えんがあたりにたちこめる。アランは顔をしかめた。

「彼女はひとりぼっちで靴箱の蓋ふたを──この靴箱館に封じられた魔術の蓋を、開けるべきではなかった。だから呪文は教えなかった。お前がそばにいてはじめて、あの子は靴箱館という、大きな蓋を開けられる」

「父さん……」

「その方が、ロマンがあっていいかなと、考えてな」

「……」

　殴りたい、とアランは拳こぶしを震ふるわせたが、我が慢まんした。

　アルヴァは顔をにやつかせた。

「この身をお前に捧ささげる？　だっけ？　あのときはもう安心して傍ぼう観かん者しやでいられたよ」

　アランは顔をみるみる紅こう潮ちようさせた。

　たしか、その台詞せりふはエデルを助けに行ってすぐに言ったものだ。

「ど、どこから聞いてたんですか。靴箱館の壁かべは厚いはずで……」

「いや、お前扉とびら開けたまま入っていったじゃないか。そうしたらもう聞くなって言う方が無理だろう。子どものときに扉と瓶びんの蓋は開けらすぐしめるって乳う母ばにちゃんと教わらなかったか？」

「やめてください。今すぐ記き憶おくから抹まつ消しようしてください」

「早くダリアに話したいなぁ。お前のおかげでここ数日妻に会えていない。本邸にいたときはエデル・アンダーソンに魔術を教えるのに忙しく、こちらに移って事件が終わったかと思えばレイ・バーンゼルの監視だ」

「俺の……おかげ？」

「当たり前だろう。お前がレイに対たい抗こうできていれば、私が出てこずとも済んだのだ」

「父さん、その件は言い訳のしようもありません。ですが、俺とエデルでレイのことは片づけました。これから努力して、エデルにふさわしい男になります。彼女との結婚を認みとめてください」

「それとこれとは話が別」

　煙けむりを思い切り吐はかれ、アランはむせる。

「言っただろう。お前には彼女を守りきる力がまるでないと。今回はまぁ、足を犠ぎ牲せいにしてまで決定打を与えたことは褒ほめてやってもいい。だが、それだけではだめだな。何度も言うが、そんなに結婚したいのなら別の女性を選べ」

「エデルのことが気に入らないのですか？　彼女はディセント家のために──」

「気に入ってるよ。あの子は飲み込みが早い。魔術の才能がある。しかもあの子が触ふれたことで、ルディアまでその力を開花させることになった」

　アランは目を見開いた。その話は初耳だ。

「だからこそ脅威なんだ。使い方を誤あやまれば、彼女はとんでもない化け物になりかねない。火事場の馬鹿力もたいしたものだ。レイの目を封じたときは、さすがに私も驚いたね」

「エデルが、脅威……？」

「あの子がお前を信じて、ついてきているうちはいい。彼女はまだ若いし、男もよく知らないだろうから、お前でもよく見えるだろう。お前が世界で一番素敵な男性とだまされているうちはまだなんとかなる。問題はその先だ」

「だまされるってなんですか。俺はだましたおぼえはない」

　聞き捨てならない言葉に、アランは憤ふん慨がいした。

「若さゆえの勢いきおいだけではどうにもならないこともあるということだよ。普通の女性なら勢いでごまかせても、あの子は無理だ」

　アランは不服そうな顔をした。

「俺は、勢いだけで言っているわけじゃ……」

「あの子と結婚したら、何年後、何十年後、この家はどうなっているかな。あの子が私たちを裏切って、靴箱館中の魔術師の靴を持ち出して、レイの二の舞になったらどうなる？　血は争えないと言うだろう。あの子はどんなに努力しても、こちら側の人間にはなれない」

「それは彼女に対する侮ぶ辱じよくです。訂てい正せいしてください」

「あの子は忠誠をそう簡単に破るような娘ではない。それは私も分かっている。だが自分の身近な人間が攻こう撃げきされることに慣なれていない。攻撃されるのはいつも自分だったからだ」

　アランは押し黙だまった。

　今回、レイの標ひよう的てきになったのはエデルのそばにいた自分だったのだ。

「彼女はカンディナールで守りたいものが増えた。人間としては喜ばしいことだ。だがその分、彼女の弱点は増える」

「それは……」

「魔術師のコミュニティが彼女の存在に気づけば、何がなんでも彼女をとりこもうとしてくるだろう。何せ彼らはレイ・バーンゼルを失ったからな。代わりになる人間がいるなら欲しいに決まっている。そのときディセント家の女主人の立場であったら、彼女はさらなる争いの渦か中ちゆうに巻き込まれる」

「……」

「守るだのなんだのは、そういったことをすべて見み据すえてから口にすることだ。おままごとはいい加か減げんにして、お勉強しておぼえた薄うすら寒い台詞をせいぜい別の女性に吐いておけ。私はそのたびに面白がってやるから」

　アルヴァは灰皿を探したが、アランの部屋にはない。上じよう機き嫌げんで部屋を出ていった。

　残されたアランは、足の痛みに顔を引きつらせながら、カーテンを引いて窓を開けた。

　風が煙の匂いをさらっても、気分は晴れなかった。
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　胸元で、すみれの花をかたどったブローチが光っている。

　エデルは汽車が到着するのを待っていた。彼女が乗る汽車ではない。

　レイは、これまでのことが噓うそのように弱々しくなった。

　青白い顔にうつろな目をして、ぼんやりと人混みをながめている。

　魔力を失い、彼は抜ぬけ殻がらのようになってしまったのだ。

（私は……何をしているんだろう。レイさんをここまで追い込んでしまった張本人は、私だというのに）

　それでも、彼を放っておくことはできなかった。彼がディセント家を出ることになり、こうしてのこのこと駅までくっついてきてしまった。

　屋敷から彼を追い出して、出て行けと言ってしまった方がもしかしたら彼のためになったかもしれない。エデルを恨うらみ、許さないことで生きる力が湧わくのなら。

　──どんなにエデルを恨んでも、彼はもう魔術で人を陥おとしいれることはできないのだから。

　レイはぽつりとたずねた。

「きみは、僕がきみのことを恨んでいると思っている？」

「……分かりません。今日までレイさんとお話しすることは、許されていませんでした」

　アルヴァは、エデルとレイを会わせなかった。「会わない方がいい」と言った。

　エデルも、自分の心が落ち着くまでは難むずかしいだろうと思った。もし彼に恨み言を言われても、平然としていられる自信がなかった。すべてを受け止めなくてはいけないのに。

「最初はきみのことが憎にくくてたまらなかったよ。ヴァイオレットと、もう二度と会えないと思うとね」

　エデルは思わず下を向きそうになったが、ゆっくりとレイの顔を見た。

（レイさんの気持ちを、ちゃんと聞かなくちゃ。私には、彼の力を奪うばってしまったことに対する責任がある）

　自分と同じ薄茶の瞳ひとみを見つめる。

　その瞳にはなんの感情もなかった。彼が以前見せていた、不ぶ気き味みなほどに落ち着き払った目でも、怒りをあらわにした目でもない。

　戸と惑まどったが、エデルは目をそらすことはしなかった。

「時間が経たつと、僕の人生はなんだったかを考えるようになった。そして分からなくなった。ごちゃごちゃになっているんだ」

「ごちゃごちゃに……？」

「僕の過去が、他人の過去と混じり合っている気がした。記憶を消した人物が経験したことなのか、僕自身が経験したことなのか、分からなくなっている思い出がいくつかあった。本当はもっとあったのかもしれない」

「レイさん……」

　レイは幼おさない頃から他人の記憶を消し続けていた。そのたびに記憶を共有していた。つらい思い出をおぼえているのは、世界でたったひとり、彼だけだ。

　言うなれば、他人の人生の一部を植えつけられるようなものだったのだ。分からなくなって当然なのかもしれない。

「でも、僕はもう関わり合わなくていいんだね。他人事みたいで……楽になったかもしれない」

「あの……レイさんの……これからの人生は、他人事ではありませんから。あなたのための、人生ですから……」

　エデルは迷まよいながらも続けた。

「今履いていらっしゃる靴……お直しさせていただきました。革かわは新しいものに張り直して、靴ひもは交換して、かかとも傷口を埋うめて整えてあります」

「……どうりできれいになっていると思った」

　レイが昏睡状態になっている間、エデルは彼の靴を預あずかって手入れをしていた。

　彼はいずれここを出て行く。自分以外の人は彼を送り出すことはしないだろう。そしてエデルも、彼のそばにずっといるわけにはいかない。レイはひとりぼっちで歩いて行くのだ。

　新しい靴をこしらえてもよかったが、間に合わないかもしれなかった。それに、彼がエデルの作った靴を履いてくれるとはかぎらない。

　それでも何かしたくて、彼が野の良ら犬いぬのにように追い出されるのに耐たえきれなくて──こういうのを、偽ぎ善ぜんというのかもしれない。

　悩なやんだが、エデルは彼の靴を新品と同様になるまで整えることにしたのだ。

　偽善と言われてもいい。ただ、エデルは彼の悲しい運命を変えたかった。靴は人の運命を変えると、エデルは祖そ父ふに言い聞かされてきた。

　クリームをつけて彼の靴を磨みがきながら、エデルはただ願った。

　この靴を履いていた彼が誰かに傷つけられたり、また誰かを陥れたりした過去があったとしても。

　こうしてきれいさっぱり汚よごれをぬぐい去れば、違った未来がやってくるかもしれない。

　いやな思い出は清算して、彼が夢中になれる、別の何かが見つかればいい。

「新しい人生を始めるには、靴はきれいであったほうがいいと思いました。余計な真似をしたかもしれません」

「……いいや」

　そっけない返事だったが、拒絶されたわけではないと分かったので、エデルは安あん堵どした。

「……どこへ行くかは、決まったのですか？　レイさん」

　レイは頰に傷きず跡あとをこしらえたままだ。アランの投げたナイフの傷は浅かったはずだが、こめられた魔力のせいかきれいに治らなかった。

「まだ。でも王都には行かない。この国を出るかもしれない。シレーヌのところへも行かないから安心していいよ」

　レイはそうつぶやくと、ぼんやりと人通りをながめた。

「研究は続けるのですか？　魔術師の発生と、消失……についてでしたっけ？」

「そう。魔術師は消える運命なんだ、エデル。きみが僕の力を封じなくとも、いずれ僕たちの力は消えてなくなる運命だった」

「……どういうことですか？」

「クジュラ国はかつて世界一の文明を誇ほこっていた。だが消えてしまった。なぜなのかを僕は長いこと研究し続けていた。魔術師は発生したり消滅したりするのではない。どの人間の中にも、平等に魔術師の素質は埋まっている。ただそれがうまく出せる人と、そうでない人がいる。魔術師でない普通の少女が靴という道具を使って、魔術を扱あつかえるように」

　エデルはうなずいた。シレーヌもリリーローズも、そして彼女たち以外に魔術師の靴を履いた女性たちも、いずれも普通の人間だった。

「魔術の力はね、面白いことに足の裏に集まるんだよ。クジュラでは靴の代わりに『踏ふみつけ石せき板ばん』というものを使っていた。まだ靴が生まれていなかった、大昔の時代だ。魔術を扱う者が、術式を石板に彫ほり、それを踏みしめると魔術が発動する仕組みだったんだ」

「踏みつけ石版……？」

「人々が靴を履くようになったのは、実は足の保護のためでなく、踏みつけ石版を持ち運びできるようにするためという説がある。魔術師の靴の原型はクジュラで発見されているんだ。足の形に合わせて魔術の術式が彫られた板が見つかっている」

　足を守るためでなく、魔術を扱うために、靴が生まれた……？

　だが、人の装身具にはさまざまな種類があるのに、魔術師の石板がなぜ「靴」の形をとったのかは、説明がつく。

　数百年前は、靴は左と右の区別もつけずに作られていた。足を保護する目的で靴を作ったなら、あまりにもずさんな作り方だ。でも、目的が違っていたなら……。

「当時は高位の魔術師が道具として履いていたもの、それが靴だった。それは大地に恵みをもたらしたり、幸せな夫婦の門かど出でを祈いのるために履かれた」

「とても……いい靴だったのですね」

「僕はいくつも石板を発はつ掘くつしては、その術式を読み解いていた。最初は水や火を生み出すための術式が多かったのに、時代が新しくなるにつれ、人を呪のろうための術式だったり、敵対部族の村の作物を根絶やしにするための術式になったりする」

　はじめは暮くらし向きをよくするために使っていた魔術が、だんだんと人を陥れる魔術になる。

　魔術は食べ物が腐くさり始めるように、少しずつ、確実にその力をおぞましいものにしていく。

「クジュラ国でもオルハラ国でも、最初のうちは魔術師が人を牽けん引いんする存在になるんだ。そして、そのうち力を利用して争いを始める。クジュラ国では、魔術師たちが大きな戦をいくつも起こした。そして急速にすたれていった」

「争いで、みなが疲ひ弊へいしたからですか？」

「そうじゃない。争えるほどの力を持つ魔術師が、ある日突然生まれなくなったんだ」

「生まれなくなる……？」

「どの魔術師の女からも、たいした力を持たない者が生まれるようになった。強大な魔力を持つ親から生まれたにもかかわらず、子どもたちの力は微び々びたるものなんだ。この不思議な現象については、当時の魔術師たちもついぞ解明できていない。食べ物や水が悪い、太陽や月の光が母ぼ胎たいに悪あく影えい響きようを及およぼす、戦の時期に夫と離れているのがよくない──あげればきりがないが、あらゆる可能性を探さぐり、あらゆる方法を試ためしたが、彼らは絶滅していくことになった」

　争いを続けた魔術師たちは、力を持つ次代の担にない手てを失った。

　エデルはふと、アルヴァの言葉を思い出した。

　恐きよう怖ふや怒りの気持ちで魔術を扱ってはならない。魔術がうまく発動しないばかりか、それは自分に跳はね返ってくることにもなりかねないから──。

（アルヴァさまが言っていたのは、こういうこと？）

　少ししゃべり疲つかれたのだろう。レイは、エデルが手入れした靴を見るともなく見ている。

　そして、ぽつりぽつりと話し始めた。

「僕は神を信じていない。ただもし神が存在するとするならば、神が魔術師をこの世に落とした意味があるならば、それは人間にどこまでの力を与えるべきか、じっくり観察したいからだと思う。度が過ぎれば、便利な存在は取り上げられる。僕は抗あらがいたかった。魔術師は気まぐれに生まれた異端の存在ではなく、この世で認められるべきものだということを、知らしめたかった。でも、もう僕は普通の人間だ」

「レイさん……」

「どうすればいいのか、途と方ほうに暮れている、というのが今の僕を表すのにぴったりの言葉だ。いっそのことすべてを忘れてしまいたい。けれど忘れるための魔術を、僕は使うことができない」

　エデルは胸元のブローチを外はずして、差し出した。

　母の形見の、アメジストのブローチだ。

「……私たちは、普通の親子のようにはなれませんでしたね。でも……ヴァイオレット・ファーの思い出を共有する者同士として……私はあなたのことをおぼえています。ずっと」

　レイは冷たい目で、エデルの手のひらに輝かがやくブローチを見下ろした。

「ヴァイオレットの思い出は受け取れない。今の僕には残ざん酷こくすぎる」

「レイさん……」

「彼女の棺ひつぎは、フロンデの、きみがもともと暮らしていた家の屋根裏にある。たしかめてみるといい。あの家は未いまだに空あき家やだったから、利用させてもらった」

　レイはエデルの髪のリボンを、しゅるりとほどいた。

「代わりにこれをもらっておく」
















「え……？」

「ヴァイオレットの思い出を、共有する者同士として」

　レイはエデルのリボンを丁てい寧ねいに折りたたむと、胸むねポケットにしまった。

「そしてもう僕は二度と、きみの前には現れない。会うのはこれが最後だ、エデル・アンダーソン。僕の思い出はきみには残さない」

　汽車がやってきた。乗客たちが切符を手に、乗車口の前に集まっている。

　レイは立ち上がったが、ふと足を止めてたずねた。

「きみはまだ、アランと結婚するつもりなの？」

「……アランさまが、そう望んでくださる限りは」

「最後に忠告しておくよ。やめたほうがいい。でも、どうしても諦あきらめきれない場合は、ひとつだけ方法がある」

「ひとつだけ……？」

「アランと一緒になりたいならば、子どもをたくさん産むことだ。このさい結婚する前でも構かまわない」

　エデルは面くらって、レイを見た。

　子どもを産む──。

　まったく考えも及ばないことを言われて、何も言葉が出てこない。

「ディセント家の人間は、魔力が少なくなってきている。きみが力のある子を多く産み、魔術に長たけた軍隊を作ればいい。それができるのはきみだけだ。十分に交こう渉しようの材料にはなるだろう。神がきみから力を奪おうとしない限り、きみの子もまた『神童』になるはずだ。力のある子どもを産めることが証明できれば、きみの価値は、貴族の娘とは比べものにならない。」

「あ、あの……」

「そうなったら、あの家で主導権を握にぎるのはきみだ。現在の当主が君とアランの結婚に前向きでないなら、身分の問題以上にそれを恐れてのことだろう。敵対勢力の娘が家の力を掌しよう握あくする。これは由ゆ々ゆしき問題だ。せいぜいひっかきまわしてやるといい」

　レイはトランクを手にして、帽ぼう子しを深くかぶった。

「じゃあね、エデル。さようなら」

　エデルは迷った。最後くらい、彼を「お父さん」と呼ぶべきだろうか。

　しかし、エデルは穏おだやかな顔で言った。

「──レイさん、お元気で」

　レイは彼女の前から永遠に消え去ることを選んだ。これからエデルの父として生きるつもりがないから。

　でも、エデルのことを忘れないと言った。

　これが答えだ。自分たちは世間の人たちのような親子関係は築けなかった。

　互いのために、これから一生、再会はしないと誓う。

　だからエデルも、彼を父と呼んだりしない。

　レイが自分に何も残さなかったのは、ある意味彼がはじめて見せた、優しさだったのかもしれない──。

　彼を乗せた汽車が遠ざかってゆくのをながめながら、エデルはそう思った。





[image: ]






　エデルは靴箱から丁寧に舞ぶ踏とう靴ぐつを取り出した。

　新しん鮮せんなレモンのように鮮あざやかな黄色の革に、カーネリアンと呼ばれる赤みの強いオレンジ色の宝石を散りばめた靴だ。

　足首に優しくまきつけるアンクルストラップには、葉をイメージした深い緑の革を使っている。木製のヒールには同じ色の革をかぶせ、二色使いバイ・カラーの調和のとれたデザインだ。

　かかとには、光こう沢たくのあるベージュのリボンを垂たらしてある。

「お待たせいたしました。ひまわりのように、してみたのですが……。出来上がりはいかがでしょう」

　令れい嬢じようは、靴を手にとって目を輝かせた。

　少し前に接客した十四歳の令嬢の、舞踏会のデビュー靴ができあがったのである。令嬢にはお願いして、仕立てあがったばかりのドレスを靴店に持ってきていただいた。

　はっきりとした色のバイ・カラーは大人の女性が履くとぴしりと決まるものだが、エデルは成長途中の女の子が履いても似合うと考えている。

　今回のお客さまの場合は、特にそうだ。

　舞踏会を楽しみにしてみたり、でも不安になってみたり。鮮やかなドレスに胸をふくらませる気持ちと、貞てい淑しゆくな母親に気に入ってもらえるような姿でいたい気持ちがある。

　どちらも矛む盾じゆんしているようで、どちらも本物の気持ち。

　幸福も不安もせわしなくやってくるのは、すべての女性に共通していると思う。──自分のことも含ふくめて。

「すべてをこの黄色の革にしてしまうと、引きしめる印象の色がなくなってしまいますので。ストラップとヒールだけ、ダンスを踊おどったときにちらりと見える部分は色を変えさせていただきました」

「……足元に、ひまわりの花が咲いているみたい」

　令嬢は喜んでくれたようだ。エデルはほっとした。

　付き添いの母親も片方の靴を手にとってたしかめる。

「柔やわらかいクッションを入れてくださっているのね」

「はい。中なか敷じきには多めに入れました。踊り疲れてついつい壁によりかかりたくなる靴にならないように」

　指に負ふ担たんがかからぬよう、つま先も丸みのあるデザインにしている。もともとひまわりをイメージするならカーブのきれいな靴にしたほうがいいと考えていた。

（ひまわりはとがっているよりも、丸みのあるほうがデザインもきれいに仕上がるし……）

　ディックが底をきれいにならしてくれているので、仕上がりは完かん璧ぺきだ。

「……履いてみませんか？　ドレスもお召めしになって」

　令嬢がうなずくと、母親がドレスの箱の蓋をあけた。

　光沢のあるドレープの入った、鮮やかなオレンジ色のドレスが顔を出す。クリームがかったパールと細こまやかな刺し繡しゆうが入っており、裾すそや袖そで・襟えり元もとには同じくクリーム色のフリルがあしらわれていた。

　母親は令嬢のドレスをあっという間に着付けていった。エデルが手伝えることなど、ほとんどなかった。

　全身が映る鏡を運ぶ。エデルはしゃがんで令嬢に靴を履かせると、ストラップのベルトを締しめた。

　令嬢は頰を紅潮させたまま何も言わなかった。しばらくして、一言だけつぶやいた。

「……お母さま、ありがとう」

　エデルははっとして、彼女の母親の方を見た。

　ハンカチを取り出して、目元を押さえている。

「……いやね。まだ舞踏会は始まってもいないのに」

　鏡に映る彼女の娘は、少し幼さが残ってはいたが、どこから見ても立派なご令嬢だった。可か憐れんでたおやかな姿を見み初そめる男性は、きっとたくさんいるだろう。

　靴はドレスの下で、きらきらと装そう飾しよくのカーネリアンを輝かせている。まるで太陽の下で花開いているかのよう。

「ベッドから起き上がれなかった頃が噓みたい。私、本当に舞踏会へ行けるんだって、今はじめて実感できました。お母さまには小さい頃からたくさん心配をかけてしまったけれど」

　令嬢は靴を見下ろしてから、顔を上げた。

「あのタウンハウスで過ごした頃を思い出しました。窓の向こうのひまわりを見ていたときのこと。お母さまは私に付き合って、長いことベッドのそばにいてくれました。ようやくお母さまと一緒に、外の世界へ行けます」

　微笑み合う母おや娘この姿を見て、エデルは胸を撫なで下ろした。

　靴は、人を送り出すものなのだ。

　苦難の日々から、まだ見ぬ未来へ。暗くら闇やみから、光ひかり射さす場所へ。

「──行ってらっしゃいませ。その靴が、運命の一足になりますように」

　エデルはその手で、たくさんの人を送り出してきた。少女たちを舞踏会へ、新しい目標のある土地へ、恋しい人のもとへ。──そして、自分の父親も。

　靴の数だけ、人生がある。

　ひまわりの靴はご令嬢だけでなく、彼女を幼い頃から支え続けた母親にも語りかけたのだ。あなたの大切な娘は、もう立派な大人になったのだということを。

　エデルはふたりの姿を見て、ふと思った。

（私は……これからも、靴を作り続けたい。送り出す人でいたい。おじいちゃんの教えを継ついだのは、私だけだ。私はそれを伝えていかなくてはいけない）

　靴は人の運命を変える、とエデルの祖父、デルタ・アンダーソンは教えてくれた。そしてその技術のすべてをエデルに継けい承しようした。

　エデルはガラスドームでこうして靴を作り、お客さまに渡してきた。けれど職人として、次の世代へと伝えていくことまでは考えていなかった。新米の身でそこまで考えが及ばなかったのである。

　でも、もしアランが妻にと望んでくれて、万が一──幸福にもその願いが叶かなえられたら、この仕事から離れることになるかもしれない。そうなれば、祖父の教えは誰にも伝えられなくなる。

　デルタ・アンダーソンの技術はカンディナール中の靴屋が欲しがっている。アランも以前、祖父を工房に誘さそったがとうとう口く説どき落とすことはできなかったという。

　もしかしたら、祖父はエデルのためにあえて田舎いなかに引っ込んだまま人生を終えたのかもしれない。母ヴァイオレットが、エデルの父親であるレイの存在を隠かくしておくために、絶ぜつ縁えんしていたデルタに娘を預けていたなら。デルタはおいそれと都会に出ていこうとは思わなかっただろう。

（おじいちゃんがもし、ガラスドームの誘いを受けていたら、ガラスドームの靴はもしかしたら……今とは違う形になっていたのかもしれない）

　祖父がもくもくと靴を作る背中が好きだった。彼はかつてこの靴職人の街で、花形の称号である試し作さく師しであり続けたという。デルタの技術が受け継がれた、ガラスドームの姿を、見てみたいと思った。

　──私は、靴職人として……まだ、やりたいことがある。

　まだ時間も経験も足りないけれど、いつかは。

　アランと話をしなければならない。エデルはお客さまの喜ぶ顔を見ながら、そう思った。
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　目標を新たにしたエデルだったが、現実は山積みの仕事が待っていた。

　祖父の技術をガラスドームへ……という壮そう大だいな夢を叶える前に、目の前の注文票をなんとかしなくてはならない。

　当然ながら、エデルがディセント家の本邸で魔術をおぼえていた一週間──ガラスドームに出勤することはなかった。

　貴重な甲こう革かわ師しがひとり不在となった靴店は、目がまわるほどの忙いそがしさだったようだ。

　机の上に山積みとなったデザイン画と、ナンバリングされた靴型の数々。ひとつひとつ手にとってたしかめてみる。

　やはり、オレンジの靴の注文が一番多かった。かぼちゃのような鮮やかなオレンジの革に、大粒の真珠をたっぷり載のせたり、ヒールだけをにんじんのような色で革張りしたりとさまざまだ。甲こうに琥こ珀はくを施ほどこした靴などもある。

　エデルはとりかかっている注文のデザインと作業工程表を改あらためて見直した。

　すでにこの靴底はディックが作り終わっている。エデルが甲を縫ぬい上げて、セスがパーツを縫い合わせるのだ。

　接客を終えた夕方から作業にとりかかり、我われながらよく進められた方だとは思う。それでも、全体の進しん捗ちよく度どから比べればまだまだだが。

　急いでいるからといって作業はおろそかにしない。ひと針ひと針、心をこめながら刺さす。この靴には令嬢たちの気持ちがたくさん詰つまっているのだ。

（あともう少しだ。黄色い花びらの大きな花はな柄がらはもう縫いとったから、ところどころにオレンジパールを散らすだけ……）

　指先がおぼつかなくなっている。パールを一粒こぼしてしまい、エデルはあわてて床ゆかからすくいあげた。

「エデル、そのくらいにしといたら？　ここに皺しわが寄ってるよ」

　向かい側で革をすき終わったセスが、笑いながら眉み間けんに人さし指をさす。

「えっ」

　エデルは思わずおでこを押さえた。しかめ面つらで作業していたのだろうか。

「山は越えたから平気だよ。あとはジジが作業する分だけ」

「あと、私の刺し繡しゆうが」

「貸してごらん」

　セスはエデルから縫い糸と革を取り上げると、すいすいとパールを縫いつけ始めた。目にもとまらぬ鮮やかさだ。

「この靴が終われば、大物は終了なんだ。あとは比較的装飾が少なめのものや、すでに靴型がある常連さんのものだけ。注文票はたくさんあるけど、実は前半に作っていた靴より作業工程が楽なんだよ」

　エデルは注文票を確認した。本当だ。セスは装飾の多さや靴型の作成まで見越して、スケジュールを組んでいたらしい。

「ジジには難しい装飾部分をお願いしているから、エデルにしてほしいのはこっちかな」

　エデルが手渡されたのは、リメイク靴の注文票だった。もともと持っている黒いヒール靴の装飾を、オレンジ色に変えたいらしい。ヒールも損傷があるので革をはがして新しいものをかぶせる。

　靴箱に眠っていた靴を今年風に、という注文は例年いくつかは入る。もともとその靴を作った職人がいるならその人に任せられるが、他店で作った靴や、すでに退職した職人が作っていた靴などは扱いが難しい。

　しかし、エデルは祖父仕込みの技術でなんとか対応できている。

「エデルは修しゆう繕ぜんが得意でしょう？　お願いできたらなと思うんだけど」

「分かりました」

「さあ、明日の作業も確認したね。少し休きゆう憩けいしなよ。無理がたたったら大変だ」

　たしかに、数時間前から一息もいれていない。

　セスがお茶をいれて、エデルの前に置いてくれた。

「僕もちょっと休憩。今日は大変だったね」

「セスさん……あの……聞いてもいいですか？」

「なに？」

　今日一日、エデルはたくさんの舞踏靴のデザイン画にかこまれていた。

　集中がとぎれるとたびたび考えていたことがあった。

　ダンスについて。この靴を履いて踊る、令嬢たちの気持ちについて。

　そして──自分自身の課題について。

「白鳥の気持ちって、どんなものだと思いますか？」

　セスは少しの間、真顔になった。

「エデル、よほど疲れているんだね。あのね、それ真剣に考えなくてもいいと思う」

「え？　でも……アランさまは……」

　レイのことがあっておあずけになっていたが、ダンスの課題はまだ終わっていない。白鳥の気持ちになってみてくれ──という彼の指導も、まだ理解しきれていない。

　エデルは悩んでいた。

　がんばってひとりで考えてみたものの、なかなか白鳥の気持ちを想像することができなかったのだ。

「白鳥といえば、こんなオーダーをくださった方がいて」

　セスはお客さまの注文票をすっと一枚、机の上にすべらせた。

「『白鳥と花嫁と星空のワルツ』を踊るのにふさわしい靴を希望」

　参考のために持ち寄られたドレスは、書きつけられたメモによるとラベンダー・ブルーのふわりとしたドレスだ。星空をイメージしたものかもしれない。

「今年のはやりって、オレンジでしょう？　それなのにわざわざブルーのドレスを新調して靴まで合わせるなんて、よほどこの曲に勝負をかけているんだなと思って」

　たしかに、オレンジのドレスの群れの中にひとりブルーのドレスがいれば否いや応おうなく目立つだろう。自信のあるご令嬢ならいいが、そうでないなら悪わる目め立だちは避さけたいというのが少女たちの本音だ。

　それでも、どうしてもワルツのために最善のドレスと靴をそろえたかったのだろうか。よほどこの曲に想いをこめているのかもしれない。

　セスがおこしたデザイン画には、薄青の革が見本として張られている。

　甲の革を樹じゆ脂しで覆おおい、水面みなもを表しているのだ。

　樹脂の中には星型の金属製のパーツが埋められている。安定感を保たもつために太めに削けずり出された木製のヒールには、繊せん細さいな白い羽根の模も様ようが彫られていた。

（水面の上を歩いているみたいな靴だな）

　ふわりと揺ゆれるドレスの裾からこの靴が見えたら、さぞかし幻げん想そう的てきだろう。

「エデル、白鳥と花嫁と星空のワルツ、原曲を知っている？」

　エデルは首をふった。そういえば、ステップの型を教わりはしたが、曲などは聞かせてもらっていない。

　セスは棚から一冊の絵本を取り出すと、注文票の横に置いた。

「これは？」

「小さい子がワルツをおぼえるための本、かな。曲の解かい釈しやくが載っているんだ。この注文靴を作るために参考に買ってきた。これに『白鳥と花嫁と星空のワルツ』も入っている」

　セスが参考にしたという絵本に目をやる。

　エデルは絵本に触れてみた。草の模様をかたどった箔はく押しがあって、女の子が喜びそうな装そう丁ていだ。ページをめくれば、美しい挿さし絵えが入っている。

「帰りがけに読んでみたら？　このワルツの白鳥で悩んでるなら、曲の解釈をきちんと知っているって、結構大切なことかもしれないよ。接客にも役立つしさ」

「はい……ありがとうございます。このご本、お借りします」

　エデルはふと止まった。

「あの……なぜ、私がダンスのことをたずねているとお分かりになったのですか？」

　エデルの質問は「白鳥の気持ちはどんなものか」というものだったのに、セスはダンスの課題曲をぴったりと言い当ててしまった。

「そりゃあ、僕にへんてこな質問をしてきた人がいたからだよ」

「……？」

「さあさ、エデル。その本を持って帰りなさい」

「え、でも……ジジさんのお手伝いをしてから」

「平気平気。あのおじさんは作業が早いから」

　セスが指をさした、隣となりの席ではジジが無心で靴を縫っている。普段は軽い口く調ちようでムードメーカーの彼だが、一度集中するとああなるのだ。

「たしかに注文は多いけど、君が作ってくれた在庫表のおかげで、イメージと違うからやり直してって言われることもなくなってるんだよね。それに昼間はずいぶんたくさん接客してくれたし」

　エデルはほっとした。

　墓参りへ行く前に作った在庫表が役に立ってくれていたらしい。自分で実際に使ってみる前にフロンデへ行くことになったので、不備があったらどうしようと気がかりだったのだ。

　ジジが、手元から顔を上げて言った。

「エデル、お疲れさま。今日は接客も靴作りもがんばってくれて助かった。また明日も元気な顔を見せてくれよ。待ってるから」

　セスに鞄かばんを手渡され、帰るしかない雰囲気だ。たしかにもう手がうまく動いてくれない。これ以上いても、お荷物になるだけだ。

　エデルはふかぶかとおじぎをした。

「は、はい。明日……がんばります。よろしくお願いします」

　裏口の扉を開けて、ディックが飛び出してきた。

「おらおらー！　夜食だー！　俺はまだやれるぜー！」

　ディックは机の上にサンドイッチやパンを並べている。グラスストリートの裏通りにあるパン屋さんのサンドイッチだ。

　普段職人たちはディセント家の料理人が作ってくれるまかないを食べているが、作業が追いつかずやむをえず残業するときに、たまにこういったものを食べるのである。

　彼はエデルに特別大きな肉の挟はさまったサンドイッチをよこした。

「エデルはこれだ！　これ以外認めない！」

「こ……これはまさか……」

「あのパン屋の名物、肉体労働者御ご用よう達たしのサンドイッチだ」

　爆ばく裂れつスタミナ肉サンド。エデルもこの名物を知ってはいたが、とても自分には食べきれないだろうな、と遠目に見ていただけだった。

「あ、あのごめんなさい。私、今日はお先にあがるので、これはみなさんで……」

「そうなのか!?　でもこの爆裂スタミナ肉サンドは絶対食えよ！　お前の顔、幽ゆう霊れいみたいに青白いからな！　結構やばいぞ！　それじゃ、アランさんによろしく～」

「えっ、えっ、あの……ありがとう」

　大きなサンドイッチを手にお礼を言うと、窓ガラスに自分の顔を映してみる。

　少し……くまができている、ような気もする。

（みなさんにご心配をかけてしまった。セスさんの言う通り、今日は休んで、明日は二倍がんばろう）

　彼女を待っていた馬車に乗り込むと、エデルは鞄から絵本を取り出した。
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　あなたの花嫁になれぬなら、私は空の星となり、あなたに私を見つけてほしい

　空を雲が覆うなら、私は一羽の白鳥となり、湖のほとりであなたを待つ

　ひとりぼっちになった私の体は、溶とけて透とう明めいな水となり、水みな底そこの星へと変わるだろう




（結構、せつないお話だったな）

　本を読み終わる頃、馬車はディセント家の屋敷に到着した。

　エデルは荷物を置いてすぐに、アランの部屋の扉をノックした。許可を得て部屋に入れば、彼はベッドから起き上がっており、書き物机に書類を広げている。

「あ、アランさま。お休みになっていなくてよろしいのですか？」

「足を怪我しただけだ。たいしたことじゃない。今日はガラスドームに顔を出せなくてすまなかったな。俺が眠っている間にできなかった商談を、いくつか済ませておかなくてはいけなかったものだから」

「お怪我にさわります」

「……そうだな。結局、今年は一緒に舞踏会に行くのは難しいかもな」

　エデルはそろそろと、アランのそばに近づいた。アランが怪我をしてしまったので、エデルのダンスレッスンはおあずけ状態だ。たとえ彼が舞踏会までに完治できても、エデルはダンスをおぼえられないだろう。

「俺も頭に血がのぼって、まったく考えられていなかった。何も足を傷つけることなかったのに」

「アランさまが傷つくのは、どこであろうと嫌いやです」

「談話室へ行こうか。今日一日お前とほとんど話していないから」

「でも、お怪我が」

「別にたいしたものじゃない。少し縫っただけだ。もう普通に歩けるよ」

　松葉杖を使って歩きだそうとするので、エデルはあわてて止めた。

「ご無理をなさらないでください」

「未婚の男女は寝室を行き来しない。教えただろう。俺が怪我をしているから勇気を出して入ってきてくれたとは思うが、気遣いは無用だ」

　そうだった。そんな約束があった。エデルはすっかりそのことが頭から抜け落ちていた。

　どうにも、アランの部屋をたずねるときは、経営者にお伺うかがいをたてる気分になってしまう。

「あの……今日は、特別ということにしませんか。アランさまがおつらいのは嫌なんです。それに、特に勇気を出して入ってきたわけでもないのです……」

「俺は今日三回も談話室へ行って商談に挑んだぞ」

「や、休んでください。車椅子も使ってください」

「お前こそ休め。顔が疲れているぞ。……なんだか、肉の匂いがするな」

「あ」

　エデルはエプロンのポケットから、紙でくるんだサンドイッチを取り出した。

　ディックに渡された、爆裂スタミナ肉サンド……。

　ポケットからぼっこりとふくらんで顔を出していたのに、そういえば絵本に夢中で食べていなかった。

「よかったら、一緒に召し上がりませんか。ディックくんにお夜食をいただいたのです」

「すごいな。喉のどにつまりそうだ。よくこんなものをポケットに入れていたな」

　エデルは小さな椅子を運んできて、アランのそばに腰こしを落ち着けると、サンドイッチを半分に割った。アランに片方を差し出す。

　ふたりでかぶりついた。硬かたい。パンもそうだが肉も硬い。嚙かむのに一苦労だ。しかし味付けが濃こくて、元気が出そうな気がする。

　肉の間からとろりと焼いた卵が出てきて、エデルはあわててこぼさないように口で受け止めた。

「前もこうして一緒にパンをかじったな。王都へ、ふたりで出かけたとき」

「はい。あのときは、湖の上でしたね。はじめてのボート、怖こわかったけど楽しかったです」

　あのときふたりは皮なめし工場を見に行って……。全身になめし液の臭においを浴あびてしまったため、予定していたレストランに入れなかったのだ。

　はからずも買い食いをすることになったのだが、彼とふたりで、少しだけお行ぎよう儀ぎ悪くパンやキッシュをかじって、エデルはとてもうれしかった。身分の高い彼を、近くに感じられたような気がして。

「俺はあのとき、はじめてプロポーズした。そしてはじめて、流された」

「す、すみませんでした」

　エデルは平謝りした。

「別にいい。今はこうして一緒にいられるんだし」

　エデルは食べかけのサンドイッチを見下ろした。

　気になっていたことを聞くときがきたのかもしれない。

「あの……アルヴァさまに、結婚のことを何か言われたのですか？」

　アルヴァに魔術を習っていたとき、彼は結婚について口にすることはなかった。ただ淡たん々たんと、だが丁寧にエデルに魔術を教えてくれた。

　その間、余計な会話を差し挟むこともなく、エデルと必要以上に関わることを避けているようだった。

　あくまで、エデルはディセント家の使用人。気安く接することはしないのだと──。

　アランは迷ったような顔をしてから口を開いた。

「認めてはもらえてない。俺に原因があるから。お前を守りきる力がないと言われた」

「そんな」

　アランは今回、レイの力を封ふう印いんするために力を貸してくれた。

　彼がいなければ硝子の靴を取り出すことも、父と決着をつけることも不可能だった。

「……当然ですよね。私は魔術師の娘ですし、貴族の血も流れていないですから」

「生まれのことはお前の責任じゃない。それは父さんもよく分かっている。父さんはお前の能力を認めていて、その上で脅威だと思っている。だから難しいんだ。俺がもっとしっかりしないと」

「……あの」

　レイの言葉を思い出した。

　たしか、子どもをたくさん作ればアランと一緒にいられると。

　エデルは迷ったが、言わないでおいた。

　子どもを作るということ……具体的にどうするかは分からないし、たぶんダンスをするよりもずっと難しそうな気がする。

　結婚すれば分かるのだろうか。エデルの母は未婚でエデルを産んだのだから、結婚しなくとも子どもはできるのだろう。

　女親がいれば教われたのかもしれないが、生あい憎にくエデルにそういったことを教えてくれる人はいなかった。

　それにアランは賛成しないような気もする。

　考えてみても、自分の子どもが結婚のために誕たん生じようするのは気がすすまない。ひとりの人間なのに、なんだか道具のようだ。

　エデルは気を取り直して、話題を変えた。

「セスさんに絵本をお借りしたんです。白鳥と花嫁と星空のワルツの。とてもせつない曲なのですね」

「そうだな。叶わぬ恋の歌だ」

「白鳥の気持ちとは……湖でひとりぼっちになったような気持ちなのでしょうか」

「ひとりぼっちの白鳥は水になるんだよ。まだ白鳥でいるうちは、想い人が湖に現れるのではないかと期待に胸をふくらませている状態だ」

　エデルは絵本に書いてあったフレーズを思い出した。




　空を雲が覆うなら、私は一羽の白鳥となり、湖のほとりであなたを待つ

　ひとりぼっちになった私の体は、溶けて透明な水となり、水底の星へと変わるだろう




「それでは……想い人が来てくれるのではないかと、今か今かと待っている気持ちですね」

「まぁそこまで深く解釈する必要はない。ようは手足の動きに優ゆう雅がさが出ていればいいんだ。だから俺も曲のことは説明せずに、まずは白鳥のイメージを優先しろと言った」

「でも、曲の内容が分かってよかったです。白鳥は好きな人と踊って、とても幸せなはずですから。自然とうっとりできますよね。私も、アランさまと一緒に踊れたら、白鳥の気持ちがようやく分かると思います」

　エデルがそう言いおいてから残りのサンドイッチを咀そ嚼しやくしている間、アランは力強くパンを握りしめていた。

「あ、アランさま。お肉がこぼれて……」

「あ、ああすまない。ちょっといろいろこらえていた」

「やっぱりお怪我が」

「そうじゃないんだ、そうじゃない。いい、あとでやるから、お前は拭ふかなくていい」

　アランはふうと息を吐いて、ハンカチで手をぬぐった。

　エデルは夜食をすべて食べきってしまうと、改めてたずねた。

「あの……アランさま。私、今まで結婚について、一緒に考えたことありませんでしたね。アランさまにお任せしてばかりで」

「そんなことは気にしなくてもいい」

「ダンスもうまくできないし、アルヴァさまは私のことを危険だと思っています。それに、私は心配していたんです。もう靴を作れなくなったらどうしようって。なんとなく、結婚が遠い未来のことに思えていて、のんびりしていたんです。でも、社交界デビューが目前になって……華やかな場でダンスを踊るような淑しゆく女じよが靴なんて作るのかな、とか」

「エデル……」

「自分のことばかり心配していて恥はずかしいです。アランさまはずっと私と一緒になるために、いろいろと考えていてくださったのに」

「自分のことを心配していいんだ。でも、その心配は俺に言ってほしい。不安にさせてすまなかった」

　あとで伝えるつもりだったんだが、とアランは前置きした。

「お前にガラスドームを任せたいと思っている。ゆくゆくは」

「え……？」

「お前が職人たちをまとめ、経営者になるんだ。もちろん靴を作ってもいい。むしろ靴作りの経験がある経営者の方がいいだろう」

「む、無理です。私がアランさまのお仕事をするなんて」

　はっきり言って、自分は人をまとめられるような性格ではない。引っ込み思案だし、人前に立つときは未いまだに緊張してしまう。

「ひとりでするんじゃない。慣れるまでは俺がいるし、独ひとり立だちしていなければセスもいるだろう。ジジも、ガラスドームを現げん役えきで最後の職場にしたいと言っている。ディックはああ見えて気のつくところもある。見習いも、順調に育っている」

「経営者は、やっぱりアランさまがいいのでは……」

「お前を経営者に据えることで、あらゆる人にお前の実力を認めてもらいたいと思っている。してもらいたいのは顧こ客きやくのためを想い、職人たちに手を差し伸べる仕事だ。お前は接客も一いつ生しよう懸けん命めいやっているし、職人たちのことはもしかしたら俺よりよく分かっているかもしれない」

「そんなことは……」

　でも、おじいちゃんの技術を伝えるには、もしかしたら……。

　伝説の職人、デルタ・アンダーソンの教えを受け継いだガラスドームが見たい。

　自分が未熟でオーナーにふさわしくないのは百も承しよう知ちではあったが、エデルの新しい目標を叶えるためには、アランの案はこれ以上ないくらいであった。

「まぁ、安心しろ。ゆくゆくはだ。すぐにというわけじゃない。まだお前もうちで働き始めて一年だし。──とにかく、お前から靴作りを奪うようなことはしない。誰がなんと言っても」

　エデルはほっと胸を撫で下ろした。

　自分の環境がどんどん変わってゆくようで、たしかめるのが怖かった。でも恐れていたことにはならないのだ。

　アランは小さな声で言った。

「エデル……そろそろプロポーズをやり直したいんだが」

「え？」

「プロポーズ。レイのことが片づいてから、またするって言っただろう」

　そういえば、そんなことを言われていた。

　なんだかアランはもう結婚する気満々で、すっかり忘れていたけれど……。

「いつ暇だ？　その日にどこかへ行こう。俺がプロポーズする日を決めてくれ」

　エデルはあわてた。

「あのう、もうプロポーズはやり直さなくてもいいのでは……」

「だめだ。こういうのはきちんとやらないと、のちのちプロポーズをしなかったことを夫婦ふうふ喧げん嘩かのさいに蒸し返したりするものなんだ。世間一般では、そうらしい」

「は、はあ。私たち……喧嘩、したりするのでしょうか」

　気まずくなったことなら何度かあったが……。

　エデルがアランに対して怒ったことは、今までなかった。

「……今回、お前がフロンデに帰ると言ったときは焦あせった。お前が怒ったかと思って」

「そ、そんなことないです」

「後こう悔かいした。もっと一緒に出かけておけばよかった、ちゃんとプロポーズをしておけばよかった、もっとお前をつなぎとめておくために、普段から努力しておけばよかったと」

「そんな」

「たぶん、喧嘩したとしても……結局、俺は意地は張り通せないと思う。惚ほれた弱みで」

　エデルは顔を真まっ赤かにしてうつむいた。

「わ、私も……嫌われたくないですから、意地なんて張れません」

　アランはすかさず言った。

「では、俺がプロポーズする日を決めてくれるな？　意地は張らないだろう？」

「ええっ」

　エデルは目をぱちくりさせて、アランを見た。

　なんだか、はめられてしまったような……。

　彼はたまに、エデルがびっくりするようなことを言う。深みにはまってしまいそうだ。

　彼の足をちらりと見てから答える。

「……あ、アランさまが元気に歩けるようになるまでは、だめです」

「だから俺はもう元気に歩いていると」

「松葉杖なしで、です。私とまた一緒にダンスをしてくれるまで、だめです。い……意地は張らない、お約束ですよ」

　アランは少し不満そうな顔をしたが、いいだろう、と口にした。

「……レイは、無事に旅立ったか？」

「はい。どこへ行くかは決めていないそうです。もう私の前には二度と現れないとおっしゃいました」

「……そうか。どこか、落ち着ける場所へ行けるといいんだけどな」

「はい。それを願うばかりです。彼をあんな風にしておいて、身勝手な願いかもしれませんけれど」

「あのままレイを放っておけば、周囲の人間だけでなくレイ自身もぼろぼろになっていっただろう。ヴァイオレットをよみがえらせることに成功したとして、彼の考えに故郷の魔術師たちが賛同したかは分からない。よみがえったヴァイオレットが、レイの理想通りの姿であったかも分からない。それに硝子の靴あっての計画だったわけだから、どのみちレイの計画は失敗する運命だった」

　死んだ人間とは、当然ながらもう会うことはできない。

　レイは、これからヴァイオレットの思い出とどう向き合っていくのだろう。

　ヴァイオレットの思い出を共有する者同士として──エデルとレイは、互たがいのことを忘れないと誓った。

　叶わぬ恋。あなたの花嫁になれぬなら、私は夜空に輝く星になる──。

　なんだか、自分の両親の歌のようだと思った。

　ヴァイオレットは結局、レイと別れてから誰の花嫁になることもなく、舞台の上でその才能を輝かせた。

　レイは赤い靴を使おうとしてまで、ヴァイオレットを自分の手の中にたぐり寄せようとしていた。

　けれど彼女は帰らぬ人となった。彼は湖でひとりぼっちになった白鳥のようだ。

　ヴァイオレットは空から見つけることができるだろうか。湖の底に眠った、愛いとしい男の星の輝きを。

（私の恋は……どうなるのかな）

　エデルはアランの顔を見つめた。

　これからも変わらずに彼のそばにいられるなら、結婚にこだわらなくてもいいとは思っていた。だがアランには立場がある。いずれは妻を迎むかえなくてはならない。彼がほかの誰かを愛する姿を見ることになるのはつらい──。それならば、やっぱり彼の妻になりたい。

「アランさま。元気になったら、たくさんダンスを教えてください。来年は一緒に、舞踏会……行きたいです」

「エデル……」

「アルヴァさまが認めてくださらないと、こうしておそばにいられないのは分かっています。だから、来年も一緒にいられたらいいなという願いをこめて、ダンスの練習をしたいです。目標があった方が、がんばれますから。そして、少しずつ……アルヴァさまに私のこと、分かっていただけるように……」

　エデルはたどたどしく続けた。

「社交界にいる貴族のご令嬢に比べたら、私はすごく見み劣おとりがすると思います。だから、反対されて当たり前で……当たり前のことを変えるのは難しいですよね。少しずつ、いろんなことができるようになったらいいなと思います。貴族の令嬢らしいことも……」

「お前は、お前らしくいればいい。他の女性と比べて引け目を感じることなどない。お前は誰よりも魅み力りよく的てきだ。社交界に出れば、お前は雄おすのクジャク、ほかの奴やつはみんな雌めすのクジャクだ」

「雄の……クジャク……」

「雄のクジャクの羽根は美しく、広げた姿は見事なものだ。雌を引き寄せるためにそのような姿をしているらしい。お前を前にしたらほかの奴は全員、どんなに精せい一いつ杯ぱい羽根を広げたとしても雌になるしかないだろう」

「あの……私も、雄ではないのですけれど……」

「たとえ話だ。雄になられたら困る。結婚できなくなるだろう」

　クジャクの話が出てきてから、なんだかよく分からなくなってしまった。

　もしかして、自分はいろいろと難しく考えすぎなのだろうか。

「でも、アランさまが雌のクジャクになったら、一緒にいられますね」

「そうだな。お前が雄なら、俺が雌に甘んじるしかない。ただし絶対俺を選べよ。ほかの雌に手を出すんじゃないぞ。羽根を広げていたずらに誘ゆう惑わくするような、ふしだらなクジャクになるんじゃない」

「そ、そのために羽根を広げているのでは」

「一いち途ずなクジャクになれ。分かったな」

　アランが低い声でそう言うと、エデルはただうなずいた。言われなくとも、自分に誘惑するなどという高等な技わざは使えるはずもない。

「お前との仲を認めてもらえるまで、俺も立りつ派ぱなクジャ……男になれるように、考えてみる。そもそもの原因は俺にあるから。足のおかげで時間はある。次は胸を張って、プロポーズできるように」

　アランはエデルの左手をとって、薬指を撫でた。

「早くこの指に、俺のものになったあかしをはめたい」

「アランさま」
















　婚約指輪のことだ。

　エデルが上ずった声をあげると、アランは穏やかな顔で言った。

「結婚したら、俺にもはめてもらえるな」

　結婚指輪を、彼の指にはめる。

　彼が自分の夫になる日がくるなんて──今はとても信じられないけれど。

　もしそうなったら、あまりの幸せにどうしたらいいか分からなくなりそうだ。

「アランさまに……私のものの、あかしをはめていただくのですか？　そんなに贅ぜい沢たくで、いいのでしょうか？」

　エデルが戸惑ってたずねると、アランはふと手を止めて言った。

「ああ。今すごく、結婚したくなった」

「えっ、えっ」

　エデルは彼に手をとられたまま、考えた。

　──私は、白鳥でも星でもなく、彼の花嫁になりたい。

（同じようなことを願って、叶わなかった人たちはきっとたくさんいる）

　でも、信じてみたい。ひとりで願っていることではないから。

　こうしてふたりで静かに過ごせることも、エデルにとっては奇跡のようなことなのに。

　さらに先を欲しがっているのだから、とんでもなく自分は高望みなのだ。

「アランさま、結婚というのは、すごく贅沢なことですね」

「そうだな」

「夢みたいなことばかり考えてしまいます。しっかりしないといけないのに」

「俺もだ」

「私……」

　続けようとしたが、アランが手を強く握ったので、エデルは言葉をのみ込んだ。

　弱気なことを言いそうだった自分を励はげましてくれているようで、彼が何も言わないのにエデルは満ち足りた気持ちになった。

　少し下を向いて、ランプの明かりに靴を照らしてみる。

　エデルはこの靴をフロンデの料理店へ置き去りにはしなかった。初めて彼が贈おくってくれた、思い出の靴だ。

　冷たい硝子の靴ではなく、愛しい人が贈ってくれた靴が足を包んでくれている。

　靴は人の運命を変える。

　私はこの靴を履いて、運命を変えたいと願った。

　魔術ではなく、自分自身の力で。

　エデルはアランの手を、静かに握り返した。
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　シンデレラ伯はく爵しやく家けの靴くつ箱ばこ館かん、第六巻です。今回のモチーフはずばりシンデレラ、硝子ガラスの靴くつです。シリーズ当初から「この靴をテーマにするときは、物語のクライマックスで！」と決めていました。

　こうして無事にお届けできて、感かん慨がい深ぶかい気持ちです。

　この巻にて、『ヴァイオレット・ファーの死から始まった魔術師の靴のお話』は終わりとなります。一巻から六巻まで、すべての靴の事件においてヴァイオレットの死はなんらかの関係性を持っていました。この物語はエデルやアランの成長物語でもありますが、ヴァイオレットの関係者の話でもありました。

　さて、主役ふたりの恋の行方ゆくえは次巻にて決着がつく予定です。お付き合いくださる方は、引き続きよろしくお願いいたします。




　ここからはお世話になった方へのお礼を。

　担当様。アドバイスをありがとうございました！　いつもご迷めい惑わくをおかけしています。

　イラストのあき先生。優ゆう雅がなダンスを踊る表紙のふたりが素敵でした。エデルとアランがいつかこんなダンスを踊れるといいなと思っています。

　校正さま、デザイナーさまをはじめとする本作に携たずさわってくださったすべてのみなさまに、感謝申し上げます。




　そして何よりも、読者のみなさま。シリーズを続けられたのは、みなさまのお力によるものです。本当にありがとうございました。

　次巻、最終巻です。シンデレラシリーズの最後のお話を、見届けていただけたら嬉しいです。





仲なか村むらつばき






















シエルナの夜に






　アランは小さなため息をついた。

　今、時計は何時を指しているのだろう。

　同じようなことを幾度となく考え続けている。暗闇の中では懐中時計を確認することもできない。したところで自分が眠れないことには変わりがないのだが。

　それでも、朝までの残り時間が自分の予想よりも短いなら、心の持ちようがいくらか変わるというものだ。

　かたわらでは、エデルがすうすうと安らかな寝息をたてている。

　彼女が寝返りをうつと衣擦れの音がして、アランはぴくりと肩を動かした。ベッドはふたつだったが、距離が近いので彼女のわずかな動きにも反応してしまう。

（……悶々としているのは、俺だけか……）

　魔術師の靴の異変を調べるため、アランはエデルと共に、海沿いの街シエルナへと向かった。カンディナールからシエルナは日帰りできる距離ではなく、初めての「お泊まり」である。

　もちろん、当初は別の部屋を取るつもりだった。未婚の男女が同じ部屋に泊まるだなんて破廉恥極まりないし、エデルにとっても不名誉なことである。だがなりゆきで、致し方なく……。

　くしゅん、と控えめなくしゃみの音がして、アランは飛び起きそうになった。

「……エデル？」

　再び寝息が聞こえてくる。アランは胸をなでおろした。

　暗闇の中を探るように、エデルを見ていたのを彼女に気付かれてしまったのではないかと思ったのだが──どうやら杞憂に終わったらしい。

　雲がとぎれて、カーテンの隙間から月明かりが差し込んだ。エデルの肌が青白く浮かび上がる。

　アランはどぎまぎしていた。彼女が身につけているのは、男物のシャツ──自分のシャツ一枚なのだ。腰に巻いたケープは寝乱れて、太ももの周りにまとわりついている。

（ルディアめ!!）

　アランは悪態をついた。そもそも、エデルがこんなにあられもない姿で寝るはめになったのは、妹がエデルの寝間着を入れ替えてしまったからだ。

　取り替えられた寝間着はやたらと透けていて、肌を隠せる布らしきものといえば裾のレースくらいだった。仕方なくアランは、自分のシャツを彼女に着せたのだ。

　あの透けた布がルディアの私物なら、帰ったらこってり叱らなくてはならない。兄として、貞操観念について指導してやる必要がある。

　──それとも、若い女性の間ではあれが流行っているのか？

　アランは悩んだ。

　このところいろいろあって、靴店のオーナー業も最低限のことしかできていない。ファッション誌の最新号に目を通すなどは、後回しにしていたのだが……もしや雑誌に透けた布を寝間着にする記事が紹介されていたりするのだろうか。

　流行のデザインだったらエデルとて着てみたかったかもしれない。最先端のファッションに触れることで、仕事の幅も広げられる。もしや自分はエデルからおしゃれの機会を奪ってしまったのか。

　しかし、エデルがあの寝間着を愛用するようになったら困る。屋敷には男の使用人だっているのだ。エデルのことをよこしまな目で見るかもしれない。

（屋敷の風紀を守るのは俺の義務だ。エデルのおしゃれを楽しみたい気持ちを大切にしつつ、義務を果たすには──）

　他の男の目に触れないように着るという約束なら、こっそり着てもいいと言えばよかったか。

（それは、今夜だったのでは……）

　はっとして、アランは自分の頰を思い切りつねった。やましいことを考えてしまった自分を戒めるためである。

（これではルディアの思うつぼではないか。しっかりしろ）

　アランは、貞淑なエデルを想像することにした。貞淑といえばシスターである。それから喪服のエデル、家庭教師のエデル……。

　──煩悩が消えないのはなぜだろう。

（わかった、豚の顔をエデルの顔に差し替えよう）

　頭の中で、まるまると太った豚の顔をエデルのものに変えているさなか、二度目の小さなくしゃみの音に、アランは我に返った。

（……太ももが見えていたよな。たしか）

　先ほどは、エデルの姿に動揺してすぐに目をそらしてしまった。だがこのままでは風邪をひいてしまうのでは──。

　アランはおそるおそる、エデルの方を見た。やはり蹴ってしまったのか、毛布はひざから下の位置まで追いやられている。意外と彼女は寝相が悪いらしい。

　彼は立ち上がり、ベッドのわきに垂れ下がった毛布をかけなおしてやった。

　エデルは暖かい毛布がかぶさって安心したのか、表情をゆるめた。なんの夢をみているのだろう。

（少しくらい寝顔を見ても、許されるだろうか）

　アランは、エデルの頰にこぼれた髪をかきあげた。灰桃色の不思議な色合いの髪は、絹糸のようになめらかだった。

「……アランさま……」

　アランは思わず手を引っ込めそうになったが、エデルの目は開いていない。

（寝言……？）

「……豚肉、もう食べられません……」

「……」

　アランは自分のベッドに戻ると、目を閉じた。

（エデル、俺と同じことを考えていたんだな……）

　やっぱり妹の言うとおり、自分とエデルは運命のカップルなのだ。

　眠れないのは変わらないが、なんとなく心が温かくなった。

　明日は今日よりも、彼女の力になろう。アランはそう誓うと、再び朝を待ちわびたのだった。








著者

仲村つばき

Tsubaki Nakamura




６月27日生まれ。埼玉県在住。

あけましておめでとうございます。本作の作業は年末進行で大慌てでしたが、無事にお届けできてほっとしています。楽しんでいただけたらうれしいです。読者のみなさまにとって、良い一年になりますように。










イラスト

あき

Aki




今年もおもちの季節がやってきましたね。
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